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    第一篇


    
      1悪あしき者もののはかりごとに歩あゆまず、

      罪つみびとの道みちに立たたず、

      あざける者ものの座ざにすわらぬ人ひとはさいわいである。

      2このような人ひとは主しゅのおきてをよろこび、

      昼ひるも夜よるもそのおきてを思おもう。

      3このような人ひとは流ながれのほとりに植うえられた木きの

      時ときが来くると実みを結むすび、

      その葉はもしぼまないように、

      そのなすところは皆みな栄さかえる。

      4悪あしき者ものはそうでない、

      風かぜの吹ふき去さるもみがらのようだ。

      5それゆえ、悪あしき者ものはさばきに耐たえない。

      罪つみびとは正ただしい者もののつどいに立たつことができない。

      6主しゅは正ただしい者ものの道みちを知しられる。

      しかし、悪あしき者ものの道みちは滅ほろびる。

    

  


  


  
    第二篇


    
      1なにゆえ、もろもろの国くにびとは騒さわぎたち、

      もろもろの民たみはむなしい事ことをたくらむのか。

      2地ちのもろもろの王おうは立たち構かまえ、

      もろもろのつかさはともに、はかり、

      主しゅとその油あぶらそそがれた者ものとに逆さからって言いう、

      3「われらは彼かれらのかせをこわし、

      彼かれらのきずなを解とき捨すてるであろう」と。

      4天てんに座ざする者ものは笑わらい、

      主しゅは彼かれらをあざけられるであろう。

      5そして主しゅは憤いきどおりをもって彼かれらに語かたり、

      激はげしい怒いかりをもって彼かれらを恐おそれ惑まどわせて言いわれる、

      6「わたしはわが王おうを聖せいなる山やまシオンに立たてた」と。

      7わたしは主しゅの詔みことのりをのべよう。

      主しゅはわたしに言いわれた、「おまえはわたしの子こだ。

      きょう、わたしはおまえを生うんだ。

      8わたしに求もとめよ、わたしはもろもろの国くにを

      嗣し業ぎょうとしておまえに与あたえ、

      地ちのはてまでもおまえの所有しょゆうとして与あたえる。

      9おまえは鉄てつのつえをもって彼かれらを打うち破やぶり、

      陶工とうこうの作つくる器物うつわもののように彼かれらを

      打うち砕くだくであろう」と。

      10それゆえ、もろもろの王おうよ、賢かしこくあれ、

      地ちのつかさらよ、戒いましめをうけよ。

      11恐おそれをもって主しゅに仕つかえ、おののきをもって

      12その足あしに口くちづけせよ。

      さもないと主しゅは怒いかって、

      あなたがたを道みちで滅ほろぼされるであろう、

      その憤いきどおりがすみやかに燃もえるからである。

      すべて主しゅに寄より頼たのむ者ものはさいわいである。

    

  


  


  
    第三篇


    
      ダビデがその子こアブサロムを避さけてのがれたときの歌うた


      
        1主しゅよ、わたしに敵てきする者もののいかに多おおいことでしょう。

        わたしに逆さからって立たつ者ものが多おおく、

        2「彼かれには神かみの助たすけがない」と、

        わたしについて言いう者ものが多おおいのです。〔セラ

        3しかし主しゅよ、あなたはわたしを囲かこむ盾たて、わが栄さかえ、

        わたしの頭あたまを、もたげてくださるかたです。

        4わたしが声こえをあげて主しゅを呼よばわると、

        主しゅは聖せいなる山やまからわたしに答こたえられる。〔セラ

        5わたしはふして眠ねむり、また目めをさます。

        主しゅがわたしをささえられるからだ。

        6わたしを囲かこんで立たち構かまえる

        ちよろずの民たみをもわたしは恐おそれない。

        7主しゅよ、お立たちください。

        わが神かみよ、わたしをお救すくいください。

        あなたはわたしのすべての敵てきのほおを打うち、

        悪あしき者ものの歯はを折おられるのです。

        8救すくいは主しゅのものです。

        どうかあなたの祝福しゅくふくが

        あなたの民たみの上うえにありますように。〔セラ

      

    

  


  


  
    第四篇


    
      聖歌せいか隊たいの指揮者しきしゃによって琴ことにあわせてうたわせたダビデの歌うた


      
        1わたしの義ぎを助たすけ守まもられる神かみよ、

        わたしが呼よばわる時とき、お答こたえください。

        あなたはわたしが悩なやんでいた時とき、

        わたしをくつろがせてくださいました。

        わたしをあわれみ、わたしの祈いのりをお聞ききください。

        2人ひとの子こらよ、いつまでわたしの誉ほまれをはずかしめるのか。

        いつまでむなしい言葉ことばを愛あいし、

        偽いつわりを慕したい求もとめるのか。〔セラ

        3しかしあなたがたは知しるがよい、

        主しゅは神かみを敬うやまう人ひとをご自分じぶんのために聖別せいべつされたことを。

        主しゅはわたしが呼よばわる時ときにおききくださる。

        4あなたがたは怒いかっても、罪つみを犯おかしてはならない。

        床とこの上うえで静しずかに自分じぶんの心こころに語かたりなさい。〔セラ

        5義ぎのいけにえをささげて主しゅに寄より頼たのみなさい。

        6多おおくの人ひとは言いう、

        「どうか、わたしたちに良よい事ことが見みられるように。

        主しゅよ、どうか、み顔かおの光ひかりを

        わたしたちの上うえに照てらされるように」と。

        7あなたがわたしの心こころにお与あたえになった喜よろこびは、

        穀物こくもつと、ぶどう酒しゅの豊ゆたかな時ときの喜よろこびに

        まさるものでした。

        8わたしは安やすらかに伏ふし、また眠ねむります。

        主しゅよ、わたしを安やすらかにおらせてくださるのは、

        ただあなただけです。

      

    

  


  


  
    第五篇


    
      聖歌せいか隊たいの指揮者しきしゃによって笛ふえにあわせてうたわせたダビデの歌うた


      
        1主しゅよ、わたしの言葉ことばに耳みみを傾かたむけ、

        わたしの嘆なげきに、み心こころをとめてください。

        2わが王おう、わが神かみよ、

        わたしの叫さけびの声こえをお聞ききください。

        わたしはあなたに祈いのっています。

        3主しゅよ、朝あさごとにあなたはわたしの声こえを聞きかれます。

        わたしは朝あさごとにあなたのために

        いけにえを備そなえて待まち望のぞみます。

        4あなたは悪あしき事ことを喜よろこばれる神かみではない。

        悪人あくにんはあなたのもとに身みを寄よせることはできない。

        5高たかぶる者ものはあなたの目めの前まえに立たつことはできない。

        あなたはすべて悪あくを行おこなう者ものを憎にくまれる。

        6あなたは偽いつわりを言いう者ものを滅ほろぼされる。

        主しゅは血ちを流ながす者ものと、人ひとをだます者ものを忌いみきらわれる。

        7しかし、わたしはあなたの豊ゆたかないつくしみによって、

        あなたの家いえに入いり、

        聖せいなる宮みやにむかって、かしこみ伏ふし拝おがみます。

        8主しゅよ、わたしのあだのゆえに、

        あなたの義ぎをもってわたしを導みちびき、

        わたしの前まえにあなたの道みちをまっすぐにしてください。

        9彼かれらの口くちには真実しんじつがなく、彼かれらの心こころには滅ほろびがあり、

        そののどは開ひらいた墓はか、

        その舌したはへつらいを言いうのです。

        10神かみよ、どうか彼かれらにその罪つみを負おわせ、

        そのはかりごとによって、みずから倒たおれさせ、

        その多おおくのとがのゆえに彼かれらを追おいだしてください。

        彼かれらはあなたにそむいたからです。

        11しかし、すべてあなたに寄より頼たのむ者ものを喜よろこばせ、

        とこしえに喜よろこび呼よばわらせてください。

        また、み名なを愛あいする者ものがあなたによって

        喜よろこびを得えるように、彼かれらをお守まもりください。

        12主しゅよ、あなたは正ただしい者ものを祝福しゅくふくし、

        盾たてをもってするように、

        恵めぐみをもってこれをおおい守まもられます。

      

    

  


  


  
    第六篇


    
      聖歌せいか隊たいの指揮者しきしゃによってシェミニテにあわせ琴ことをもってうたわせたダビデの歌うた


      
        1主しゅよ、あなたの怒いかりをもって、わたしを責せめず、

        あなたの激はげしい怒いかりをもって、

        わたしを懲こらしめないでください。

        2主しゅよ、わたしをあわれんでください。

        わたしは弱よわり衰おとろえています。

        主しゅよ、わたしをいやしてください。

        わたしの骨ほねは悩なやみ苦くるしんでいます。

        3わたしの魂たましいもまたいたく悩なやみ苦くるしんでいます。

        主しゅよ、あなたはいつまでお怒いかりになるのですか。

        4主しゅよ、かえりみて、わたしの命いのちをお救すくいください。

        あなたのいつくしみにより、わたしをお助たすけください。

        5死しにおいては、あなたを覚おぼえるものはなく、

        陰府よみにおいては、だれがあなたを

        ほめたたえることができましょうか。

        6わたしは嘆なげきによって疲つかれ、

        夜よごとに涙なみだをもって、わたしのふしどをただよわせ、

        わたしのしとねをぬらした。

        7わたしの目めは憂うれいによって衰おとろえ、

        もろもろのあだのゆえに弱よわくなった。

        8すべて悪あくを行おこなう者ものよ、わたしを離はなれ去され。

        主しゅはわたしの泣なく声こえを聞きかれた。

        9主しゅはわたしの願ねがいを聞きかれた。

        主しゅはわたしの祈いのりをうけられる。

        10わたしの敵てきは恥はじて、いたく悩なやみ苦くるしみ、

        彼かれらは退しりぞいて、たちどころに恥はじをうけるであろう。

      

    

  


  


  
    第七篇


    
      ベニヤミンびとクシのことについてダビデが主しゅにむかってうたったシガヨンの歌うた


      
        1わが神かみ、主しゅよ、わたしはあなたに寄より頼たのみます。

        どうかすべての追おい迫せまる者ものからわたしを救すくい、

        わたしをお助たすけください。

        2さもないと彼かれらは、ししのように、わたしをかき裂さき、

        助たすける者ものの来こないうちに、引ひいて行いくでしょう。

        3わが神かみ、主しゅよ、もしわたしがこの事ことを行おこなったならば、

        もしわたしの手てによこしまな事ことがあるならば、

        4もしわたしの友ともに悪あくをもって報むくいたことがあり、

        ゆえなく、敵てきのものを略奪りゃくだつしたことがあるならば、

        5敵てきにわたしを追おい捕とらえさせ、

        わたしの命いのちを地ちに踏ふみにじらせ、

        わたしの魂たましいをちりにゆだねさせてください。〔セラ

        6主しゅよ、怒いかりをもって立たち、

        わたしの敵てきの憤いきどおりにむかって立たちあがり、

        わたしのために目めをさましてください。

        あなたはさばきを命めいじられました。

        7もろもろの民たみをあなたのまわりにつどわせ、

        その上うえなる高たかみくらにおすわりください。

        8主しゅはもろもろの民たみをさばかれます。

        主しゅよ、わたしの義ぎと、わたしにある誠実せいじつとに従したがって、

        わたしをさばいてください。

        9どうか悪あしき者ものの悪あくを断たち、

        正ただしき者ものを堅かたく立たたせてください。

        義ぎなる神かみよ、あなたは人ひとの心こころと思おもいとを調しらべられます。

        10わたしを守まもる盾たては神かみである。

        神かみは心こころの直なおき者ものを救すくわれる。

        11神かみは義ぎなるさばきびと、

        日ひごとに憤いきどおりを起おこされる神かみである。

        12もし人ひとが悔くい改あらためないならば、神かみはそのつるぎをとぎ、

        その弓ゆみを張はって構かまえ、

        13また死しに至いたらせる武器ぶきを備そなえ、

        その矢やを火矢ひやとされる。

        14見みよ、悪あしき者ものは邪悪じゃあくをはらみ、

        害毒がいどくをやどし、偽いつわりを生うむ。

        15彼かれは穴あなを掘ほって、それを深ふかくし、

        みずから作つくった穴あなに陥おちいる。

        16その害毒がいどくは自分じぶんのかしらに帰かえり、

        その強暴きょうぼうは自分じぶんのこうべに下くだる。

        17わたしは主しゅにむかって、

        その義ぎにふさわしい感謝かんしゃをささげ、

        いと高たかき者ものなる主しゅの名なをほめ歌うたうであろう。

      

    

  


  


  
    第八篇


    
      聖歌せいか隊たいの指揮者しきしゃによってギテトにあわせてうたわせたダビデの歌うた


      
        1主しゅ、われらの主しゅよ、あなたの名なは地ちにあまねく、

        いかに尊たっといことでしょう。

        あなたの栄光えいこうは天てんの上うえにあり、

        2みどりごと、ちのみごとの口くちによって、

        ほめたたえられています。

        あなたは敵てきと恨うらみを晴はらす者ものとを静しずめるため、

        あだに備そなえて、とりでを設もうけられました。

        3わたしは、あなたの指ゆびのわざなる天てんを見み、

        あなたが設もうけられた月つきと星ほしとを見みて思おもいます。

        4人ひとは何者なにものなので、これをみ心こころにとめられるのですか、

        人ひとの子こは何者なにものなので、これを顧かえりみられるのですか。

        5ただ少すこしく人ひとを神かみよりも低ひくく造つくって、

        栄さかえと誉ほまれとをこうむらせ、

        6これにみ手てのわざを治おさめさせ、

        よろずの物ものをその足あしの下したにおかれました。

        7すべての羊ひつじと牛うし、また野のの獣けもの、

        8空そらの鳥とりと海うみの魚うお、海路かいろを通かようものまでも。

        9主しゅ、われらの主しゅよ、あなたの名なは地ちにあまねく、

        いかに尊たっといことでしょう。

      

    

  


  


  
    第九篇


    
      聖歌せいか隊たいの指揮者しきしゃによってムツラベンのしらべにあわせてうたわせたダビデの歌うた


      
        1わたしは心こころをつくして主しゅに感謝かんしゃし、

        あなたのくすしきみわざを

        ことごとく宣のべ伝つたえます。

        2いと高たかき者ものよ、あなたによって

        わたしは喜よろこびかつ楽たのしみ、

        あなたの名なをほめ歌うたいます。

        3わたしの敵てきは退しりぞくとき、

        つまずき倒たおれてあなたの前まえに滅ほろびました。

        4あなたがわたしの正ただしい訴うったえを

        助たすけ守まもられたからです。

        あなたはみくらに座ざして、

        正ただしいさばきをされました。

        5あなたはもろもろの国民くにたみを責せめ、

        悪あしき者ものを滅ほろぼし、

        永久えいきゅうに彼かれらの名なを消けし去さられました。

        6敵てきは絶たえはてて、とこしえに滅ほろび、

        あなたが滅ほろぼされたもろもろの町まちは

        その記憶きおくさえ消きえうせました。

        7しかし主しゅはとこしえに、み位くらいに座ざし、

        さばきのために、みくらを設もうけられました。

        8主しゅは正義せいぎをもって世界せかいをさばき、

        公平こうへいをもってもろもろの民たみをさばかれます。

        9主しゅはしえたげられる者もののとりで、

        なやみの時ときのとりでです。

        10み名なを知しる者ものはあなたに寄より頼たのみます。

        主しゅよ、あなたを尋たずね求もとめる者ものを

        あなたは捨すてられたことがないからです。

        11シオンに住すまわれる主しゅにむかってほめうたい、

        そのみわざをもろもろの民たみのなかに宣のべ伝つたえよ。

        12血ちを流ながす者ものにあだを報むくいられる主しゅは彼かれらを心こころにとめ、

        苦くるしむ者ものの叫さけびをお忘わすれにならないからです。

        13主しゅよ、わたしをあわれんでください。

        死しの門もんからわたしを引ひきあげられる主しゅよ、

        あだする者もののわたしを悩なやますのを

        みそなわしてください。

        14そうすれば、わたしはあなたのすべての誉ほまれを述のべ、

        シオンの娘むすめの門もんで、

        あなたの救すくいを喜よろこぶことができましょう。

        15もろもろの国民くにたみは自分じぶんの作つくった穴あなに陥おちいり、

        隠かくし設もうけた網あみに自分じぶんの足あしを捕とらえられる。

        16主しゅはみずからを知しらせ、さばきを行おこなわれた。

        悪あしき者ものは自分じぶんの手てで作つくったわなに捕とらえられる。〔ヒガヨン、セラ

        17悪あしき者もの、また神かみを忘わすれるもろもろの国民くにたみは

        陰府よみへ去さって行いく。

        18貧まずしい者ものは常つねに忘わすれられるのではない。

        苦くるしむ者ものの望のぞみはとこしえに滅ほろびるのではない。

        19主しゅよ、立たちあがってください。

        人ひとに勝利しょうりを得えさせず、もろもろの国民くにたみに、

        み前まえでさばきを受うけさせてください。

        20主しゅよ、彼かれらに恐おそれを起おこさせ、もろもろの国民くにたみに

        自分じぶんがただ、人ひとであることを知しらせてください。〔セラ

      

    

  


  


  
    第十篇


    
      1主しゅよ、なにゆえ遠とおく離はなれて

      立たたれるのですか。

      なにゆえ悩なやみの時ときに身みを隠かくされるのですか。

      2悪あしき者ものは高たかぶって貧まずしい者ものを激はげしく責せめます。

      どうぞ彼かれらがその企くわだてたはかりごとに

      みずから捕とらえられますように。

      3悪あしき者ものは自分じぶんの心こころの願ねがいを誇ほこり、

      むさぼる者ものは主しゅをのろい、かつ捨すてる。

      4悪あしき者ものは誇ほこり顔かおをして、神かみを求もとめない。

      その思おもいに、すべて「神かみはない」という。

      5彼かれの道みちは常つねに栄さかえ、

      あなたのさばきは彼かれを離はなれて高たかく、

      彼かれはそのすべてのあだを口先くちさきで吹ふく。

      6彼かれは心こころの内うちに言いう、「わたしは動うごかされることはなく、

      世々よよわざわいにあうことがない」と。

      7その口くちはのろいと、欺あざむきと、しえたげとに満みち、

      その舌したの下したには害毒がいどくと不正ふせいとがある。

      8彼かれは村里むらざとの隠かくれ場ばにおり、

      忍しのびやかな所ところで罪つみのない者ものを殺ころす。

      その目めは寄よるべなき者ものをうかがい、

      9隠かくれ場ばにひそむししのように、ひそかに待まち伏ぶせする。

      彼かれは貧まずしい者ものを捕とらえようと待まち伏ぶせし、

      貧まずしい者ものを網あみにひきいれて捕とらえる。

      10寄よるべなき者ものは彼かれの力ちからによって

      打うちくじかれ、衰おとろえ、倒たおれる。

      11彼かれは心こころのうちに言いう、「神かみは忘わすれた、

      神かみはその顔かおを隠かくした、

      神かみは絶たえて見みることはなかろう」と。

      12主しゅよ、立たちあがってください。

      神かみよ、み手てをあげてください。

      苦くるしむ者ものを忘わすれないでください。

      13なにゆえ、悪あしき者ものは神かみを侮あなどり、心こころのうちに

      「あなたはとがめることをしない」と言いうのですか。

      14あなたはみそなわし、悩なやみと苦くるしみとを見みて、

      それをみ手てに取とられます。

      寄よるべなき者ものはあなたに身みをゆだねるのです。

      あなたはいつもみなしごを助たすけられました。

      15悪あしき者ものと悪あくを行おこなう者ものの腕うでを折おり、

      その悪あくを一つも残のこさないまでに探さぐり出だしてください。

      16主しゅはとこしえに王おうでいらせられる。

      もろもろの国民くにたみは滅ほろびて

      主しゅの国くにから跡あとを断たつでしょう。

      17主しゅよ、あなたは柔和にゅうわな者ものの願ねがいを聞きき、

      その心こころを強つよくし、耳みみを傾かたむけて、

      18みなしごと、しえたげられる者ものとのために

      さばきを行おこなわれます。

      地ちに属ぞくする人ひとは再ふたたび人ひとを脅おびやかすことはないでしょう。

    

  


  


  
    第十一篇


    
      聖歌せいか隊たいの指揮者しきしゃによってうたわせたダビデの歌うた


      
        1わたしは主しゅに寄より頼たのむ。

        なにゆえ、あなたがたはわたしにむかって言いうのか、

        「鳥とりのように山やまにのがれよ。

        2見みよ、悪あしき者ものは、暗くらやみで、

        心こころの直なおき者ものを射いようと弓ゆみを張はり、

        弦げんに矢やをつがえている。

        3基もといが取とりこわされるならば、

        正ただしい者ものは何なにをなし得えようか」と。

        4主しゅはその聖せいなる宮みやにいまし、主しゅのみくらは天てんにあり、

        その目めは人ひとの子こらをみそなわし、

        そのまぶたは人ひとの子こらを調しらべられる。

        5主しゅは正ただしき者ものをも、悪あしき者ものをも調しらべ、

        そのみ心こころは乱暴らんぼうを好このむ者ものを憎にくまれる。

        6主しゅは悪あしき者ものの上うえに炭火すみびと硫黄いおうとを降ふらせられる。

        燃もえる風かぜは彼かれらがその杯さかずきにうくべきものである。

        7主しゅは正ただしくいまして、

        正ただしい事ことを愛あいされるからである。

        直なおき者ものは主しゅのみ顔かおを仰あおぎ見みるであろう。

      

    

  


  


  
    第十二篇


    
      聖歌せいか隊たいの指揮者しきしゃによってシェミニテにあわせてうたわせたダビデの歌うた


      
        1主しゅよ、お助たすけください。神かみを敬うやまう人ひとは絶たえ、

        忠信ちゅうしんな者ものは人ひとの子こらのなかから消きえうせました。

        2人ひとはみなその隣となり人びとに偽いつわりを語かたり、

        へつらいのくちびると、ふたごころとをもって語かたる。

        3主しゅはすべてのへつらいのくちびると、

        大おおきな事ことを語かたる舌したとを断たたれるように。

        4彼かれらは言いう、「わたしたちは舌したをもって勝かちを得えよう、

        わたしたちのくちびるはわたしたちのものだ、

        だれがわたしたちの主人しゅじんであるか」と。

        5主しゅは言いわれる、「貧まずしい者ものがかすめられ、

        乏とぼしい者ものが嘆なげくゆえに、わたしはいま立たちあがって、

        彼かれらをその慕したい求もとめる安全あんぜんな所ところに置おこう」と。

        6主しゅのことばは清きよき言葉ことばである。

        地ちに設もうけた炉ろで練ねり、七たびきよめた銀ぎんのようである。

        7主しゅよ、われらを保たもち、

        とこしえにこの人々ひとびとから免まぬかれさせてください。

        8卑いやしい事ことが人ひとの子このなかにあがめられている時とき、

        悪あしき者ものはいたる所ところでほしいままに歩あるいています。

      

    

  


  


  
    第十三篇


    
      聖歌せいか隊たいの指揮者しきしゃによってうたわせたダビデの歌うた


      
        1主しゅよ、いつまでなのですか。

        とこしえにわたしをお忘わすれになるのですか。

        いつまで、み顔かおをわたしに隠かくされるのですか。

        2いつまで、わたしは魂たましいに痛いたみを負おい、ひねもす心こころに

        悲かなしみをいだかなければならないのですか。

        いつまで敵てきはわたしの上うえにあがめられるのですか。

        3わが神かみ、主しゅよ、みそなわして、わたしに答こたえ、

        わたしの目めを明あきらかにしてください。

        さもないと、わたしは死しの眠ねむりに陥おちいり、

        4わたしの敵てきは「わたしは敵てきに勝かった」と言いい、

        わたしのあだは、わたしの動うごかされることによって喜よろこぶでしょう。

        5しかしわたしはあなたのいつくしみに信頼しんらいし、

        わたしの心こころはあなたの救すくいを喜よろこびます。

        6主しゅは豊ゆたかにわたしをあしらわれたゆえ、

        わたしは主しゅにむかって歌うたいます。

      

    

  


  


  
    第十四篇


    
      聖歌せいか隊たいの指揮者しきしゃによってうたわせたダビデの歌うた


      
        1愚おろかな者ものは心こころのうちに「神かみはない」と言いう。

        彼かれらは腐くされはて、憎にくむべき事ことをなし、

        善ぜんを行おこなう者ものはない。

        2主しゅは天てんから人ひとの子こらを見みおろして、

        賢かしこい者もの、神かみをたずね求もとめる者ものが

        あるかないかを見みられた。

        3彼かれらはみな迷まよい、みなひとしく腐くされた。

        善ぜんを行おこなう者ものはない、ひとりもない。

        4すべて悪あくを行おこなう者ものは悟さとりがないのか。

        彼かれらは物もの食くうようにわが民たみをくらい、

        また主しゅを呼よぶことをしない。

        5その時とき、彼かれらは大おおいに恐おそれた。

        神かみは正ただしい者もののやからと共ともにおられるからである。

        6あなたがたは貧まずしい者ものの計画けいかくを

        はずかしめようとする。

        しかし主しゅは彼かれの避さけ所どころである。

        7どうか、シオンからイスラエルの救すくいが出でるように。

        主しゅがその民たみの繁栄はんえいを回復かいふくされるとき、

        ヤコブは喜よろこび、イスラエルは楽たのしむであろう。

      

    

  


  


  
    第十五篇


    
      ダビデの歌うた


      
        1主しゅよ、あなたの幕屋まくやにやどるべき者ものはだれですか、

        あなたの聖せいなる山やまに住すむべき者ものはだれですか。

        2直なおく歩あゆみ、義ぎを行おこない、心こころから真実しんじつを語かたる者もの、

        3その舌したをもってそしらず、その友ともに悪あくをなさず、

        隣となり人びとに対たいするそしりを取とりあげず、

        4その目めは神かみに捨すてられた者ものを卑いやしめ、

        主しゅを恐おそれる者ものを尊たっとび、

        誓ちかった事ことは自分じぶんの損害そんがいになっても変かえることなく、

        5利息りそくをとって金銭きんせんを貸かすことなく、まいないを取とって

        罪つみのない者ものの不利ふりをはかることをしない人ひとである。

        これらの事ことを行おこなう者ものは

        とこしえに動うごかされることはない。

      

    

  


  


  
    第十六篇


    
      ダビデのミクタムの歌うた


      
        1神かみよ、わたしをお守まもりください。

        わたしはあなたに寄より頼たのみます。

        2わたしは主しゅに言いう、「あなたはわたしの主しゅ、

        あなたのほかにわたしの幸さいわいはない」と。

        3地ちにある聖徒せいとは、

        すべてわたしの喜よろこぶすぐれた人々ひとびとである。

        4おおよそ、ほかの神かみを選えらぶ者ものは悲かなしみを増ます。

        わたしは彼かれらのささげる血ちの灌祭かんさいを注そそがず、

        その名なを口くちにとなえることをしない。

        5主しゅはわたしの嗣し業ぎょう、またわたしの杯さかずきにうくべきもの。

        あなたはわたしの分わけ前まえを守まもられる。

        6測はかりなわは、わたしのために好このましい所ところに落おちた。

        まことにわたしは良よい嗣し業ぎょうを得えた。

        7わたしにさとしをさずけられる主しゅをほめまつる。

        夜よるはまた、わたしの心こころがわたしを教おしえる。

        8わたしは常つねに主しゅをわたしの前まえに置おく。

        主しゅがわたしの右みぎにいますゆえ、

        わたしは動うごかされることはない。

        9このゆえに、わたしの心こころは楽たのしみ、わたしの魂たましいは喜よろこぶ。

        わたしの身みもまた安やすらかである。

        10あなたはわたしを陰府よみに捨すておかれず、

        あなたの聖者せいじゃに墓はかを見みさせられないからである。

        11あなたはいのちの道みちをわたしに示しめされる。

        あなたの前まえには満みちあふれる喜よろこびがあり、

        あなたの右みぎには、とこしえにもろもろの楽たのしみがある。

      

    

  


  


  
    第十七篇


    
      ダビデの祈いのり


      
        1主しゅよ、正ただしい訴うったえを聞きき、わたしの叫さけびにみ心こころをとめ、

        偽いつわりのないくちびるから出でるわたしの祈いのりに

        耳みみを傾かたむけてください。

        2どうかわたしについての宣告せんこくがみ前まえから出でて、

        あなたの目めが公平こうへいをみられるように。

        3あなたがわたしの心こころをためし、夜よる、わたしに臨のぞみ、

        わたしを試こころみられても、わたしのうちに

        なんの悪わるい思おもいをも見みいだされないでしょう。

        わたしの口くちも罪つみを犯おかしません。

        4人ひとのおこないの事ことをいえば、

        あなたのくちびるの言葉ことばによって、

        わたしは不法ふほうな者ものの道みちを避さけました。

        5わたしの歩あゆみはあなたの道みちに堅かたく立たち、

        わたしの足あしはすべることがなかったのです。

        6神かみよ、わたしはあなたに呼よばわります。

        あなたはわたしに答こたえられます。

        どうか耳みみを傾かたむけて、

        わたしの述のべることをお聞ききください。

        7寄より頼たのむ者ものをそのあだから右みぎの手てで救すくわれる者ものよ、

        あなたのいつくしみを驚おどろくばかりにあらわし、

        8ひとみのようにわたしを守まもり、

        みつばさの陰かげにわたしを隠かくし、

        9わたしをしえたげる悪あしき者ものから、

        わたしを囲かこむ恐おそろしい敵てきから、のがれさせてください。

        10彼かれらはその心こころを閉とじて、あわれむことなく、

        その口くちをもって高たかぶって語かたるのです。

        11彼かれらはわたしを追おいつめ、わたしを囲かこみ、

        わたしを地ちに投なげ倒たおさんと、その目めをそそぎます。

        12彼かれらはかき裂さかんと、いらだつししのごとく、

        隠かくれた所ところにひそみ待まつ子こじしのようです。

        13主しゅよ、立たちあがって、彼かれらに立たちむかい、

        彼かれらを倒たおしてください。

        つるぎをもって悪あしき者ものから

        わたしのいのちをお救すくいください。

        14主しゅよ、み手てをもって人々ひとびとからわたしをお救すくいください。

        すなわち自分じぶんの分わけ前まえをこの世よで受うけ、

        あなたの宝たからをもってその腹はらを満みたされる

        世よの人々ひとびとからわたしをお救すくいください。

        彼かれらは多おおくの子こに飽あき足たり、

        その富とみを幼おさな子ごに残のこすのです。

        15しかしわたしは義ぎにあって、み顔かおを見み、

        目めざめる時とき、みかたちを見みて、満みち足たりるでしょう。

      

    

  


  


  
    第十八篇


    
      聖歌せいか隊たいの指揮者しきしゃによってうたわせた主しゅのしもべダビデの歌うた、すなわち主しゅがもろもろのあだの手てとサウルの手てから救すくい出だされた日ひにダビデはこの歌うたの言葉ことばを主しゅにむかって述のべて言いった


      
        1わが力ちからなる主しゅよ、わたしはあなたを愛あいします。

        2主しゅはわが岩いわ、わが城しろ、わたしを救すくう者もの、

        わが神かみ、わが寄より頼たのむ岩いわ、

        わが盾たて、わが救すくいの角つの、わが高たかきやぐらです。

        3わたしはほめまつるべき主しゅに呼よばわって、

        わたしの敵てきから救すくわれるのです。

        4死しの綱つなは、わたしを取とり巻まき、

        滅ほろびの大水おおみずは、わたしを襲おそいました。

        5陰府よみの綱つなは、わたしを囲かこみ、

        死しのわなは、わたしに立たちむかいました。

        6わたしは悩なやみのうちに主しゅに呼よばわり、

        わが神かみに叫さけび求もとめました。

        主しゅはその宮みやからわたしの声こえを聞きかれ、

        主しゅにさけぶわたしの叫さけびがその耳みみに達たっしました。

        7そのとき地ちは揺ゆれ動うごき、山々やまやまの基もといは震ふるい動うごきました。

        主しゅがお怒いかりになったからです。

        8煙けむりはその鼻はなから立たちのぼり、

        火ひはその口くちから出でて焼やきつくし、

        炭すみはそれによって燃もえあがりました。

        9主しゅは天てんをたれて下くだられ、

        暗くらやみがその足あしの下したにありました。

        10主しゅはケルブに乗のって飛とび、風かぜの翼つばさをもってかけり、

        11やみをおおいとして、自分じぶんのまわりに置おき、

        水みずを含ふくんだ暗くらい濃こき雲くもをその幕屋まくやとされました。

        12そのみ前まえの輝かがやきから濃こき雲くもを破やぶって、

        ひょうと燃もえる炭すみとが降ふってきました。

        13主しゅはまた天てんに雷かみなりをとどろかせ、

        いと高たかき者ものがみ声こえを出だされると、

        ひょうと燃もえる炭すみとが降ふってきました。

        14主しゅは矢やを放はなって彼かれらを散ちらし、

        いなずまをひらめかして彼かれらを打うち敗やぶられました。

        15主しゅよ、そのとき、あなたのとがめと、

        あなたの鼻はなのいぶきとによって、海うみの底そこはあらわれ、

        地ちの基もといがあらわになったのです。

        16主しゅは高たかい所ところからみ手てを伸のべて、わたしを捕とらえ、

        大水おおみずからわたしを引ひきあげ、

        17わたしの強つよい敵てきと、わたしを憎にくむ者ものとから

        わたしを助たすけ出だされました。

        彼かれらはわたしにまさって強つよかったからです。

        18彼かれらはわたしの災わざわいの日ひにわたしを襲おそいました。

        しかし主しゅはわたしのささえとなられました。

        19主しゅはわたしを広ひろい所ところにつれ出だし、

        わたしを喜よろこばれるがゆえに、わたしを助たすけられました。

        20主しゅはわたしの義ぎにしたがってわたしに報むくい、

        わたしの手ての清きよきにしたがって

        わたしに報むくいかえされました。

        21わたしは主しゅの道みちを守まもり、

        悪意あくいをもって、わが神かみを離はなれたことがなかったのです、

        22そのすべてのおきてはわたしの前まえにあって、

        わたしはその定さだめを捨すてたことがなかったのです。

        23わたしは主しゅの前まえに欠かけたところがなく、

        自分じぶんを守まもって罪つみを犯おかしませんでした。

        24このゆえに主しゅはわたしの義ぎにしたがい、

        その目めの前まえにわたしの手ての清きよきにしたがって

        わたしに報むくいられました。

        25あなたはいつくしみある者ものには、

        いつくしみある者ものとなり、

        欠かけたところのない者ものには、

        欠かけたところのない者ものとなり、

        26清きよい者ものには、清きよい者ものとなり、

        ひがんだ者ものには、ひがんだ者ものとなられます。

        27あなたは苦くるしんでいる民たみを救すくわれますが、

        高たかぶる目めをひくくされるのです。

        28あなたはわたしのともしびをともし、

        わが神かみ、主しゅはわたしのやみを照てらされます。

        29まことに、わたしはあなたによって敵てき軍ぐんを打うち破やぶり、

        わが神かみによって城壁じょうへきをとび越こえることができます。

        30この神かみこそ、その道みちは完全かんぜんであり、

        主しゅの言葉ことばは真実しんじつです。

        主しゅはすべて寄より頼たのむ者ものの盾たてです。

        31主しゅのほかに、だれが神かみでしょうか。

        われらの神かみのほかに、だれが岩いわでしょうか。

        32神かみはわたしに力ちからを帯おびさせ、

        わたしの道みちを安全あんぜんにされました。

        33神かみはわたしの足あしをめじかの足あしのようにされ、

        わたしを高たかい所ところに安全あんぜんに立たたせ、

        34わたしの手てを戦たたかいに慣ならされたので、

        わたしの腕うでは青銅せいどうの弓ゆみをもひくことができます。

        35あなたはその救すくいの盾たてをわたしに与あたえ、

        あなたの右みぎの手てはわたしをささえ、

        あなたの助たすけはわたしを大おおいなる者ものとされました。

        36あなたがわたしの歩あゆむ所ところを広ひろくされたので、

        わたしの足あしはすべらなかったのです。

        37わたしは敵てきを追おって、これに追おいつき、

        これを滅ほろぼしつくすまでは帰かえらなかったのです。

        38わたしが彼かれらを突つき通とおしたので、

        彼かれらは立たちあがることができず、

        わたしの足あしもとに倒たおれました。

        39あなたは戦たたかいのためにわたしに力ちからを帯おびさせ、

        わたしに立たち向むかう者ものらをわたしのもとに、

        かがませられました。

        40あなたは敵てきにその後うしろをわたしに向むけさせられたので、

        わたしは自分じぶんを憎にくむ者ものを滅ほろぼしました。

        41彼かれらは助たすけを叫さけび求もとめたが、救すくう者ものはなく、

        主しゅにむかって叫さけんだけれども、

        彼かれらに答こたえられなかったのです。

        42わたしは彼かれらを風かぜの前まえのちりのように細こまかに砕くだき、

        ちまたの泥どろのように打うち捨すてました。

        43あなたは民たみの争あらそいからわたしを救すくい、

        わたしをもろもろの国民くにたみのかしらとされました。

        わたしの知しらなかった民たみがわたしに仕つかえました。

        44彼かれらはわたしの事ことを聞きくと、ただちにわたしに従したがい、

        異邦いほうの人々ひとびとはきて、わたしにへつらいました。

        45異邦いほうの人々ひとびとは打うちしおれて、

        その城しろから震ふるえながら出でてきました。

        46主しゅは生いきておられます。わが岩いわはほむべきかな。

        わが救すくいの神かみはあがむべきかな。

        47神かみはわたしにあだを報むくいさせ、

        もろもろの民たみをわたしのもとに従したがわせ、

        48わたしの敵てきからわたしを救すくい出だされました。

        まことに、あなたはわたしに逆さからって

        起おこりたつ者ものの上うえにわたしをあげ、

        不法ふほうの人ひとからわたしを救すくい出だされました。

        49このゆえに主しゅよ、

        わたしはもろもろの国民くにたみのなかであなたをたたえ、

        あなたのみ名なをほめ歌うたいます。

        50主しゅはその王おうに大おおいなる勝利しょうりを与あたえ、

        その油あぶらそそがれた者ものに、ダビデとその子孫しそんとに、

        とこしえにいつくしみを加くわえられるでしょう。

      

    

  


  


  
    第十九篇


    
      聖歌せいか隊たいの指揮者しきしゃによってうたわせたダビデの歌うた


      
        1もろもろの天てんは神かみの栄光えいこうをあらわし、

        大空おおぞらはみ手てのわざをしめす。

        2この日ひは言葉ことばをかの日ひにつたえ、

        この夜よは知識ちしきをかの夜よにつげる。

        3話はなすことなく、語かたることなく、

        その声こえも聞きこえないのに、

        4その響ひびきは全ぜん地ちにあまねく、

        その言葉ことばは世界せかいのはてにまで及およぶ。

        神かみは日ひのために幕屋まくやを天てんに設もうけられた。

        5日ひは花婿はなむこがその祝いわいのへやから出でてくるように、

        また勇士ゆうしが競きそい走はしるように、その道みちを喜よろこび走はしる。

        6それは天てんのはてからのぼって、

        天てんのはてにまで、めぐって行いく。

        その暖あたたまりをこうむらないものはない。

        7主しゅのおきては完全かんぜんであって、魂たましいを生いきかえらせ、

        主しゅのあかしは確たしかであって、無学むがくな者ものを賢かしこくする。

        8主しゅのさとしは正ただしくて、心こころを喜よろこばせ、

        主しゅの戒いましめはまじりなくて、眼まなこを明あきらかにする。

        9主しゅを恐おそれる道みちは清きよらかで、

        とこしえに絶たえることがなく、

        主しゅのさばきは真実しんじつであって、ことごとく正ただしい。

        10これらは金きんよりも、多おおくの純金じゅんきんよりも慕したわしく、

        また蜜みつよりも、蜂はちの巣すのしたたりよりも甘あまい。

        11あなたのしもべは、これらによって戒いましめをうける。

        これらを守まもれば、大おおいなる報むくいがある。

        12だれが自分じぶんのあやまちを知しることができましようか。

        どうか、わたしを隠かくれたとがから解とき放はなってください。

        13また、あなたのしもべを引ひきとめて、

        故意こいの罪つみを犯おかさせず、

        これに支配しはいされることのないようにしてください。

        そうすれば、わたしはあやまちのない者ものとなって、

        大おおいなるとがを免まぬかれることができるでしょう。

        14わが岩いわ、わがあがないぬしなる主しゅよ、

        どうか、わたしの口くちの言葉ことばと、心こころの思おもいが

        あなたの前まえに喜よろこばれますように。

      

    

  


  


  
    第二十篇


    
      聖歌せいか隊たいの指揮者しきしゃによってうたわせたダビデの歌うた


      
        1主しゅが悩なやみの日ひにあなたに答こたえ、

        ヤコブの神かみのみ名ながあなたを守まもられるように。

        2主しゅが聖所せいじょから助たすけをあなたにおくり、

        シオンからあなたをささえ、

        3あなたのもろもろの供そなえ物ものをみ心こころにとめ、

        あなたの燔祭はんさいをうけられるように。〔セラ

        4主しゅがあなたの心こころの願ねがいをゆるし、

        あなたのはかりごとを

        ことごとく遂とげさせられるように。

        5われらがあなたの勝利しょうりを喜よろこびうたい、

        われらの神かみのみ名なによって旗はたを揚あげるように。

        主しゅがあなたの求もとめをすべて遂とげさせられるように。

        6今いまわたしは知しる、

        主しゅはその油あぶらそそがれた者ものを助たすけられることを。

        主しゅはその右みぎの手てによる大おおいなる勝利しょうりをもって

        その聖せいなる天てんから彼かれに答こたえられるであろう。

        7ある者ものは戦車せんしゃを誇ほこり、ある者ものは馬うまを誇ほこる。

        しかしわれらは、われらの神かみ、

        主しゅのみ名なを誇ほこる。

        8彼かれらはかがみ、また倒たおれる。

        しかしわれらは起おきて、まっすぐに立たつ。

        9主しゅよ、王おうに勝利しょうりをおさずけください。

        われらが呼よばわる時とき、われらにお答こたえください。

      

    

  


  


  
    第二十一篇


    
      聖歌せいか隊たいの指揮者しきしゃによってうたわせたダビデの歌うた


      
        1主しゅよ、王おうはあなたの力ちからによって喜よろこび、

        あなたの助たすけによって、

        いかに大おおきな喜よろこびをもつことでしょう。

        2あなたは彼かれの心こころの願ねがいをゆるし、

        そのくちびるの求もとめをいなまれなかった。〔セラ

        3あなたは大おおいなる恵めぐみをもって彼かれを迎むかえ、

        そのかしらに純金じゅんきんの冠かんむりをいただかせられる。

        4彼かれがいのちを求もとめると、あなたはそれを彼かれにさずけ、

        世々よよ限かぎりなくそのよわいを長ながくされた。

        5あなたの助たすけによって彼かれの栄光えいこうは大おおきい。

        あなたは誉ほまれと威厳いげんとを彼かれに与あたえられる。

        6まことに、あなたは彼かれをとこしえに恵めぐまれた者ものとし、

        み前まえに喜よろこびをもって楽たのしませられる。

        7王おうは主しゅに信頼しんらいするゆえ、

        いと高たかき者もののいつくしみをこうむって、

        動うごかされることはない。

        8あなたの手てはもろもろの敵てきを尋たずね出だし、

        あなたの右みぎの手てはあなたを憎にくむ者ものを

        尋たずね出だすであろう。

        9あなたが怒いかる時とき、

        彼かれらを燃もえる炉ろのようにするであろう。

        主しゅはみ怒いかりによって彼かれらをのみつくされる。

        火ひは彼かれらを食くいつくすであろう。

        10あなたは彼かれらのすえを地ちから断たち、

        彼かれらの種たねを人ひとの子こらの中なかから滅ほろぼすであろう。

        11たとい彼かれらがあなたにむかって悪わるい事ことを企くわだて、

        悪わるいはかりごとを思おもいめぐらしても、

        なし遂とげることはできない。

        12あなたは彼かれらを逃にげ走はしらせ、

        あなたの弓弦ゆみづるを張はって、彼かれらの顔かおをねらうであろう。

        13主しゅよ、力ちからをあらわして、みずからを高たかくしてください。

        われらはあなたの大能たいのうをうたい、

        かつほめたたえるでしょう。

      

    

  


  


  
    第二十二篇


    
      聖歌せいか隊たいの指揮者しきしゃによってあけぼののめじかのしらべにあわせてうたわせたダビデの歌うた


      
        1わが神かみ、わが神かみ、

        なにゆえわたしを捨すてられるのですか。

        なにゆえ遠とおく離はなれてわたしを助たすけず、

        わたしの嘆なげきの言葉ことばを聞きかれないのですか。

        2わが神かみよ、わたしが昼ひるよばわっても、

        あなたは答こたえられず、

        夜よるよばわっても平安へいあんを得えません。

        3しかしイスラエルのさんびの上うえに座ざしておられる

        あなたは聖せいなるおかたです。

        4われらの先祖せんぞたちはあなたに信頼しんらいしました。

        彼かれらが信頼しんらいしたので、あなたは彼かれらを助たすけられました。

        5彼かれらはあなたに呼よばわって救すくわれ、

        あなたに信頼しんらいして恥はじをうけなかったのです。

        6しかし、わたしは虫むしであって、人ひとではない。

        人ひとにそしられ、民たみに侮あなどられる。

        7すべてわたしを見みる者ものは、わたしをあざ笑あざわらい、

        くちびるを突つき出だし、かしらを振ふり動うごかして言いう、

        8「彼かれは主しゅに身みをゆだねた、主しゅに彼かれを助たすけさせよ。

        主しゅは彼かれを喜よろこばれるゆえ、主しゅに彼かれを救すくわせよ」と。

        9しかし、あなたはわたしを生うまれさせ、

        母ははのふところにわたしを安やすらかに守まもられた方かたです。

        10わたしは生うまれた時ときから、あなたにゆだねられました。

        母ははの胎たいを出でてからこのかた、

        あなたはわたしの神かみでいらせられました。

        11わたしを遠とおく離はなれないでください。

        悩なやみが近ちかづき、助たすける者ものがないのです。

        12多おおくの雄牛おうしはわたしを取とり巻まき、

        バシャンの強つよい雄牛おうしはわたしを囲かこみ、

        13かき裂さき、ほえたけるししのように、

        わたしにむかって口くちを開ひらく。

        14わたしは水みずのように注そそぎ出だされ、

        わたしの骨ほねはことごとくはずれ、

        わたしの心臓しんぞうは、ろうのように、胸むねのうちで溶とけた。

        15わたしの力ちからは陶器とうきの破片はへんのようにかわき、

        わたしの舌したはあごにつく。

        あなたはわたしを死しのちりに伏ふさせられる。

        16まことに、犬いぬはわたしをめぐり、

        悪あくを行おこなう者ものの群むれがわたしを囲かこんで、

        わたしの手てと足あしを刺さし貫つらぬいた。

        17わたしは自分じぶんの骨ほねをことごとく数かぞえることができる。

        彼かれらは目めをとめて、わたしを見みる。

        18彼かれらは互たがいにわたしの衣服いふくを分わけ、

        わたしの着物きものをくじ引びきにする。

        19しかし主しゅよ、遠とおく離はなれないでください。

        わが力ちからよ、速はやく来きてわたしをお助たすけください。

        20わたしの魂たましいをつるぎから、

        わたしのいのちを犬いぬの力ちからから助たすけ出だしてください。

        21わたしをししの口くちから、

        苦くるしむわが魂たましいを野牛のうしの角つのから救すくい出だしてください。

        22わたしはあなたのみ名なを兄弟きょうだいたちに告つげ、

        会衆かいしゅうの中なかであなたをほめたたえるでしょう。

        23主しゅを恐おそれる者ものよ、主しゅをほめたたえよ。

        ヤコブのもろもろのすえよ、主しゅをあがめよ。

        イスラエルのもろもろのすえよ、主しゅをおじおそれよ。

        24主しゅが苦くるしむ者ものの苦くるしみをかろんじ、いとわれず、

        またこれにみ顔かおを隠かくすことなく、

        その叫さけぶときに聞きかれたからである。

        25大おおいなる会衆かいしゅうの中なかで、

        わたしのさんびはあなたから出でるのです。

        わたしは主しゅを恐おそれる者ものの前まえで、

        わたしの誓ちかいを果はたします。

        26貧まずしい者ものは食たべて飽あくことができ、

        主しゅを尋たずね求もとめる者ものは主しゅをほめたたえるでしょう。

        どうか、あなたがたの心こころがとこしえに生いきるように。

        27地ちのはての者ものはみな思おもい出だして、主しゅに帰かえり、

        もろもろの国くにのやからはみな、

        み前まえに伏ふし拝おがむでしょう。

        28国くには主しゅのものであって、

        主しゅはもろもろの国民くにたみを統すべ治おさめられます。

        29地ちの誇ほこり高たかぶる者ものはみな主しゅを拝おがみ、

        ちりに下くだる者ものも、

        おのれを生いきながらえさせえない者ものも、

        みなそのみ前まえにひざまずくでしょう。

        30子々孫々ししそんそん、主しゅに仕つかえ、

        人々ひとびとは主しゅのことをきたるべき代よまで語かたり伝つたえ、

        31主しゅがなされたその救すくいを

        後のちに生うまれる民たみにのべ伝つたえるでしょう。

      

    

  


  


  
    第二十三篇


    
      ダビデの歌うた


      
        1主しゅはわたしの牧者ぼくしゃであって、

        わたしには乏とぼしいことがない。

        2主しゅはわたしを緑みどりの牧場まきばに伏ふさせ、

        いこいのみぎわに伴ともなわれる。

        3主しゅはわたしの魂たましいをいきかえらせ、

        み名なのためにわたしを正ただしい道みちに導みちびかれる。

        4たといわたしは死しの陰かげの谷たにを歩あゆむとも、

        わざわいを恐おそれません。

        あなたがわたしと共ともにおられるからです。

        あなたのむちと、あなたのつえはわたしを慰なぐさめます。

        5あなたはわたしの敵てきの前まえで、わたしの前まえに宴えんを設もうけ、

        わたしのこうべに油あぶらをそそがれる。

        わたしの杯さかずきはあふれます。

        6わたしの生いきているかぎりは

        必かならず恵めぐみといつくしみとが伴ともなうでしょう。

        わたしはとこしえに主しゅの宮みやに住すむでしょう。

      

    

  


  


  
    第二十四篇


    
      ダビデの歌うた


      
        1地ちと、それに満みちるもの、

        世界せかいと、そのなかに住すむ者ものとは主しゅのものである。

        2主しゅはその基もといを大海たいかいのうえにすえ、

        大川おおかわのうえに定さだめられた。

        3主しゅの山やまに登のぼるべき者ものはだれか。

        その聖所せいじょに立たつべき者ものはだれか。

        4手てが清きよく、心こころのいさぎよい者もの、

        その魂たましいがむなしい事ことに望のぞみをかけない者もの、

        偽いつわって誓ちかわない者ものこそ、その人ひとである。

        5このような人ひとは主しゅから祝福しゅくふくをうけ、

        その救すくいの神かみから義ぎをうける。

        6これこそ主しゅを慕したう者もののやから、

        ヤコブの神かみの、み顔かおを求もとめる者もののやからである。〔セラ

        7門もんよ、こうべをあげよ。とこしえの戸とよ、あがれ。

        栄光えいこうの王おうがはいられる。

        8栄光えいこうの王おうとはだれか。

        強つよく勇いさましい主しゅ、戦たたかいに勇いさましい主しゅである。

        9門もんよ、こうべをあげよ。とこしえの戸とよ、あがれ。

        栄光えいこうの王おうがはいられる。

        10この栄光えいこうの王おうとはだれか。万軍ばんぐんの主しゅ、これこそ栄光えいこうの王おうである。〔セラ

      

    

  


  


  
    第二十五篇


    
      ダビデの歌うた


      
        1主しゅよ、わが魂たましいはあなたを仰あおぎ望のぞみます。

        2わが神かみよ、わたしはあなたに信頼しんらいします。

        どうか、わたしをはずかしめず、

        わたしの敵てきを勝かち誇ほこらせないでください。

        3すべてあなたを待まち望のぞむ者ものをはずかしめず、

        みだりに信義しんぎにそむく者ものをはずかしめてください。

        4主しゅよ、あなたの大路おおじをわたしに知しらせ、

        あなたの道みちをわたしに教おしえてください。

        5あなたのまことをもって、わたしを導みちびき、

        わたしを教おしえてください。

        あなたはわが救すくいの神かみです。

        わたしはひねもすあなたを待まち望のぞみます。

        6主しゅよ、あなたのあわれみと、いつくしみとを

        思おもい出だしてください。

        これはいにしえから絶たえることがなかったのです。

        7わたしの若わかき時ときの罪つみと、とがとを

        思おもい出ださないでください。

        主しゅよ、あなたの恵めぐみのゆえに、

        あなたのいつくしみにしたがって、

        わたしを思おもい出だしてください。

        8主しゅは恵めぐみふかく、かつ正ただしくいらせられる。

        それゆえ、主しゅは道みちを罪つみびとに教おしえ、

        9へりくだる者ものを公義こうぎに導みちびき、

        へりくだる者ものにその道みちを教おしえられる。

        10主しゅのすべての道みちはその契約けいやくとあかしとを守まもる者ものには

        いつくしみであり、まことである。

        11主しゅよ、み名なのために、わたしの罪つみをおゆるしください。

        わたしの罪つみは大おおきいのです。

        12主しゅを恐おそれる人ひとはだれか。

        主しゅはその選えらぶべき道みちをその人ひとに教おしえられる。

        13彼かれはみずからさいわいに住すまい、

        そのすえは地ちを継つぐであろう。

        14主しゅの親したしみは主しゅをおそれる者もののためにあり、

        主しゅはその契約けいやくを彼かれらに知しらせられる。

        15わたしの目めは常つねに主しゅに向むかっている。

        主しゅはわたしの足あしを網あみから取とり出だされるからである。

        16わたしをかえりみ、わたしをあわれんでください。

        わたしはひとりわびしく苦くるしんでいるのです。

        17わたしの心こころの悩なやみをゆるめ、

        わたしを苦くるしみから引ひき出だしてください。

        18わたしの苦くるしみ悩なやみをかえりみ、

        わたしのすべての罪つみをおゆるしください。

        19わたしの敵てきがいかに多おおく、

        かつ激はげしい憎にくしみをもって

        わたしを憎にくんでいるかをごらんください。

        20わたしの魂たましいを守まもり、わたしをお助たすけください。

        わたしをはずかしめないでください。

        わたしはあなたに寄より頼たよんでいます。

        21どうか、誠実せいじつと潔白けっぱくとが、

        わたしを守まもってくれるように。

        わたしはあなたを待まち望のぞんでいます。

        22神かみよ、イスラエルをあがない、

        すべての悩なやみから救すくいだしてください。

      

    

  


  


  
    第二十六篇


    
      ダビデの歌うた


      
        1主しゅよ、わたしをさばいてください。

        わたしは誠実せいじつに歩あゆみ、

        迷まようことなく主しゅに信頼しんらいしています。

        2主しゅよ、わたしをためし、わたしを試こころみ、

        わたしの心こころと思おもいとを練ねりきよめてください。

        3あなたのいつくしみはわたしの目めの前まえにあり、

        わたしはあなたのまことによって歩あゆみました。

        4わたしは偽いつわる人々ひとびとと共ともにすわらず、

        偽善者ぎぜんしゃと交まじわらず、

        5悪あくを行おこなう者もののつどいを憎にくみ、

        悪あしき者ものと共ともにすわることをしません。

        6主しゅよ、わたしは手てを洗あらって、罪つみのないことを示しめし、

        あなたの祭壇さいだんをめぐって、

        7感謝かんしゃの歌うたを声こえ高たかくうたい、

        あなたのくすしきみわざをことごとくのべ伝つたえます。

        8主しゅよ、わたしはあなたの住すまわれる家いえと、

        あなたの栄光えいこうのとどまる所ところとを愛あいします。

        9どうか、わたしを罪つみびとと共ともに、

        わたしのいのちを、血ちを流ながす人々ひとびとと共ともに、

        取とり去さらないでください。

        10彼かれらの手てには悪わるい企くわだてがあり、

        彼かれらの右みぎの手ては、まいないで満みちています。

        11しかしわたしは誠実せいじつに歩あゆみます。

        わたしをあがない、わたしをあわれんでください。

        12わたしの足あしは平たいらかな所ところに立たっています。

        わたしは会衆かいしゅうのなかで主しゅをたたえましょう。

      

    

  


  


  
    第二十七篇


    
      ダビデの歌うた


      
        1主しゅはわたしの光ひかり、わたしの救すくいだ、

        わたしはだれを恐おそれよう。

        主しゅはわたしの命いのちのとりでだ。

        わたしはだれをおじ恐おそれよう。

        2わたしのあだ、わたしの敵てきである悪あくを行おこなう者ものどもが、

        襲おそってきて、わたしをそしり、わたしを攻せめるとき、

        彼かれらはつまずき倒たおれるであろう。

        3たとい軍勢ぐんぜいが陣営じんえいを張はって、わたしを攻せめても、

        わたしの心こころは恐おそれない。

        たといいくさが起たって、わたしを攻せめても、

        なおわたしはみずから頼たのむところがある。

        4わたしは一つの事ことを主しゅに願ねがった、

        わたしはそれを求もとめる。

        わたしの生いきるかぎり、主しゅの家いえに住すんで、

        主しゅのうるわしきを見み、その宮みやで尋たずねきわめることを。

        5それは主しゅが悩なやみの日ひに、

        その仮屋かりやのうちにわたしを潜ひそませ、

        その幕屋まくやの奥おくにわたしを隠かくし、

        岩いわの上うえにわたしを高たかく置おかれるからである。

        6今いまわたしのこうべはわたしをめぐる敵てきの上うえに

        高たかくあげられる。

        それゆえ、わたしは主しゅの幕屋まくやで

        喜よろこびの声こえをあげて、いけにえをささげ、

        歌うたって、主しゅをほめたたえるであろう。

        7主しゅよ、わたしが声こえをあげて呼よばわるとき、

        聞きいて、わたしをあわれみ、わたしに答こたえてください。

        8あなたは仰おおせられました、

        「わが顔かおをたずね求もとめよ」と。

        あなたにむかって、わたしの心こころは言いいます、

        「主しゅよ、わたしはみ顔かおをたずね求もとめます」と。

        9み顔かおをわたしに隠かくさないでください。

        怒いかってあなたのしもべを退しりぞけないでください。

        あなたはわたしの助たすけです。

        わが救すくいの神かみよ、わたしを追おい出だし、

        わたしを捨すてないでください。

        10たとい父母ふぼがわたしを捨すてても、

        主しゅがわたしを迎むかえられるでしょう。

        11主しゅよ、あなたの道みちをわたしに教おしえ、

        わたしのあだのゆえに、

        わたしを平たいらかな道みちに導みちびいてください。

        12わたしのあだの望のぞむがままに、

        わたしを引ひき渡わたさないでください。

        偽いつわりのあかしをする者ものがわたしに逆さからって起おこり、

        暴言ぼうげんを吐はくからです。

        13わたしは信しんじます、

        生いける者ものの地ちでわたしは主しゅの恵めぐみを見みることを。

        14主しゅを待まち望のぞめ、強つよく、かつ雄々おおしくあれ。

        主しゅを待まち望のぞめ。

      

    

  


  


  
    第二十八篇


    
      ダビデの歌うた


      
        1主しゅよ、わたしはあなたにむかって呼よばわります。

        わが岩いわよ、わたしにむかって

        耳みみしいとならないでください。

        もしあなたが黙だまっておられるならば、おそらく、

        わたしは墓はかに下くだる者ものと等ひとしくなるでしょう。

        2わたしがあなたにむかって助たすけを求もとめ、

        あなたの至聖所しせいじょにむかって手てをあげるとき、

        わたしの願ねがいの声こえを聞きいてください。

        3悪あしき者ものおよび悪あくを行おこなう者ものらと共ともに

        わたしを引ひき行ゆかないでください。

        彼かれらはその隣となり人びととむつまじく語かたるけれども、

        その心こころには害悪がいあくをいだく者ものです。

        4どうぞ、そのわざにしたがい、

        その悪あしき行おこないにしたがって彼かれらに報むくい、

        その手てのわざにしたがって彼かれらに報むくい、

        その受うくべき罰ばつを彼かれらに与あたえてください。

        5彼かれらは主しゅのもろもろのみわざと、

        み手てのわざとを顧かえりみないゆえに、

        主しゅは彼かれらを倒たおして、再ふたたび建たてられることはない。

        6主しゅはほむべきかな。

        主しゅはわたしの願ねがいの声こえを聞きかれた。

        7主しゅはわが力ちから、わが盾たて。

        わたしの心こころは主しゅに寄より頼たのむ。

        わたしは助たすけを得えたので、わたしの心こころは大おおいに喜よろこび、

        歌うたをもって主しゅをほめたたえる。

        8主しゅはその民たみの力ちから、

        その油あぶらそそがれた者ものの救すくいのとりでである。

        9どうぞ、あなたの民たみを救すくい、あなたの嗣し業ぎょうを恵めぐみ、

        彼かれらの牧者ぼくしゃとなって、とこしえに彼かれらをいだき導みちびいてください。

      

    

  


  


  
    第二十九篇


    
      ダビデの歌うた


      
        1神かみの子こらよ、主しゅに帰きせよ、

        栄光えいこうと力ちからとを主しゅに帰きせよ。

        2み名なの栄光えいこうを主しゅに帰きせよ、

        聖せいなる装よそおいをもって主しゅを拝おがめ。

        3主しゅのみ声こえは水みずの上うえにあり、

        栄光えいこうの神かみは雷かみなりをとどろかせ、

        主しゅは大だい水みずの上うえにおられる。

        4主しゅのみ声こえは力ちからがあり、

        主しゅのみ声こえは威厳いげんがある。

        5主しゅのみ声こえは香柏こうはくを折おり砕くだき、

        主しゅはレバノンの香柏こうはくを折おり砕くだかれる。

        6主しゅはレバノンを子こ牛うしのように踊おどらせ、

        シリオンを若わかい野牛のうしのように踊おどらされる。

        7主しゅのみ声こえは炎ほのおをひらめかす。

        8主しゅのみ声こえは荒野あらのを震ふるわせ、

        主しゅはカデシの荒野あらのを震ふるわされる。

        9主しゅのみ声こえはかしの木きを巻まきあげ、また林はやしを裸はだかにする。

        その宮みやで、すべてのものは呼よばわって言いう、

        「栄光えいこう」と。

        10主しゅは洪水みずの上うえに座ざし、

        主しゅはみくらに座ざして、とこしえに王おうであらせられる。

        11主しゅはその民たみに力ちからを与あたえ、

        平安へいあんをもってその民たみを祝福しゅくふくされるであろう。

      

    

  


  


  
    第三十篇


    
      宮みやをささげるときにうたったダビデの歌うた


      
        1主しゅよ、わたしはあなたをあがめます。

        あなたはわたしを引ひきあげ、

        敵てきがわたしの事ことによって喜よろこぶのを、

        ゆるされなかったからです。

        2わが神かみ、主しゅよ、

        わたしがあなたにむかって助たすけを叫さけび求もとめると、

        あなたはわたしをいやしてくださいました。

        3主しゅよ、あなたはわたしの魂たましいを陰府よみからひきあげ、

        墓はかに下くだる者もののうちから、

        わたしを生いき返かえらせてくださいました。

        4主しゅの聖徒せいとよ、主しゅをほめうたい、

        その聖せいなるみ名なに感謝かんしゃせよ。

        5その怒いかりはただつかのまで、

        その恵めぐみはいのちのかぎり長ながいからである。

        夜よるはよもすがら泣なきかなしんでも、

        朝あさと共ともに喜よろこびが来くる。

        6わたしは安やすらかな時ときに言いった、

        「わたしは決けっして動うごかされることはない」と。

        7主しゅよ、あなた恵めぐみをもって、

        わたしをゆるがない山やまのように堅かたくされました。

        あなたがみ顔かおをかくされたので、

        わたしはおじ惑まどいました。

        8主しゅよ、わたしはあなたに呼よばわりました。

        ひたすら主しゅに請こい願ねがいました、

        9「わたしが墓はかに下くだるならば、

        わたしの死しになんの益えきがあるでしょうか。

        ちりはあなたをほめたたえるでしょうか。

        あなたのまことをのべ伝つたえるでしょうか。

        10主しゅよ、聞きいてください、わたしをあわれんでください。

        主しゅよ、わたしの助たすけとなってください」と。

        11あなたはわたしのために、嘆なげきを踊おどりにかえ、

        荒布あらぬのを解とき、喜よろこびをわたしの帯おびとされました。

        12これはわたしの魂たましいがあなたをほめたたえて、

        口くちをつぐむことのないためです。

        わが神かみ、主しゅよ、

        わたしはとこしえにあなたに感謝かんしゃします。

      

    

  


  


  
    第三十一篇


    
      聖歌せいか隊たいの指揮者しきしゃによってうたわせたダビデの歌うた


      
        1主しゅよ、わたしはあなたに寄より頼たのみます。

        とこしえにわたしをはずかしめず、

        あなたの義ぎをもってわたしをお助たすけください。

        2あなたの耳みみをわたしに傾かたむけて、

        すみやかにわたしをお救すくいください。

        わたしのためにのがれの岩いわとなり、

        わたしを救すくう堅固けんごな城しろとなってください。

        3まことに、あなたはわたしの岩いわ、わたしの城しろです。

        み名なのためにわたしを引ひき、わたしを導みちびき、

        4わたしのためにひそかに設もうけた網あみから

        わたしを取とり出だしてください。

        あなたはわたしの避さけ所どころです。

        5わたしは、わが魂たましいをみ手てにゆだねます。

        主しゅ、まことの神かみよ、

        あなたはわたしをあがなわれました。

        6あなたはむなしい偶像ぐうぞうに心こころを寄よせる者ものを憎にくまれます。

        しかしわたしは主しゅに信頼しんらいし、

        7あなたのいつくしみを喜よろこび楽たのしみます。

        あなたがわたしの苦くるしみをかえりみ、

        わたしの悩なやみにみこころをとめ、

        8わたしを敵てきの手てにわたさず、

        わたしの足あしを広ひろい所ところに立たたせられたからです。

        9主しゅよ、わたしをあわれんでください。

        わたしは悩なやみ苦くるしんでいます。

        わたしの目めは憂うれいによって衰おとろえ、

        わたしの魂たましいも、からだもまた衰おとろえました。

        10わたしのいのちは悲かなしみによって消きえゆき、

        わたしの年としは嘆なげきによって消きえさり、

        わたしの力ちからは苦くるしみによって尽つき、

        わたしの骨ほねは枯かれはてました。

        11わたしはすべてのあだにそしられる者ものとなり、

        隣となり人びとには恐おそれられ、

        知しり人ひとには恐おそるべき者ものとなり、

        ちまたでわたしを見みる者ものは避さけて逃にげます。

        12わたしは死しんだ者もののように人ひとの心こころに忘わすれられ、

        破やぶれた器うつわのようになりました。

        13まことに、わたしは多おおくの人ひとのささやくのを聞ききます、

        「至いたる所ところに恐おそるべきことがある」と。

        彼かれらはわたしに逆さからってともに計はかり、

        わたしのいのちを取とろうと、たくらむのです。

        14しかし、主しゅよ、わたしはあなたに信頼しんらいして、言いいます、

        「あなたはわたしの神かみである」と。

        15わたしの時ときはあなたのみ手てにあります。

        わたしをわたしの敵てきの手てと、

        わたしを責せめ立たてる者ものから救すくい出だしてください。

        16み顔かおをしもべの上うえに輝かがやかせ、

        いつくしみをもってわたしをお救すくいください。

        17主しゅよ、わたしはあなたに呼よばわります、

        わたしをはずかしめないでください。

        悪あしき者ものに恥はじをうけさせ、

        彼かれらに声こえをあげさせずに陰府よみに行いかせてください。

        18高たかぶりと侮あなどりとをもって正ただしい者ものをみだりにそしる

        偽いつわりのくちびるをつぐませてください。

        19あなたを恐おそれる者もののためにたくわえ、

        あなたに寄より頼たのむ者もののために

        人ひとの子こらの前まえに施ほどこされたあなたの恵めぐみは

        いかに大おおいなるものでしょう。

        20あなたは彼かれらをみ前まえのひそかな所ところに隠かくして

        人々ひとびとのはかりごとを免まぬかれさせ、

        また仮屋かりやのうちに潜ひそませて

        舌したの争あらそいを避さけさせられます。

        21主しゅはほむべきかな、

        包囲ほういされた町まちのようにわたしが囲かこまれたとき、

        主しゅは驚おどろくばかりに、いつくしみをわたしに示しめされた。

        22わたしは驚おどろきあわてて言いった、

        「わたしはあなたの目めの前まえから断たたれた」と。

        しかしわたしがあなたに助たすけを呼よび求もとめたとき、

        わたしの願ねがいを聞ききいれられた。

        23すべての聖徒せいとよ、主しゅを愛あいせよ。

        主しゅは真実しんじつな者ものを守まもられるが、

        おごりふるまう者ものにはしたたかに報むくいられる。

        24すべて主しゅを待まち望のぞむ者ものよ、

        強つよくあれ、心こころを雄々おおしくせよ。

      

    

  


  


  
    第三十二篇


    
      ダビデのマスキールの歌うた


      
        1そのとががゆるされ、

        その罪つみがおおい消けされる者ものはさいわいである。

        2主しゅによって不義ふぎを負おわされず、

        その霊れいに偽いつわりのない人ひとはさいわいである。

        3わたしが自分じぶんの罪つみを言いいあらわさなかった時ときは、

        ひねもす苦くるしみうめいたので、

        わたしの骨ほねはふるび衰おとろえた。

        4あなたのみ手てが昼ひるも夜よるも、

        わたしの上うえに重おもかったからである。

        わたしの力ちからは、夏なつのひでりによってかれるように、

        かれ果はてた。〔セラ

        5わたしは自分じぶんの罪つみをあなたに知しらせ、

        自分じぶんの不義ふぎを隠かくさなかった。

        わたしは言いった、

        「わたしのとがを主しゅに告白こくはくしよう」と。

        その時ときあなたはわたしの犯おかした罪つみをゆるされた。〔セラ

        6このゆえに、すべて神かみを敬うやまう者ものはあなたに祈いのる。

        大水おおみずの押おし寄よせる悩なやみの時ときにも

        その身みに及およぶことはない。

        7あなたはわたしの隠かくれ場ばであって、

        わたしを守まもって悩なやみを免まぬかれさせ、

        救すくいをもってわたしを囲かこまれる。〔セラ

        8わたしはあなたを教おしえ、あなたの行いくべき道みちを示しめし、

        わたしの目めをあなたにとめて、さとすであろう。

        9あなたはさとりのない馬うまのようであってはならない。

        また騾馬らばのようであってはならない。

        彼かれらはくつわ、たづなをもっておさえられなければ、

        あなたに従したがわないであろう。

        10悪あしき者ものは悲かなしみが多おおい。

        しかし主しゅに信頼しんらいする者ものはいつくしみで囲かこまれる。

        11正ただしき者ものよ、主しゅによって喜よろこび楽たのしめ、

        すべて心こころの直なおき者ものよ、喜よろこびの声こえを高たかくあげよ。

      

    

  


  


  
    第三十三篇


    
      1正ただしき者ものよ、主しゅによって喜よろこべ、

      さんびは直なおき者ものにふさわしい。

      2琴ことをもって主しゅをさんびせよ、

      十弦じゅうげんの立琴たてごとをもって主しゅをほめたたえよ。

      3新あたらしい歌うたを主しゅにむかって歌うたい、

      喜よろこびの声こえをあげて巧たくみに琴ことをかきならせ。

      4主しゅのみことばは直なおく、

      そのすべてのみわざは真実しんじつだからである。

      5主しゅは正義せいぎと公平こうへいとを愛あいされる。

      地ちは主しゅのいつくしみで満みちている。

      6もろもろの天てんは主しゅのみことばによって造つくられ、

      天てんの万軍ばんぐんは主しゅの口くちの息いきによって造つくられた。

      7主しゅは海うみの水みずを水みずがめの中なかに集あつめるように集あつめ、

      深ふかい淵ふちを倉くらにおさめられた。

      8全ぜん地ちは主しゅを恐おそれ、

      世よに住すむすべての者ものは主しゅを恐おそれかしこめ。

      9主しゅが仰おおせられると、そのようになり、

      命めいじられると、堅かたく立たったからである。

      10主しゅはもろもろの国くにのはかりごとをむなしくし、

      もろもろの民たみの企くわだてをくじかれる。

      11主しゅのはかりごとはとこしえに立たち、

      そのみこころの思おもいは世々よよに立たつ。

      12主しゅをおのが神かみとする国くにはさいわいである。

      主しゅがその嗣し業ぎょうとして選えらばれた民たみはさいわいである。

      13主しゅは天てんから見みおろされ、

      すべての人ひとの子こらを見み、

      14そのおられる所ところから

      地ちに住すむすべての人ひとをながめられる。

      15主しゅはすべて彼かれらの心こころを造つくり、

      そのすべてのわざに心こころをとめられる。

      16王おうはその軍勢ぐんぜいの多おおきによって救すくいを得えない。

      勇士ゆうしはその力ちからの大おおいなるによって助たすけを得えない。

      17馬うまは勝利しょうりに頼たのみとならない。

      その大おおいなる力ちからも人ひとを助たすけることはできない。

      18見みよ、主しゅの目めは主しゅを恐おそれる者ものの上うえにあり、

      そのいつくしみを望のぞむ者ものの上うえにある。

      19これは主しゅが彼かれらの魂たましいを死しから救すくい、

      ききんの時ときにも生いきながらえさせるためである。

      20われらの魂たましいは主しゅを待まち望のぞむ。

      主しゅはわれらの助たすけ、われらの盾たてである。

      21われらは主しゅの聖せいなるみ名なに信頼しんらいするがゆえに、

      われらの心こころは主しゅにあって喜よろこぶ。

      22主しゅよ、われらが待まち望のぞむように、

      あなたのいつくしみをわれらの上うえにたれてください。

    

  


  


  
    第三十四篇


    
      ダビデがアビメレクの前まえで狂くるったさまをよそおい、追おわれて出でていったときの歌うた


      
        1わたしは常つねに主しゅをほめまつる。

        そのさんびはわたしの口くちに絶たえない。

        2わが魂たましいは主しゅによって誇ほこる。

        苦くるしむ者ものはこれを聞きいて喜よろこぶであろう。

        3わたしと共ともに主しゅをあがめよ、

        われらは共ともにみ名なをほめたたえよう。

        4わたしが主しゅに求もとめたとき、主しゅはわたしに答こたえ、

        すべての恐おそれからわたしを助たすけ出だされた。

        5主しゅを仰あおぎ見みて、光ひかりを得えよ、

        そうすれば、あなたがたは、

        恥はじて顔かおを赤あかくすることはない。

        6この苦くるしむ者ものが呼よばわったとき、主しゅは聞きいて、

        すべての悩なやみから救すくい出だされた。

        7主しゅの使つかいは主しゅを恐おそれる者もののまわりに

        陣じんをしいて彼かれらを助たすけられる。

        8主しゅの恵めぐみふかきことを味あじわい知しれ、

        主しゅに寄より頼たのむ人ひとはさいわいである。

        9主しゅの聖徒せいとよ、主しゅを恐おそれよ、

        主しゅを恐おそれる者ものには乏とぼしいことがないからである。

        10若わかきししは乏とぼしくなって飢うえることがある。

        しかし主しゅを求もとめる者ものは良よき物ものに欠かけることはない。

        11子こらよ、来きてわたしに聞きけ、

        わたしは主しゅを恐おそるべきことをあなたがたに教おしえよう。

        12さいわいを見みようとして、いのちを慕したい、

        ながらえることを好このむ人ひとはだれか。

        13あなたの舌したをおさえて悪あくを言いわせず、

        あなたのくちびるをおさえて偽いつわりを言いわすな。

        14悪あくを離はなれて善ぜんをおこない、

        やわらぎを求もとめて、これを努つとめよ。

        15主しゅの目めは正ただしい人ひとをかえりみ、

        その耳みみは彼かれらの叫さけびに傾かたむく。

        16主しゅのみ顔かおは悪あくを行おこなう者ものにむかい、

        その記憶きおくを地ちから断たち滅ほろぼされる。

        17正ただしい者ものが助たすけを叫さけび求もとめるとき、主しゅは聞きいて、

        彼かれらをそのすべての悩なやみから助たすけ出だされる。

        18主しゅは心こころの砕くだけた者ものに近ちかく、

        たましいの悔くいくずおれた者ものを救すくわれる。

        19正ただしい者ものには災わざわいが多おおい。

        しかし、主しゅはすべてその中なかから彼かれを助たすけ出だされる。

        20主しゅは彼かれの骨ほねをことごとく守まもられる。

        その一つだに折おられることはない。

        21悪あくは悪あしき者ものを殺ころす。

        正ただしい者ものを憎にくむ者ものは罪つみに定さだめられる。

        22主しゅはそのしもべらの命いのちをあがなわれる。

        主しゅに寄より頼たのむ者ものはひとりだに

        罪つみに定さだめられることはない。

      

    

  


  


  
    第三十五篇


    
      ダビデの歌うた


      
        1主しゅよ、わたしと争あらそう者ものとあらそい、

        わたしと戦たたかう者ものと戦たたかってください。

        2盾たてと大盾おおだてとを執とって、

        わたしを助たすけるために立たちあがってください。

        3やりと投なげやりとを抜ぬいて、

        わたしに追おい迫せまる者ものに立たちむかい、

        「わたしはおまえの救すくいである」と、

        わたしに言いってください。

        4どうか、わたしの命いのちを求もとめる者ものを

        はずかしめ、いやしめ、

        わたしにむかって悪あくをたくらむ者ものを退しりぞけ、

        あわてふためかせてください。

        5彼かれらを風かぜの前まえのもみがらのようにし、

        主しゅの使つかいに彼かれらを追おいやらせてください。

        6彼かれらの道みちを暗くらく、なめらかにし、

        主しゅの使つかいに彼かれらを追おい行いかせてください。

        7彼かれらはゆえなくわたしのために網あみを隠かくし、

        ゆえなくわたしのために穴あなを掘ほったからです。

        8不意ふいに滅ほろびを彼かれらに臨のぞませ、

        みずから隠かくした網あみにとらえられ、

        彼かれらを滅ほろびに陥おちいらせてください。

        9そのときわが魂たましいは主しゅによって喜よろこび、

        その救すくいをもって楽たのしむでしょう。

        10わたしの骨ほねはことごとく言いうでしょう、

        「主しゅよ、だれかあなたにたぐうべき者ものがありましょう。

        あなたは弱よわい者ものを強つよい者ものから助たすけ出だし、

        弱よわい者ものと貧まずしい者ものを、

        かすめ奪うばう者ものから助たすけ出だされる方かたです」と。

        11悪意あくいのある証人しょうにんが起おこって、

        わたしの知しらない事ことをわたしに尋たずねる。

        12彼かれらは悪あくをもってわたしの善ぜんに報むくい、

        わが魂たましいを寄よるべなき者ものとした。

        13しかし、わたしは彼かれらが病やんだとき、

        荒布あらぬのをまとい、断食だんじきしてわが身みを苦くるしめた。

        わたしは胸むねにこうべをたれて祈いのった、

        14ちょうど、わが友とも、わが兄弟きょうだいのために

        悲かなしんだかのように。

        わたしは母ははをいたむ者もののように

        悲かなしみうなだれて歩あるきまわった。

        15しかし彼かれらはわたしのつまずくとき、喜よろこびつどい、

        ともに集あつまってわたしを責せめた。

        わたしの知しらない他国たこくの者ものは

        わたしをののしってやめなかった。

        16彼かれらはますます、けがす言葉ことばをもってあざけり、

        わたしにむかって歯はをかみならした。

        17主しゅよ、いつまであなたはながめておられますか、

        わたしを彼かれらの破壊はかいから、

        わたしのいのちを若わかきししから救すくい出だしてください。

        18わたしは大おおいなるつどいの中なかで、あなたに感謝かんしゃし、

        多おおくの民たみの中なかで、あなたをほめたたえるでしょう。

        19偽いつわってわたしの敵てきとなった者ものどもの

        わたしについて喜よろこぶことを許ゆるさないでください。

        ゆえなく、わたしを憎にくむ者ものどもの

        たがいに目めくばせすることを許ゆるさないでください。

        20彼かれらは平和へいわを語かたらず、

        国くにのうちに穏おだやかに住すむ者ものにむかって

        欺あざむきの言葉ことばをたくらむからです。

        21彼かれらはわたしにむかって口くちをあけひろげ、

        「あはぁ、あはぁ、われらの目めはそれを見みた」と

        言いいます。

        22主しゅよ、あなたはこれを見みられました。

        もださないでください。

        主しゅよ、わたしに遠とおざからないでください。

        23わが神かみ、わが主しゅよ、

        わがさばきのため、わが訴うったえのために奮ふるいたち、

        目めをさましてください。

        24わが神かみ、主しゅよ、

        あなたの義ぎにしたがってわたしをさばき、

        わたしの事ことについて彼かれらを喜よろこばせないでください。

        25彼かれらにその心こころのうちで、

        「あはぁ、われらの願ねがったことが達たっせられた」と

        言いわせないでください。

        また彼かれらに「われらは彼かれを滅ほろぼしつくした」と

        言いわせないでください。

        26わたしの災わざわいを喜よろこぶ者ものどもを

        ともに恥はじ、あわてふためかせてください。

        わたしにむかって誇ほこりたかぶる者ものどもに

        恥はじと、はずかしめとを着きせてください。

        27わたしの義ぎを喜よろこぶ者ものをば

        喜よろこびの声こえをあげて喜よろこばせ、

        「そのしもべの幸福こうふくを喜よろこばれる主しゅは大おおいなるかな」と

        つねに言いわせてください。

        28わたしの舌したはひねもすあなたの義ぎと、

        あなたの誉ほまれとを語かたるでしょう。

      

    

  


  


  
    第三十六篇


    
      聖歌せいか隊たいの指揮者しきしゃによってうたわせた主しゅのしもべダビデの歌うた


      
        1とがは悪あしき者ものにむかい、その心こころのうちに言いう。

        その目めの前まえに神かみを恐おそれる恐おそれはない。

        2彼かれは自分じぶんの不義ふぎがあらわされないため、

        また憎にくまれないために、みずからその目めでおもねる。

        3その口くちの言葉ことばはよこしまと欺あざむきである。

        彼かれは知恵ちえを得えることと、善ぜんを行おこなう事こととをやめた。

        4彼かれはその床とこの上うえでよこしまな事ことをたくらみ、

        よからぬ道みちに身みをおいて、悪あくをきらわない。

        5主しゅよ、あなたのいつくしみは天てんにまで及および、

        あなたのまことは雲くもにまで及およぶ。

        6あなたの義ぎは神かみの山やまのごとく、

        あなたのさばきは大おおきな淵ふちのようだ。

        主しゅよ、あなたは人ひとと獣けものとを救すくわれる。

        7神かみよ、あなたのいつくしみはいかに尊たっといことでしょう。

        人ひとの子こらはあなたの翼つばさのかげに避さけ所どころを得え、

        8あなたの家いえの豊ゆたかなのによって飽あき足たりる。

        あなたはその楽たのしみの川かわの水みずを彼かれらに飲のませられる。

        9いのちの泉いずみはあなたのもとにあり、

        われらはあなたの光ひかりによって光ひかりを見みる。

        10どうか、あなたを知しる者ものに絶たえずいつくしみを施ほどこし、

        心こころの直なおき者ものに絶たえず救すくいを施ほどこしてください。

        11高たかぶる者ものの足あしがわたしを踏ふみ、

        悪あしき者ものの手てがわたしを追おい出だすことを

        ゆるさないでください。

        12悪あくを行おこなう者ものはそこに倒たおれ、

        彼かれらは打うち伏ふせられて、起おきあがることはできない。

      

    

  


  


  
    第三十七篇


    
      ダビデの歌うた


      
        1悪あくをなす者もののゆえに、心こころを悩なやますな。

        不義ふぎを行おこなう者もののゆえに、ねたみを起おこすな。

        2彼かれらはやがて草くさのように衰おとろえ、

        青菜あおなのようにしおれるからである。

        3主しゅに信頼しんらいして善ぜんを行おこなえ。

        そうすればあなたはこの国くにに住すんで、安やすきを得える。

        4主しゅによって喜よろこびをなせ。

        主しゅはあなたの心こころの願ねがいをかなえられる。

        5あなたの道みちを主しゅにゆだねよ。

        主しゅに信頼しんらいせよ、主しゅはそれをなしとげ、

        6あなたの義ぎを光ひかりのように明あきらかにし、

        あなたの正ただしいことを真昼まひるのように明あきらかにされる。

        7主しゅの前まえにもだし、耐たえ忍しのびて主しゅを待まち望のぞめ。

        おのが道みちを歩あゆんで栄さかえる者もののゆえに、

        悪わるいはかりごとを遂とげる人ひとのゆえに、心こころを悩なやますな。

        8怒いかりをやめ、憤いきどおりを捨すてよ。

        心こころを悩なやますな、これはただ悪あくを行おこなうに至いたるのみだ。

        9悪あくを行おこなう者ものは断たち滅ほろぼされ、

        主しゅを待まち望のぞむ者ものは国くにを継つぐからである。

        10悪あしき者ものはただしばらくで、うせ去さる。

        あなたは彼かれの所ところをつぶさに尋たずねても彼かれはいない。

        11しかし柔和にゅうわな者ものは国くにを継つぎ、

        豊ゆたかな繁栄はんえいをたのしむことができる。

        12悪あしき者ものは正ただしい者ものにむかって

        はかりごとをめぐらし、これにむかって歯はがみする。

        13しかし主しゅは悪あしき者ものを笑わらわれる、

        彼かれの日ひの来くるのを見みられるからである。

        14悪あしき者ものはつるぎを抜ぬき、弓ゆみを張はって、

        貧まずしい者ものと乏とぼしい者ものとを倒たおし、

        直なおく歩あゆむ者ものを殺ころそうとする。

        15しかしそのつるぎはおのが胸むねを刺さし、

        その弓ゆみは折おられる。

        16正ただしい人ひとの持もち物ものの少すくないのは、

        多おおくの悪あしきの者ものの豊ゆたかなのにまさる。

        17悪あしき者ものの腕うでは折おられるが、

        主しゅは正ただしい者ものを助たすけささえられるからである。

        18主しゅは全まったき者もののもろもろの日ひを知しられる。

        彼かれらの嗣し業ぎょうはとこしえに続つづく。

        19彼かれらは災わざわいの時ときにも恥はじをこうむらず、

        ききんの日ひにも飽あき足たりる。

        20しかし、悪あしき者ものは滅ほろび、

        主しゅの敵てきは牧場まきばの栄さかえの枯かれるように消きえ、

        煙けむりのように消きえうせる。

        21悪あしき者ものは物ものを借かりて返かえすことをしない。

        しかし正ただしい人ひとは寛大かんだいで、施ほどこし与あたえる。

        22主しゅに祝福しゅくふくされた者ものは国くにを継つぎ、

        主しゅにのろわれた者ものは断たち滅ほろぼされる。

        23人ひとの歩あゆみは主しゅによって定さだめられる。

        主しゅはその行いく道みちを喜よろこばれる。

        24たといその人ひとが倒たおれても、

        全まったく打うち伏ふせられることはない、

        主しゅがその手てを助たすけささえられるからである。

        25わたしは、むかし年とし若わかかった時ときも、年老としおいた今いまも、

        正ただしい人ひとが捨すてられ、あるいはその子孫しそんが

        食物しょくもつを請こいあるくのを見みたことがない。

        26正ただしい人ひとは常つねに寛大かんだいで、物ものを貸かし与あたえ、

        その子孫しそんは祝福しゅくふくを得える。

        27悪あくをさけて、善ぜんを行おこなえ。

        そうすれば、あなたはとこしえに住すむことができる。

        28主しゅは公義こうぎを愛あいし、

        その聖徒せいとを見捨みすてられないからである。

        正ただしい者ものはとこしえに助たすけ守まもられる。

        しかし、悪あしき者ものの子孫しそんは断たち滅ほろぼされる。

        29正ただしい者ものは国くにを継つぎ、

        とこしえにその中なかに住すむことができる。

        30正ただしい者ものの口くちは知恵ちえを語かたり、

        その舌したは公義こうぎを述のべる。

        31その心こころには神かみのおきてがあり、

        その歩あゆみはすべることがない。

        32悪あしき者ものは正ただしい人ひとをうかがい、

        これを殺ころそうとはかる。

        33主しゅは正ただしい人ひとを悪あしき者ものの手てにゆだねられない、

        またさばかれる時とき、これを罪つみに定さだめられることはない。

        34主しゅを待まち望のぞめ、その道みちを守まもれ。

        そうすれば、主しゅはあなたを上あげて、国くにを継つがせられる。

        あなたは悪あしき者ものの

        断たち滅ほろぼされるのを見みるであろう。

        35わたしは悪あしき者ものが勝かち誇ほこって、

        レバノンの香柏こうはくのようにそびえたつのを見みた。

        36しかし、わたしが通とおり過すぎると、

        見みよ、彼かれはいなかった。

        わたしは彼かれを尋たずねたけれども見みつからなかった。

        37全まったき人ひとに目めをそそぎ、直なおき人ひとを見みよ。

        おだやかな人ひとには子孫しそんがある。

        38しかし罪つみを犯おかす者ものどもは共ともに滅ほろぼされ、

        悪あしき者ものの子孫しそんは断たたれる。

        39正ただしい人ひとの救すくいは主しゅから出でる。

        主しゅは彼かれらの悩なやみの時ときの避さけ所どころである。

        40主しゅは彼かれらを助たすけ、彼かれらを解とき放はなち、

        彼かれらを悪あしき者ものどもから解とき放はなって救すくわれる。

        彼かれらは主しゅに寄より頼たのむからである。

      

    

  


  


  
    第三十八篇


    
      記念きねんのためにうたったダビデの歌うた


      
        1主しゅよ、あなたの憤いきどおりをもってわたしを責せめず、

        激はげしい怒いかりをもってわたしを懲こらさないでください。

        2あなたの矢やがわたしに突つき刺ささり、

        あなたの手てがわたしの上うえにくだりました。

        3あなたの怒いかりによって、

        わたしの肉にくには全まったきところなく、

        わたしの罪つみによって、

        わたしの骨ほねには健すこやかなところはありません。

        4わたしの不義ふぎはわたしの頭あたまを越こえ、

        重荷おもにのように重おもくて負おうことができません。

        5わたしの愚おろかによって、

        わたしの傷きずは悪臭あくしゅうを放はなち、腐くされただれました。

        6わたしは折おれかがんで、いたくうなだれ、

        ひねもす悲かなしんで歩あるくのです。

        7わたしの腰こしはことごとく焼やけ、

        わたしの肉にくには全まったきところがありません。

        8わたしは衰おとろえはて、いたく打うちひしがれ、

        わたしの心こころの激はげしい騒さわぎによってうめき叫さけびます。

        9主しゅよ、わたしのすべての願ねがいはあなたに知しられ、

        わたしの嘆なげきはあなたに隠かくれることはありません。

        10わたしの胸むねは激はげしく打うち、わたしの力ちからは衰おとろえ、

        わたしの目めの光ひかりもまた、わたしを離はなれ去さりました。

        11わが友とも、わがともがらは

        わたしの災わざわいを見みて離はなれて立たち、

        わが親族しんぞくもまた遠とおく離はなれて立たっています。

        12わたしのいのちを求もとめる者ものはわなを設もうけ、

        わたしをそこなおうとする者ものは滅ほろぼすことを語かたり、

        ひねもす欺あざむくことをはかるのです。

        13しかしわたしは耳みみしいのように聞きかず、

        おしのように口くちを開ひらきません。

        14まことに、わたしは聞きかない人ひとのごとく、

        議論ぎろんを口くちにしない人ひとのようです。

        15しかし、主しゅよ、わたしはあなたを待まち望のぞみます。

        わが神かみ、主しゅよ、

        あなたこそわたしに答こたえられるのです。

        16わたしは祈いのります、「わが足あしのすべるとき、

        わたしにむかって高たかぶる彼かれらに

        わたしのことによって喜よろこぶことを

        ゆるさないでください」と。

        17わたしは倒たおれるばかりになり、

        わたしの苦くるしみは常つねにわたしと共ともにあります。

        18わたしは、みずから不義ふぎを言いいあらわし、

        わが罪つみのために悲かなしみます。

        19ゆえなく、わたしに敵てきする者ものは強つよく、

        偽いつわってわたしを憎にくむ者ものは多おおいのです。

        20悪あくをもって善ぜんに報むくいる者ものは、

        わたしがよい事ことに従したがうがゆえに、わがあだとなります。

        21主しゅよ、わたしを捨すてないでください。

        わが神かみよ、わたしに遠とおざからないでください。

        22主しゅ、わが救すくいよ、

        すみやかにわたしをお助たすけください。

      

    

  


  


  
    第三十九篇


    
      聖歌せいか隊たいの指揮者しきしゃエドトンによってうたわせたダビデの歌うた


      
        1わたしは言いった、「舌したをもって罪つみを犯おかさないために、

        わたしの道みちを慎つつしみ、

        悪あしき者もののわたしの前まえにある間あいだは

        わたしの口くちにくつわをかけよう」と。

        2わたしは黙もくして物言ものいわず、むなしく沈黙ちんもくを守まもった。

        しかし、わたしの悩なやみはさらにひどくなり、

        3わたしの心こころはわたしのうちに熱ねっし、

        思おもいつづけるほどに火ひが燃もえたので、

        わたしは舌したをもって語かたった。

        4「主しゅよ、わが終おわりと、

        わが日ひの数かずのどれほどであるかをわたしに知しらせ、

        わが命いのちのいかにはかないかを知しらせてください。

        5見みよ、あなたはわたしの日ひをつかのまとされました。

        わたしの一生いっしょうはあなたの前まえでは無むにひとしいのです。

        まことに、すべての人ひとはその盛さかんな時ときでも

        息いきにすぎません。〔セラ

        6まことに人ひとは影かげのように、さまよいます。

        まことに彼かれらはむなしい事ことのために

        騒さわぎまわるのです。

        彼かれは積つみたくわえるけれども、

        だれがそれを収おさめるかを知しりません。

        7主しゅよ、今いまわたしは何なにを待まち望のぞみましょう。

        わたしの望のぞみはあなたにあります。

        8わたしをすべてのとがから助たすけ出だし、

        愚おろかな者ものにわたしをあざけらせないでください。

        9わたしは黙もくして口くちを開ひらきません。

        あなたがそれをなされたからです。

        10あなたが下くだされた災わざわいを

        わたしから取とり去さってください。

        わたしはあなたのみ手てに打うち懲こらされることにより

        滅ほろびるばかりです。

        11あなたは罪つみを責せめて人ひとを懲こらされるとき、

        その慕したい喜よろこぶものを、しみが食くうように、

        消けし滅ほろぼされるのです。

        まことにすべての人ひとは息いきにすぎません。〔セラ

        12主しゅよ、わたしの祈いのりを聞きき、

        わたしの叫さけびに耳みみを傾かたむけ、

        わたしの涙なみだを見みて、もださないでください。

        わたしはあなたに身みを寄よせる旅たびびと、

        わがすべての先祖せんぞたちのように寄留者きりゅうしゃです。

        13わたしが去さって、うせない前まえに、

        み顔かおをそむけて、わたしを喜よろこばせてください」。

      

    

  


  


  
    第四十篇


    
      聖歌せいか隊たいの指揮者しきしゃによってうたわせたダビデの歌うた


      
        1わたしは耐たえ忍しのんで主しゅを待まち望のぞんだ。

        主しゅは耳みみを傾かたむけて、わたしの叫さけびを聞きかれた。

        2主しゅはわたしを滅ほろびの穴あなから、泥どろの沼ぬまから引ひきあげて、

        わたしの足あしを岩いわの上うえにおき、

        わたしの歩あゆみをたしかにされた。

        3主しゅは新あたらしい歌うたをわたしの口くちに授さづけ、

        われらの神かみにささげるさんびの歌うたを

        わたしの口くちに授さづけられた。

        多おおくの人ひとはこれを見みて恐おそれ、

        かつ主しゅに信頼しんらいするであろう。

        4主しゅをおのが頼たのみとする人ひと、

        高たかぶる者ものにたよらず、

        偽いつわりの神かみに迷まよう者ものにたよらない人ひとはさいわいである。

        5わが神かみ、主しゅよ、あなたのくすしきみわざと、

        われらを思おもうみおもいとは多おおくて、

        くらべうるものはない。

        わたしはこれを語かたり述のべようとしても

        多おおくて数かぞえることはできない。

        6あなたはいけにえと供そなえ物ものとを喜よろこばれない。

        あなたはわたしの耳みみを開ひらかれた。

        あなたは燔祭はんさいと罪祭ざいさいとを求もとめられない。

        7その時ときわたしは言いった、「見みよ、わたしはまいります。

        書しょの巻まきに、わたしのためにしるされています。

        8わが神かみよ、わたしはみこころを行おこなうことを喜よろこびます。

        あなたのおきてはわたしの心こころのうちにあります」と。

        9わたしは大おおいなる集会しゅうかいで、

        救すくいについての喜よろこびのおとずれを告つげ示しめしました。

        見みよ、わたしはくちびるを閉とじませんでした。

        主しゅよ、あなたはこれをご存ぞんじです。

        10わたしはあなたの救すくいを心こころのうちに隠かくしおかず、

        あなたのまことと救すくいとを告つげ示しめしました。

        わたしはあなたのいつくしみとまこととを

        大おおいなる集会しゅうかいに隠かくしませんでした。

        11主しゅよ、あなたのあわれみをわたしに惜おしまず、

        あなたのいつくしみとまこととをもって

        常つねにわたしをお守まもりください。

        12数かぞえがたい災わざわいがわたしを囲かこみ、

        わたしの不義ふぎがわたしに追おい迫せまって、

        物見ものみることができないまでになりました。

        それはわたしの頭あたまの毛けよりも多おおく、

        わたしの心こころは消きえうせるばかりになりました。

        13主しゅよ、みこころならばわたしをお救すくいください。

        主しゅよ、すみやかにわたしをお助たすけください。

        14わたしのいのちを奪うばおうと尋たずね求もとめる者ものどもを

        ことごとく恥はじあわてさせてください。

        わたしのそこなわれることを願ねがう者ものどもを

        うしろに退しりぞかせ、恥はじを負おわせてください。

        15わたしにむかって「あはぁ、あはぁ」と言いう者ものどもを

        自分じぶんの恥はじによって恐おそれおののかせてください。

        16しかし、すべてあなたを尋たずね求もとめる者ものは

        あなたによって喜よろこび楽たのしむように。

        あなたの救すくいを愛あいする者ものは

        常つねに「主しゅは大おおいなるかな」ととなえるように。

        17わたしは貧まずしく、かつ乏とぼしい。

        しかし主しゅはわたしをかえりみられます。

        あなたはわが助たすけ、わが救主すくいぬしです。

        わが神かみよ、ためらわないでください。

      

    

  


  


  
    第四十一篇


    
      聖歌せいか隊たいの指揮者しきしゃによってうたわせたダビデの歌うた


      
        1貧まずしい者ものをかえりみる人ひとはさいわいである。

        主しゅはそのような人ひとを悩なやみの日ひに救すくい出だされる。

        2主しゅは彼かれを守まもって、生いきながらえさせられる。

        彼かれはこの地ちにあって、さいわいな者ものと呼よばれる。

        あなたは彼かれをその敵てきの欲望よくぼうにわたされない。

        3主しゅは彼かれをその病やまいの床とこでささえられる。

        あなたは彼かれの病やむ時とき、その病やまいをことごとくいやされる。

        4わたしは言いった、「主しゅよ、わたしをあわれみ、

        わたしをいやしてください。

        わたしはあなたにむかって罪つみを犯おかしました」と。

        5わたしの敵てきはわたしをそしって言いう、

        「いつ彼かれは死しに、その名ながほろびるであろうか」と。

        6そのひとりがわたしを見みようとして来くるとき、

        彼かれは偽いつわりを語かたり、その心こころによこしまを集あつめ、

        外そとに出でてはそれを言いいふらす。

        7すべてわたしを憎にくむ者ものは

        わたしについて共ともにささやき、

        わたしのために災わざわいを思おもいめぐらす。

        8彼かれらは言いう、「彼かれに一つのたたりがつきまとったから、

        倒たおれ伏ふして再ふたたび起おきあがらないであろう」と。

        9わたしの信頼しんらいした親したしい友とも、

        わたしのパンを食たべた親したしい友ともさえも

        わたしにそむいてくびすをあげた。

        10しかし主しゅよ、わたしをあわれみ、

        わたしを助たすけ起おこしてください。

        そうすればわたしは彼かれらに報むくい返かえすことができます。

        11わたしの敵てきがわたしに打うち勝かてないことによって、

        あなたがわたしを喜よろこばれることを

        わたしは知しります。

        12あなたはわたしの全まったきによって、

        わたしをささえ、とこしえにみ前まえに置おかれます。

        13イスラエルの神かみ、主しゅは

        とこしえからとこしえまでほむべきかな。

        アァメン、アァメン。

      

    

  


  


  
    第四十二篇


    
      聖歌せいか隊たいの指揮者しきしゃによってうたわせたコラの子このマスキールの歌うた


      
        1神かみよ、しかが谷川たにがわを慕したいあえぐように、

        わが魂たましいもあなたを慕したいあえぐ。

        2わが魂たましいはかわいているように神かみを慕したい、

        いける神かみを慕したう。

        いつ、わたしは行いって神かみのみ顔かおを

        見みることができるだろうか。

        3人々ひとびとがひねもすわたしにむかって

        「おまえの神かみはどこにいるのか」と言いいつづける間あいだは

        わたしの涙なみだは昼ひるも夜よるもわたしの食物しょくもつであった。

        4わたしはかつて祭まつりを守まもる多おおくの人ひとと共ともに

        群むれをなして行いき、

        喜よろこびと感謝かんしゃの歌うたをもって彼かれらを神かみの家いえに導みちびいた。

        今いまこれらの事ことを思おもい起おこして、

        わが魂たましいをそそぎ出だすのである。

        5わが魂たましいよ、何なにゆえうなだれるのか。

        何なにゆえわたしのうちに思おもいみだれるのか。

        神かみを待まち望のぞめ。

        わたしはなおわが助たすけ、

        わが神かみなる主しゅをほめたたえるであろう。

        6わが魂たましいはわたしのうちにうなだれる。

        それで、わたしはヨルダンの地ちから、またヘルモンから、

        ミザルの山やまからあなたを思おもい起おこす。

        7あなたの大滝おおたきの響ひびきによって淵々ふちぶち呼よびこたえ、

        あなたの波なみ、あなたの大波おおなみは

        ことごとくわたしの上うえを越こえていった。

        8昼ひるには、主しゅはそのいつくしみをほどこし、

        夜よるには、その歌うたすなわちわがいのちの神かみにささげる

        祈いのりがわたしと共ともにある。

        9わたしはわが岩いわなる神かみに言いう、

        「何なにゆえわたしをお忘わすれになりましたか。

        何なにゆえわたしは敵てきのしえたげによって

        悲かなしみ歩あるくのですか」と。

        10わたしのあだは骨ほねも砕くだけるばかりに

        わたしをののしり、

        ひねもすわたしにむかって

        「おまえの神かみはどこにいるのか」と言いう。

        11わが魂たましいよ、何なにゆえうなだれるのか。

        何なにゆえわたしのうちに思おもいみだれるのか。

        神かみを待まち望のぞめ。

        わたしはなおわが助たすけ、

        わが神かみなる主しゅをほめたたえるであろう。

      

    

  


  


  
    第四十三篇


    
      1神かみよ、わたしをさばき、

      神かみを恐おそれない民たみにむかって、

      わたしの訴うったえをあげつらい、

      たばかりをなすよこしまな人ひとから

      わたしを助たすけ出だしてください。

      2あなたはわたしの寄より頼たのむ神かみです。

      なぜわたしを捨すてられたのですか。

      なぜわたしは敵てきのしえたげによって

      悲かなしみ歩あるくのですか。

      3あなたの光ひかりとまこととを送おくってわたしを導みちびき、

      あなたの聖せいなる山やまと、あなたの住すまわれる所ところに

      わたしをいたらせてください。

      4その時ときわたしは神かみの祭壇さいだんへ行いき、

      わたしの大おおきな喜よろこびである神かみへ行いきます。

      神かみよ、わが神かみよ、

      わたしは琴ことをもってあなたをほめたたえます。

      5わが魂たましいよ、何なにゆえうなだれるのか。

      何なにゆえわたしのうちに思おもいみだれるのか。

      神かみを待まち望のぞめ。

      わたしはなおわが助たすけ、

      わが神かみなる主しゅをほめたたえるであろう。

    

  


  


  
    第四十四篇


    
      聖歌せいか隊たいの指揮者しきしゃによってうたわせたコラの子このマスキールの歌うた


      
        1神かみよ、いにしえ、われらの先祖せんぞたちの日ひに、

        あなたがなされたみわざを

        彼かれらがわれらに語かたったのを耳みみで聞ききました。

        2すなわちあなたはみ手てをもって、もろもろの国民くにたみを

        追おい払はらってわれらの先祖せんぞたちを植うえ、

        またもろもろの民たみを悩なやまして、

        われらの先祖せんぞたちをふえ広ひろがらせられました。

        3彼かれらは自分じぶんのつるぎによって国くにを獲えたのでなく、

        また自分じぶんの腕うでによって勝利しょうりを得えたのでもありません。

        ただあなたの右みぎの手て、あなたの腕うで、

        あなたのみ顔かおの光ひかりによるのでした。

        あなたが彼かれらを恵めぐまれたからです。

        4あなたはわが王おう、わが神かみ、

        ヤコブのために勝利しょうりを定さだめられる方かたです。

        5われらはあなたによって、あだを押おし倒たおし、

        われらに立たちむかう者ものを、

        み名なによって踏ふみにじるのです。

        6わたしは自分じぶんの弓ゆみを頼たのまず、わたしのつるぎもまた、

        わたしを救すくうことができないからです。

        7しかしあなたはわれらをあだから救すくい、

        われらを憎にくむ者ものをはずかしめられました。

        8われらは常つねに神かみによって誇ほこり、

        とこしえにあなたのみ名なに感謝かんしゃするでしょう。〔セラ

        9ところがあなたはわれらを捨すてて恥はじを負おわせ、

        われらの軍勢ぐんぜいと共ともに出でて行いかれませんでした。

        10あなたがわれらをあだの前まえから退しりぞかせられたので、

        われらの敵てきは心こころのままにかすめ奪うばいました。

        11あなたはわれらをほふられる羊ひつじのようにし、

        またもろもろの国民くにたみのなかに散ちらされました。

        12あなたはわずかの金きんであなたの民たみを売うり、

        彼かれらのために高たかい価あたいを求もとめられませんでした。

        13あなたはわれらを隣となり人びとにそしらせ、

        われらをめぐる者ものどもに侮あなどらせ、

        あざけらせられました。

        14またもろもろの国民くにたみのなかにわれらを笑わらい草ぐさとし、

        もろもろの民たみのなかに笑わらい者ものとされました。

        15わがはずかしめはひねもすわたしの前まえにあり、

        恥はじはわたしの顔かおをおおいました。

        16これはそしる者ものと、ののしる者ものの言葉ことばにより、

        敵てきと、恨うらみを報むくいる者もののゆえによるのです。

        17これらの事ことが皆みなわれらに臨のぞみましたが、

        われらはあなたを忘わすれず、

        あなたの契約けいやくにそむくことがありませんでした。

        18われらの心こころはたじろがず、

        またわれらの歩あゆみはあなたの道みちを離はなれませんでした。

        19それでもあなたは山犬やまいぬの住すむ所ところでわれらを砕くだき、

        暗くらやみをもってわれらをおおわれました。

        20われらがもしわれらの神かみの名なを忘わすれ、

        ほかの神かみに手てを伸のべたことがあったならば、

        21神かみはこれを見みあらわされないでしょうか。

        神かみは心こころの秘密ひみつをも知しっておられるからです。

        22ところがわれらはあなたのためにひねもす殺ころされて、

        ほふられる羊ひつじのようにみなされました。

        23主しゅよ、起おきてください。なぜ眠ねむっておられるのですか。

        目めをさましてください。

        われらをとこしえに捨すてないでください。

        24なぜあなたはみ顔かおを隠かくされるのですか。

        なぜわれらの悩なやみと、しえたげを

        お忘わすれになるのですか。

        25まことにわれらの魂たましいはかがんで、ちりに伏ふし、

        われらのからだは土つちにつきました。

        26起おきて、われらをお助たすけください。

        あなたのいつくしみのゆえに、

        われらをあがなってください。

      

    

  


  


  
    第四十五篇


    
      聖歌せいか隊たいの指揮者しきしゃによってゆりの花はなのしらべにあわせてうたわせたコラの子このマスキールの歌うた、愛あいの歌うた


      
        1わたしの心こころはうるわしい言葉ことばであふれる。

        わたしは王おうについてよんだわたしの詩しを語かたる。

        わたしの舌したはすみやかに物もの書かく人ひとの筆ふでのようだ。

        2あなたは人ひとの子こらにまさって麗うるわしく、

        気品きひんがそのくちびるに注そそがれている。

        このゆえに神かみはとこしえにあなたを祝福しゅくふくされた。

        3ますらおよ、光栄こうえいと威厳いげんとをもって、

        つるぎを腰こしに帯おびよ。

        4真理しんりのため、また正義せいぎを守まもるために

        威厳いげんをもって、勝利しょうりを得えて乗のり進すすめ。

        あなたの右みぎの手てはあなたに恐おそるべきわざを

        教おしえるであろう。

        5あなたの矢やは鋭するどくて、王おうの敵てきの胸むねをつらぬき、

        もろもろの民たみはあなたのもとに倒たおれる。

        6神かみから賜たまわったあなたの位くらいは永遠えいえんにかぎりなく続つづき、

        あなたの王おうのつえは公平こうへいのつえである。

        7あなたは義ぎを愛あいし、悪あくを憎にくむ。

        このゆえに神かみ、あなたの神かみは喜よろこびの油あぶらを

        あなたのともがらにまさって、あなたに注そそがれた。

        8あなたの衣ころもはみな没薬もつやく、芦薈ろかい、肉桂にっけいで、

        よいかおりを放はなっている。

        琴ことの音ねは象牙ぞうげの殿とのから出でて、あなたを喜よろこばせる。

        9あなたの愛あいする女おんなたちのうちには王おうの娘むすめたちがあり、

        王妃おうひはオフルの金きんを飾かざって、あなたの右みぎに立たつ。

        10娘むすめよ、聞きけ、かえりみて耳みみを傾かたむけよ。

        あなたの民たみと、あなたの父ちちの家いえとを忘わすれよ。

        11王おうはあなたのうるわしさを慕したうであろう。

        彼かれはあなたの主しゅであるから、彼かれを伏ふしおがめ。

        12ツロの民たみは贈おくり物ものをもちきたり、

        民たみのうちの富とめる者ものもあなたの好意こういを請こい求もとめる。

        13王おうの娘むすめは殿とののうちで栄さかえをきわめ、

        こがねを織おり込こんだ衣ころもを着飾きかざっている。

        14彼女かのじょは縫ぬい取とりした衣ころもを着きて王おうのもとに導みちびかれ、

        その供ともびとなるおとめらは

        彼女かのじょに従したがってその行列ぎょうれつにある。

        15彼かれらは喜よろこびと楽たのしみとをもって導みちびかれ行いき、

        王おうの宮殿きゅうでんにはいる。

        16あなたの子こらは父祖ふそに代かわって立たち、

        あなたは彼かれらを全ぜん地ちに君きみとするであろう。

        17わたしはあなたの名なをよろず代よにおぼえさせる。

        このゆえにもろもろの民たみは世々よよかぎりなく

        あなたをほめたたえるであろう。

      

    

  


  


  
    第四十六篇


    
      聖歌せいか隊たいの指揮者しきしゃによって女おんなの声こえのしらべにあわせてうたわせたコラの子この歌うた


      
        1神かみはわれらの避さけ所どころまた力ちからである。

        悩なやめる時ときのいと近ちかき助たすけである。

        2このゆえに、たとい地ちは変かわり、

        山やまは海うみの真中まなかに移うつるとも、われらは恐おそれない。

        3たといその水みずは鳴なりとどろき、あわだつとも、

        そのさわぎによって山やまは震ふるえ動うごくとも、

        われらは恐おそれない。〔セラ

        4一つの川かわがある。

        その流ながれは神かみの都みやこを喜よろこばせ、

        いと高たかき者ものの聖せいなるすまいを喜よろこばせる。

        5神かみがその中なかにおられるので、都みやこはゆるがない。

        神かみは朝あさはやく、これを助たすけられる。

        6もろもろの民たみは騒さわぎたち、もろもろの国くには揺ゆれ動うごく、

        神かみがその声こえを出だされると地ちは溶とける。

        7万軍ばんぐんの主しゅはわれらと共ともにおられる、

        ヤコブの神かみはわれらの避さけ所どころである。〔セラ

        8来きて、主しゅのみわざを見みよ、

        主しゅは驚おどろくべきことを地ちに行おこなわれた。

        9主しゅは地ちのはてまでも戦たたかいをやめさせ、

        弓ゆみを折おり、やりを断たち、戦車せんしゃを火ひで焼やかれる。

        10「静しずまって、わたしこそ神かみであることを知しれ。

        わたしはもろもろの国民くにたみのうちにあがめられ、

        全ぜん地ちにあがめられる」。

        11万軍ばんぐんの主しゅはわれらと共ともにおられる、

        ヤコブの神かみはわれらの避さけ所どころである。〔セラ

      

    

  


  


  
    第四十七篇


    
      聖歌せいか隊たいの指揮者しきしゃによってうたわせたコラの子この歌うた


      
        1もろもろの民たみよ、手てをうち、

        喜よろこびの声こえをあげ、神かみにむかって叫さけべ。

        2いと高たかき主しゅは恐おそるべく、

        全ぜん地ちをしろしめす大おおいなる王おうだからである。

        3主しゅはもろもろの民たみをわれらに従したがわせ、

        もろもろの国くにをわれらの足あしの下したに従したがわせられた。

        4主しゅはその愛あいされたヤコブの誇ほこりを

        われらの嗣し業ぎょうとして、われらのために選えらばれた。〔セラ

        5神かみは喜よろこび叫さけぶ声こえと共ともにのぼり、

        主しゅはラッパの声こえと共ともにのぼられた。

        6神かみをほめうたえよ、ほめうたえよ、

        われらの王おうをほめうたえよ、ほめうたえよ。

        7神かみは全ぜん地ちの王おうである。

        巧たくみな歌うたをもってほめうたえよ。

        8神かみはもろもろの国民くにたみを統すべ治おさめられる。

        神かみはその聖せいなるみくらに座ざせられる。

        9もろもろの民たみの君きみたちはつどい来きて、

        アブラハムの神かみの民たみとなる。

        10地ちのもろもろの盾たては神かみのものである。

        神かみは大おおいにあがめられる。

      

    

  


  


  
    第四十八篇


    
      コラの子この歌うた、さんび


      
        1主しゅは大おおいなる神かみであって、

        われらの神かみの都みやこ、その聖せいなる山やまで、

        大おおいにほめたたえらるべき方かたである。

        2シオンの山やまは北きたの端はしが高たかくて、うるわしく、

        全ぜん地ちの喜よろこびであり、大おおいなる王おうの都みやこである。

        3そのもろもろの殿とののうちに神かみはみずからを

        高たかきやぐらとして現あらわされた。

        4見みよ、王おうらは相あい会かいして共ともに進すすんできたが、

        5彼かれらは都みやこを見みるや驚おどろき、

        あわてふためき、急いそぎ逃にげ去さった。

        6おののきは彼かれらに臨のぞみ、

        その苦くるしみは産うみの苦くるしみをする女おんなのようであった。

        7あなたは東風ひがしかぜを起おこしてタルシシの舟ふねを破やぶられた。

        8さきにわれらが聞きいたように、

        今いまわれらは万軍ばんぐんの主しゅの都みやこ、

        われらの神かみの都みやこでこれを見みることができた。

        神かみはとこしえにこの都みやこを堅かたくされる。〔セラ

        9神かみよ、われらはあなたの宮みやのうちで

        あなたのいつくしみを思おもいました。

        10神かみよ、あなたの誉ほまれは、あなたのみ名なのように、

        地ちのはてにまで及およびます。

        あなたの右みぎの手ては勝利しょうりで満みちています。

        11あなたのさばきのゆえに、

        シオンの山やまを喜よろこばせ、ユダの娘むすめを楽たのしませてください。

        12シオンのまわりを歩あるき、あまねくめぐって、

        そのやぐらを数かぞえ、

        13その城壁じょうへきに心こころをとめ、そのもろもろの殿とのをしらべよ。

        これはあなたがたが後のちの代よに語かたり伝つたえるためである。

        14これこそ神かみであり、

        世々よよかぎりなくわれらの神かみであって、

        とこしえにわれらを導みちびかれるであろう。

      

    

  


  


  
    第四十九篇


    
      聖歌せいか隊たいの指揮者しきしゃによってうたわせたコラの子この歌うた


      
        1もろもろの民たみよ、これを聞きけ、

        すべて世よに住すむ者ものよ、耳みみを傾かたむけよ。

        2低ていきも高たかきも、富とめるも貧まずしきも、共ともに耳みみを傾かたむけよ。

        3わが口くちは知恵ちえを語かたり、わが心こころは知識ちしきを思おもう。

        4わたしは耳みみをたとえに傾かたむけ、

        琴ことを鳴ならして、わたしのなぞを解とき明あかそう。

        5わたしをしえたげる者ものの不義ふぎが

        わたしを取とり囲かこむ悩なやみの日ひに、

        どうして恐おそれなければならないのか。

        6彼かれらはおのが富とみをたのみ、

        そのたからの多おおいのを誇ほこる人々ひとびとである。

        7まことに人ひとはだれも自分じぶんをあがなうことはできない。

        そのいのちの価あたいを神かみに払はらうことはできない。

        8 49:9とこしえに生いきながらえて、墓はかを見みないために

        そのいのちをあがなうには、あまりに価あたい高たかくて、

        それを満足まんぞくに払はらうことができないからである。

        10まことに賢かしこい人ひとも死しに、

        愚おろかな者ものも、獣けもののような者ものも、ひとしく滅ほろんで、

        その富とみを他人たにんに残のこすことは人ひとの見みるところである。

        11たとい彼かれらはその地ちを自分じぶんの名なをもって呼よんでも、

        墓はかこそ彼かれらのとこしえのすまい、

        世々よよ彼かれらのすみかである。

        12人ひとは栄華えいがのうちに長ながくとどまることはできない、

        滅ほろびうせる獣けものにひとしい。

        13これぞ自分じぶんをたのむ愚おろかな者ものどもの成なりゆき、

        自分じぶんの分わけ前まえを喜よろこぶ者ものどもの果はてである。〔セラ

        14彼かれらは陰府よみに定さだめられた羊ひつじのように

        死しが彼かれらを牧ぼくするであろう。

        彼かれらはまっすぐに墓はかに下くだり、そのかたちは消きえうせ、

        陰府よみが彼かれらのすまいとなるであろう。

        15しかし神かみはわたしを受うけられるゆえ、

        わたしの魂たましいを陰府よみの力ちからからあがなわれる。〔セラ

        16人ひとが富とみを得えるときも、

        その家いえの栄さかえが増まし加くわわるときも、恐おそれてはならない。

        17彼かれが死しぬときは何なにひとつ携たずさえ行いくことができず、

        その栄さかえも彼かれに従したがって下くだって行いくことは

        ないからである。

        18たとい彼かれが生いきながらえる間あいだ、自分じぶんを幸福こうふくと思おもっても、

        またみずから幸さいわいな時ときに、人々ひとびとから称賛しょうさんされても、

        19彼かれはついにおのれの先祖せんぞの仲間なかまに連つらなる。

        彼かれらは絶たえて光ひかりを見みることがない。

        20人ひとは栄華えいがのうちに長ながくとどまることはできない。

        滅ほろびうせる獣けものにひとしい。

      

    

  


  


  
    第五十篇


    
      アサフの歌うた


      
        1全能者ぜんのうしゃなる神かみ、主しゅは詔みことのりして、

        日ひの出でるところから日ひの入いるところまで

        あまねく地ちに住すむ者ものを召めし集あつめられる。

        2神かみは麗うるわしさのきわみであるシオンから光ひかりを放はなたれる。

        3われらの神かみは来きて、もだされない。

        み前まえには焼やきつくす火ひがあり、

        そのまわりには、はげしい暴風ぼうふうがある。

        4神かみはその民たみをさばくために、

        上うえなる天てんおよび地ちに呼よばわれる、

        5「いけにえをもってわたしと契約けいやくを結むすんだ

        わが聖徒せいとをわたしのもとに集あつめよ」と。

        6天てんは神かみの義ぎをあらわす、

        神かみはみずから、さばきぬしだからである。〔セラ

        7「わが民たみよ、聞きけ、わたしは言いう。

        イスラエルよ、わたしはあなたにむかって

        あかしをなす。

        わたしは神かみ、あなたの神かみである。

        8わたしがあなたを責せめるのは、

        あなたのいけにえのゆえではない。

        あなたの燔祭はんさいはいつもわたしの前まえにある。

        9わたしはあなたの家いえから雄牛おうしを取とらない。

        またあなたのおりから雄おやぎを取とらない。

        10林はやしのすべての獣けものはわたしのもの、

        丘おかの上うえの千々ちぢの家畜かちくもわたしのものである。

        11わたしは空そらの鳥とりをことごとく知しっている。

        野のに動うごくすべてのものはわたしのものである。

        12たといわたしは飢うえても、あなたに告つげない、

        世界せかいとその中なかに満みちるものとは

        わたしのものだからである。

        13わたしは雄牛おうしの肉にくを食たべ、

        雄おやぎの血ちを飲のむだろうか。

        14感謝かんしゃのいけにえを神かみにささげよ。

        あなたの誓ちかいをいと高たかき者ものに果はたせ。

        15悩なやみの日ひにわたしを呼よべ、わたしはあなたを助たすけ、

        あなたはわたしをあがめるであろう」。

        16しかし神かみは悪あしき者ものに言いわれる、

        「あなたはなんの権利けんりがあってわたしの定さだめを述のべ、

        わたしの契約けいやくを口くちにするのか。

        17あなたは教おしえを憎にくみ、わたしの言葉ことばを捨すて去さった。

        18あなたは盗ぬすびとを見みればこれとむつみ、

        姦淫かんいんを行おこなう者ものと交まじわる。

        19あなたはその口くちを悪あくにわたし、

        あなたの舌したはたばかりを仕組しくむ。

        20あなたは座ざしてその兄弟きょうだいをそしり、

        自分じぶんの母ははの子こをののしる。

        21あなたがこれらの事ことをしたのを、わたしが黙だまっていたので、

        あなたはわたしを全まったく自分じぶんとひとしい者ものと思おもった。

        しかしわたしはあなたを責せめ、

        あなたの目めの前まえにその罪つみをならべる。

        22神かみを忘わすれる者ものよ、このことを思おもえ。

        さもないとわたしはあなたをかき裂さく。

        そのときだれも助たすける者ものはないであろう。

        23感謝かんしゃのいけにえをささげる者ものはわたしをあがめる。

        自分じぶんのおこないを慎つつしむ者ものにはわたしは神かみの救すくいを示しめす」。

      

    

  


  


  
    第五十一篇


    
      聖歌せいか隊たいの指揮者しきしゃによってうたわせたダビデの歌うた、これはダビデがバテセバに通とおった後のち預言者よげんしゃナタンがきたときによんだもの


      
        1神かみよ、あなたのいつくしみによって、

        わたしをあわれみ、

        あなたの豊ゆたかなあわれみによって、

        わたしのもろもろのとがをぬぐい去さってください。

        2わたしの不義ふぎをことごとく洗あらい去さり、

        わたしの罪つみからわたしを清きよめてください。

        3わたしは自分じぶんのとがを知しっています。

        わたしの罪つみはいつもわたしの前まえにあります。

        4わたしはあなたにむかい、ただあなたに罪つみを犯おかし、

        あなたの前まえに悪わるい事ことを行おこないました。

        それゆえ、あなたが宣告せんこくをお与あたえになるときは正ただしく、

        あなたが人ひとをさばかれるときは誤あやまりがありません。

        5見みよ、わたしは不義ふぎのなかに生うまれました。

        わたしの母ははは罪つみのうちにわたしをみごもりました。

        6見みよ、あなたは真実しんじつを心こころのうちに求もとめられます。

        それゆえ、わたしの隠かくれた心こころに知恵ちえを教おしえてください。

        7ヒソプをもって、わたしを清きよめてください、

        わたしは清きよくなるでしょう。

        わたしを洗あらってください、

        わたしは雪ゆきよりも白しろくなるでしょう。

        8わたしに喜よろこびと楽たのしみとを満みたし、

        あなたが砕くだいた骨ほねを喜よろこばせてください。

        9み顔かおをわたしの罪つみから隠かくし、

        わたしの不義ふぎをことごとくぬぐい去さってください。

        10神かみよ、わたしのために清きよい心こころをつくり、

        わたしのうちに新あたらしい、正ただしい霊れいを与あたえてください。

        11わたしをみ前まえから捨すてないでください。

        あなたの聖せいなる霊れいをわたしから取とらないでください。

        12あなたの救すくいの喜よろこびをわたしに返かえし、

        自由じゆうの霊れいをもって、わたしをささえてください。

        13そうすればわたしは、とがを犯おかした者ものに

        あなたの道みちを教おしえ、

        罪つみびとはあなたに帰かえってくるでしょう。

        14神かみよ、わが救すくいの神かみよ、

        血ちを流ながした罪つみからわたしを助たすけ出だしてください。

        わたしの舌したは声こえ高たからかにあなたの義ぎを歌うたうでしょう。

        15主しゅよ、わたしのくちびるを開ひらいてください。

        わたしの口くちはあなたの誉ほまれをあらわすでしょう。

        16あなたはいけにえを好このまれません。

        たといわたしが燔祭はんさいをささげても

        あなたは喜よろこばれないでしょう。

        17神かみの受うけられるいけにえは砕くだけた魂たましいです。

        神かみよ、あなたは砕くだけた悔くいた心こころを

        かろしめられません。

        18あなたのみこころにしたがってシオンに恵めぐみを施ほどこし、

        エルサレムの城壁じょうへきを築きずきなおしてください。

        19その時ときあなたは義ぎのいけにえと燔祭はんさいと、

        全まったき燔祭はんさいとを喜よろこばれるでしょう。

        その時ときあなたの祭壇さいだんに雄牛おうしがささげられるでしょう。

      

    

  


  


  
    第五十二篇


    
      聖歌せいか隊たいの指揮者しきしゃによってうたわせたダビデのマスキールの歌うた。これはエドムびとドエグがサウルにきて、「ダビデはアヒメレクの家いえにきた」と告つげたときにダビデがよんだもの


      
        1力ちからある者ものよ、何なにゆえあなたは

        神かみを敬うやまう人ひとに与あたえた災わざわいについて誇ほこるのか。

        あなたはひねもす人ひとを滅ほろぼすことをたくらむ。

        2虚偽きょぎを行おこなう者ものよ、あなたの舌したは鋭するどいかみそりのようだ。

        3あなたは善ぜんよりも悪あくを好このみ、

        まことを語かたるよりも偽いつわりを語かたることを好このむ。〔セラ

        4欺あざむきの舌したよ、あなたはすべての滅ほろぼす言葉ことばを好このむ。

        5しかし神かみはとこしえにあなたを砕くだき、

        あなたを捕とらえて、その天幕てんまくから引ひき離はなし、

        生いける者ものの地ちから、あなたの根ねを絶たやされる。〔セラ

        6正ただしい者ものはこれを見みて恐おそれ、彼かれを笑わらって言いうであろう、

        7「神かみをおのが避さけ所どころとせず、その富とみの豊ゆたかなるを頼たのみ、

        その宝たからに寄より頼たのむ人ひとを見みよ」と。

        8しかし、わたしは神かみの家いえにある

        緑みどりのオリブの木きのようだ。

        わたしは世々よよかぎりなく神かみのいつくしみを頼たのむ。

        9あなたがこの事ことをなされたので、

        わたしはとこしえに、あなたに感謝かんしゃし、

        聖徒せいとの前まえであなたのみ名なをふれ示しめそう。

        これはよいことだからである。

      

    

  


  


  
    第五十三篇


    
      聖歌せいか隊たいの指揮者しきしゃによってマハラテのしらべにあわせてうたわせたダビデのマスキールの歌うた


      
        1愚おろかな者ものは心こころのうちに「神かみはない」と言いう。

        彼かれらは腐くされはて、憎にくむべき不義ふぎをおこなった。

        善ぜんを行おこなう者ものはない。

        2神かみは天てんから人ひとの子こを見みおろして、

        賢かしこい者もの、神かみを尋たずね求もとめる者ものがあるかないかを見みられた。

        3彼かれらは皆みなそむき、みなひとしく堕落だらくした。

        善ぜんを行おこなう者ものはない、ひとりもない。

        4悪あくを行おこなう者ものは悟さとりがないのか。

        彼かれらは物もの食くうようにわが民たみを食くらい、

        また神かみを呼よぶことをしない。

        5彼かれらは恐おそるべきことのない時ときに大おおいに恐おそれた。

        神かみはよこしまな者ものの骨ほねを散ちらされるからである。

        神かみが彼かれらを捨すてられるので、

        彼かれらは恥はじをこうむるであろう。

        6どうか、シオンからイスラエルの救すくいが出でるように。

        神かみがその民たみの繁栄はんえいを回復かいふくされる時とき、

        ヤコブは喜よろこび、イスラエルは楽たのしむであろう。

      

    

  


  


  
    第五十四篇


    
      聖歌せいか隊たいの指揮者しきしゃによって琴ことをもってうたわせたダビデのマスキールの歌うた。これはジフびとがサウルにきて、「ダビデはわれらのうちに隠かくれている」と言いった時ときによんだもの


      
        1神かみよ、み名なによってわたしを救すくい、

        み力ちからによってわたしをさばいてください。

        2神かみよ、わたしの祈いのりをきき、

        わが口くちの言葉ことばに耳みみを傾かたむけてください。

        3高たかぶる者ものがわたしに逆さからって起おこり、

        あらぶる者ものがわたしのいのちを求もとめています。

        彼かれらは神かみをおのが前まえに置おくことをしません。〔セラ

        4見みよ、神かみはわが助たすけぬし、

        主しゅはわがいのちを守まもられるかたです。

        5神かみはわたしのあだに災わざわいをもって報むくいられるでしょう。

        あなたのまことをもって彼かれらを滅ほろぼしてください。

        6わたしは喜よろこんであなたにいけにえをささげます。

        主しゅよ、わたしはみ名なに感謝かんしゃします。

        これはよい事ことだからです。

        7あなたはすべての悩なやみからわたしを救すくい、

        わたしの目めに敵てきの敗北はいぼくを見みさせられたからです。

      

    

  


  


  
    第五十五篇


    
      聖歌せいか隊たいの指揮者しきしゃによって琴ことをもってうたわせたダビデのマスキールの歌うた


      
        1神かみよ、わたしの祈いのりに耳みみを傾かたむけてください。

        わたしの願ねがいを避さけて身みを隠かくさないでください。

        2わたしにみこころをとめ、わたしに答こたえてください。

        わたしは悩なやみによって弱よわりはて、

        3敵てきの声こえと、悪あしき者もののしえたげとによって

        気きが狂くるいそうです。

        彼かれらはわたしに悩なやみを臨のぞませ、

        怒いかってわたしを苦くるしめるからです。

        4わたしの心こころはわがうちにもだえ苦くるしみ、

        死しの恐おそれがわたしの上うえに落おちました。

        5恐おそれとおののきがわたしに臨のぞみ、

        はなはだしい恐おそれがわたしをおおいました。

        6わたしは言いいます、

        「どうか、はとのように翼つばさをもちたいものだ。

        そうすればわたしは飛とび去さって安やすきを得えるであろう。

        7わたしは遠とおくのがれ去さって、野のに宿やどろう。〔セラ

        8わたしは急いそぎ避難ひなんして、

        はやてとあらしをのがれよう」と。

        9主しゅよ、彼かれらのはかりごとを打うち破やぶってください。

        彼かれらの舌したを混乱こんらんさせてください。

        わたしは町まちのうちに暴力ぼうりょくと争あらそいとを見みるからです。

        10彼かれらは昼ひるも夜よるも町まちの城壁じょうへきの上うえを歩あるきめぐり、

        町まちのうちには害悪がいあくと悩なやみとがあります。

        11また滅ほろぼす事ことが町まちのうちにあり、

        しえたげと欺あざむきとはその市場いちばを

        離はなれることがありません。

        12わたしをののしる者ものは敵てきではありません。

        もしそうであるならば忍しのぶことができます。

        わたしにむかって高たかぶる者ものはあだではありません。

        もしそうであるならば身みを隠かくして

        彼かれを避さけることができます。

        13しかしそれはあなたです、わたしと同おなじ者もの、

        わたしの同僚どうりょう、わたしの親したしい友ともです。

        14われらはたがいに楽たのしく語かたらい、

        つれだって神かみの宮みやに上のぼりました。

        15どうぞ、死しを彼かれらに臨のぞませ、

        生いきたままで陰府よみに下くだらせ、

        恐おそれをもって彼かれらを墓はかに去さらせてください。

        16しかしわたしが神かみに呼よばわれば、

        主しゅはわたしを救すくわれます。

        17夕ゆうべに、あしたに、真昼まひるにわたしが嘆なげきうめけば、

        主しゅはわたしの声こえを聞きかれます。

        18たといわたしを攻せめる者ものが多おおくとも、

        主しゅはわたしがたたかう戦たたかいから

        わたしを安やすらかに救すくい出だされます。

        19昔むかしからみくらに座ざしておられる神かみは

        聞きいて彼かれらを悩なやまされるでしょう。〔セラ

        彼かれらはおきてを守まもらず、神かみを恐おそれないからです。

        20わたしの友ともはその親したしき者ものに手てを伸のばして、

        その契約けいやくを破やぶった。

        21その口くちは牛酪ぎゅうらくよりもなめらかだが、

        その心こころには戦たたかいがある。

        その言葉ことばは油あぶらよりもやわらかだが、

        それは抜ぬいたつるぎである。

        22あなたの荷にを主しゅにゆだねよ。

        主しゅはあなたをささえられる。

        主しゅは正ただしい人ひとの動うごかされるのを決けっしてゆるされない。

        23しかし主しゅよ、あなたは彼かれらを

        滅ほろびの穴あなに投なげ入いれられます。

        血ちを流ながす者ものと欺あざむく者ものとは

        おのが日ひの半なかばも生いきながらえることはできません。

        しかしわたしはあなたに寄より頼たのみます。

      

    

  


  


  
    第五十六篇


    
      聖歌せいか隊たいの指揮者しきしゃによって、「遠とおき所ところにおる音おとをたてぬはと」のしらべにあわせてうたわせたダビデのミクタムの歌うた。これはダビデがガテでペリシテびとに捕とらえられたときによんだもの


      
        1神かみよ、どうかわたしをあわれんでください。

        人々ひとびとがわたしを踏ふみつけ、

        あだする人々ひとびとがひねもすわたしをしえたげます。

        2わたしの敵てきはひねもすわたしを踏ふみつけ、

        誇ほこりたかぶって、わたしと戦たたかう者ものが多おおいのです。

        3わたしが恐おそれるときは、あなたに寄より頼たのみます。

        4わたしは神かみによって、そのみ言葉ことばをほめたたえます。

        わたしは神かみに信頼しんらいするゆえ、恐おそれることはありません。

        肉にくなる者ものはわたしに何なにをなし得えましょうか。

        5彼かれらはひねもすわたしの事ことを妨害ぼうがいし、

        その思おもいはことごとくわたしにわざわいします。

        6彼かれらは共ともに集あつまって身みをひそめ、

        わたしの歩あゆみに目めをとめ、

        わたしのいのちをうかがい求もとめます。

        7神かみよ、彼かれらにその罪つみを報むくい、

        憤いきどおりをもってもろもろの民たみを倒たおしてください。

        8あなたはわたしのさすらいを数かぞえられました。

        わたしの涙なみだをあなたの皮かわ袋ぶくろにたくわえてください。

        これは皆みなあなたの書しょに

        しるされているではありませんか。

        9わたしが呼よび求もとめる日ひに、わたしの敵てきは退しりぞきます。

        これによって神かみがわたしを守まもられることを知しります。

        10わたしは神かみによってそのみ言葉ことばをほめたたえ、

        主しゅによってそのみ言葉ことばをほめたたえます。

        11わたしは神かみに信頼しんらいするゆえ、恐おそれることはありません。

        人ひとはわたしに何なにをなし得えましょうか。

        12神かみよ、わたしがあなたに立たてた誓ちかいは

        果はたさなければなりません。

        わたしは感謝かんしゃの供そなえ物ものをあなたにささげます。

        13あなたはわたしの魂たましいを死しから救すくい、

        わたしの足あしを守まもって倒たおれることなく、

        いのちの光ひかりのうちで神かみの前まえに

        わたしを歩あゆませられたからです。

      

    

  


  


  
    第五十七篇


    
      聖歌せいか隊たいの指揮者しきしゃによって、「滅ほろぼすな」というしらべにあわせてうたわせたダビデのミクタムの歌うた。これはダビデが洞ほらにはいってサウルの手てをのがれたときによんだもの


      
        1神かみよ、わたしをあわれんでください。

        わたしをあわれんでください。

        わたしの魂たましいはあなたに寄より頼たのみます。

        滅ほろびのあらしの過すぎ去さるまでは

        あなたの翼つばさの陰かげをわたしの避さけ所どころとします。

        2わたしはいと高たかき神かみに呼よばわります。

        わたしのためにすべての事ことをなしとげられる神かみに

        呼よばわります。

        3神かみは天てんから送おくってわたしを救すくい、

        わたしを踏ふみつける者ものをはずかしめられます。〔セラ

        すなわち神かみはそのいつくしみとまこととを

        送おくられるのです。

        4わたしは人ひとの子こらをむさぼり食くらうししの中なかに

        横よこたわっています。

        彼かれらの歯ははほこ、また矢や、彼かれらの舌したは鋭するどいつるぎです。

        5神かみよ、みずからを天てんよりも高たかくし、

        みさかえを全ぜん地ちの上うえにあげてください。

        6彼かれらはわたしの足あしを捕とらえようと網あみを設もうけました。

        わたしの魂たましいはうなだれました。

        彼かれらはわたしの前まえに穴あなを掘ほりました。

        しかし彼かれらはみずからその中なかに陥おちいったのです。〔セラ

        7神かみよ、わたしの心こころは定さだまりました。

        わたしの心こころは定さだまりました。

        わたしは歌うたい、かつほめたたえます。

        8わが魂たましいよ、さめよ。立琴たてごとよ、琴ことよ、さめよ。

        わたしはしののめを呼よびさまします。

        9主しゅよ、わたしはもろもろの民たみの中なかであなたに感謝かんしゃし、

        もろもろの国くにの中なかであなたをほめたたえます。

        10あなたのいつくしみは大おおきく、天てんにまで及および、

        あなたのまことは雲くもにまで及およびます。

        11神かみよ、みずからを天てんよりも高たかくし、

        みさかえを全ぜん地ちの上うえにあげてください。

      

    

  


  


  
    第五十八篇


    
      聖歌せいか隊たいの指揮者しきしゃによって、「滅ほろぼすな」というしらべにあわせてうたわせたダビデのミクタムの歌うた


      
        1あなたがた力ちからある者ものよ、

        まことにあなたがたは正ただしい事ことを語かたり、

        公平こうへいをもって人ひとの子こらをさばくのか。

        2否いな、あなたがたは心こころのうちに悪わるい事ことをたくらみ、

        その手ては地ちに暴虐ぼうぎゃくを行おこなう。

        3悪あしき者ものは胎たいを出でた時ときから、そむき去さり、

        生うまれ出でた時ときから、あやまちを犯おかし、偽いつわりを語かたる。

        4 58:5彼かれらはへびの毒どくのような毒どくをもち、

        魔法使まほうつかいまたは巧たくみに呪文じゅもんを唱となえる者ものの声こえを聞きかない

        耳みみをふさぐ耳みみしいのまむしのようである。

        6神かみよ、彼かれらの口くちの歯はを折おってください。

        主しゅよ、若わかいししのきばを抜ぬき砕くだいてください。

        7彼かれらを流ながれゆく水みずのように消きえ去さらせ、

        踏ふみ倒たおされる若草わかくさのように衰おとろえさせてください。

        8また溶とけてどろどろになるかたつむりのように、

        時ときならず生うまれた日ひを見みぬ子このようにしてください。

        9あなたがたの釜かまがまだいばらの熱ねつを感かんじない前まえに

        青あおいのも、燃もえているのも共ともにつむじ風かぜに

        吹ふき払はらわれるように彼かれらを吹ふき払はらってください。

        10正ただしい者ものは復讐ふくしゅうを見みて喜よろこび、

        その足あしを悪あしき者ものの血ちで洗あらうであろう。

        11そして人々ひとびとは言いうであろう、

        「まことに正ただしい者ものには報むくいがある。

        まことに地ちにさばきを行おこなわれる神かみがある」と。

      

    

  


  


  
    第五十九篇


    
      聖歌せいか隊たいの指揮者しきしゃによって、「滅ほろぼすな」というしらべにあわせてうたわせたダビデのミクタムの歌うた。これはサウルがダビデを殺ころそうとして人ひとをつかわし、その家いえをうかがわせたときダビデのよんだもの


      
        1わが神かみよ、どうかわたしをわが敵てきから助たすけ出だし、

        わたしに逆さからって起おこりたつ者ものからお守まもりください。

        2悪あくを行おこなう者ものからわたしを助たすけ出だし、

        血ちを流ながす人ひとからわたしをお救すくいください。

        3見みよ、彼かれらはひそみかくれて、わたしの命いのちをうかがい、

        力ちからある人々ひとびとが共ともに集あつまってわたしを攻せめます。

        主しゅよ、わたしにとがも罪つみもなく、

        4わたしにあやまちもないのに、

        彼かれらは走はしりまわって備そなえをします。

        わたしを助たすけるために目めをさまして、ごらんください。

        5万軍ばんぐんの神かみ、主しゅよ、あなたはイスラエルの神かみです。

        目めをさまして、もろもろの国民くにたみを罰ばっし、

        悪あくをたくらむ者ものどもに、

        あわれみを施ほどこさないでください。〔セラ

        6彼かれらは夕ゆうごとに帰かえってきて、

        犬いぬのようにほえて町まちをあさりまわる。

        7見みよ、彼かれらはその口くちをもってほえ叫さけび、

        そのくちびるをもってうなり、

        「だれが聞きくものか」と言いう。

        8しかし、主しゅよ、あなたは彼かれらを笑わらい、

        もろもろの国民くにたみをあざけり笑わらわれる。

        9わが力ちからよ、わたしはあなたにむかってほめ歌うたいます。

        神かみよ、あなたはわたしの高たかきやぐらです。

        10わが神かみはそのいつくしみをもって

        わたしを迎むかえられる。

        わが神かみはわたしに敵てきの敗北はいぼくを見みさせられる。

        11どうぞ、わが民たみの忘わすれることのないために、

        彼かれらを殺ころさないでください。

        主しゅ、われらの盾たてよ、み力ちからをもって彼かれらをよろめかせ、

        彼かれらを倒たおれさせないでください。

        12彼かれらの口くちの罪つみ、そのくちびるの言葉ことばのために

        彼かれらをその高たかぶりに捕とらわれさせてください。

        彼かれらが語かたるのろいと偽いつわりのために

        13憤いきどおりをもって彼かれらを滅ほろぼし、

        もはやながらえることのないまでに、

        彼かれらを滅ほろぼしてください。

        そうすれば地ちのはてまで、

        人々ひとびとは神かみがヤコブを治おさめられることを

        知しるに至いたるでしょう。〔セラ

        14彼かれらは夕ゆうごとに帰かえってきて、

        犬いぬのようにほえて町まちをあさりまわる。

        15彼かれらは食くい物もののためにあるきまわり、

        飽あくことを得えなければ怒いかりうなる。

        16しかし、わたしはあなたのみ力ちからをうたい、

        朝あさには声こえをあげてみいつくしみを歌うたいます。

        あなたはわたしの悩なやみの日ひにわが高たかきやぐらとなり、

        わたしの避さけ所どころとなられたからです。

        17わが力ちからよ、わたしはあなたにむかってほめうたいます。

        神かみよ、あなたはわが高たかきやぐら、

        わたしにいつくしみを賜たまわる神かみであられるからです。

      

    

  


  


  
    第六十篇


    
      聖歌せいか隊たいの指揮者しきしゃによって、「あかしのゆり」というしらべにあわせて教おしえのためにうたわせたダビデのミクタムの歌うた。これはダビデが、アラムナハライムおよびアラムゾバと戦たたかったとき、ヨアブがその帰かえりに、塩しおの谷たにでエドムびと一万二千人にんを殺ころしたときによんだもの


      
        1神かみよ、あなたはわれらを捨すて、

        われらを打うち破やぶられました。

        あなたは憤いきどおられました。

        再ふたたびわれらをかえしてください。

        2あなたは国くにを震ふるわせ、これを裂さかれました。

        その破やぶれをいやしてください。

        国くにが揺ゆれ動うごくのです。

        3あなたはその民たみに耐たえがたい事ことをさせ、

        人ひとをよろめかす酒さけをわれらに飲のませられました。

        4あなたは弓ゆみの前まえからのがれた者ものを再ふたたび集あつめようと

        あなたを恐おそれる者もののために

        一つの旗はたを立たてられました。〔セラ

        5あなたの愛あいされる者ものが助たすけを得えるために、

        右みぎの手てをもって勝利しょうりを与あたえ、

        われらに答こたえてください。

        6神かみはその聖所せいじょで言いわれた、

        「わたしは大おおいなる喜よろこびをもってシケムを分わかち、

        スコテの谷たにを分わかち与あたえよう。

        7ギレアデはわたしのもの、

        マナセもわたしのものである。

        エフライムはわたしのかぶと、

        ユダはわたしのつえである。

        8モアブはわたしの足あしだらい、

        エドムにはわたしのくつを投なげる。

        ペリシテについては、かちどきをあげる」と。

        9だれがわたしを堅固けんごな町まちに至いたらせるでしょうか。

        だれがわたしをエドムに導みちびくでしょうか。

        10神かみよ、あなたはわれらを捨すてられたではありませんか。

        神かみよ、あなたはわれらの軍勢ぐんぜいと共ともに出でて行いかれません。

        11われらに助たすけを与あたえて、あだにむかわせてください。

        人ひとの助たすけはむなしいのです。

        12われらは神かみによって勇いさましく働はたらきます。

        われらのあだを踏ふみにじる者ものは神かみだからです。

      

    

  


  


  
    第六十一篇


    
      聖歌せいか隊たいの指揮者しきしゃによって琴ことにあわせてうたわせたダビデの歌うた


      
        1神かみよ、わたしの叫さけびを聞きいてください。

        わたしの祈いのりに耳みみを傾かたむけてください。

        2わが心こころのくずおれるとき、

        わたしは地ちのはてからあなたに呼よばわります。

        わたしを導みちびいて

        わたしの及およびがたいほどの高たかい岩いわに

        のぼらせてください。

        3あなたはわたしの避さけ所どころ、

        敵てきに対たいする堅固けんごなやぐらです。

        4わたしをとこしえにあなたの幕屋まくやに住すまわせ、

        あなたの翼つばさの陰かげにのがれさせてください。〔セラ

        5神かみよ、あなたはわたしのもろもろの誓ちかいを聞きき、

        み名なを恐おそれる者ものに賜たまわる嗣し業ぎょうを

        わたしに与あたえられました。

        6どうか王おうのいのちを延のばし、

        そのよわいをよろずよに至いたらせてください。

        7彼かれをとこしえに神かみの前まえに王おうたらしめ、

        いつくしみとまこととに命めいじて

        彼かれを守まもらせてください。

        8そうすればわたしはとこしえにみ名なをほめうたい、

        日ひごとにわたしのもろもろの誓ちかいを果はたすでしょう。

      

    

  


  


  
    第六十二篇


    
      聖歌せいか隊たいの指揮者しきしゃによってエドトンのしらべにしたがってうたわせたダビデの歌うた


      
        1わが魂たましいはもだしてただ神かみをまつ。

        わが救すくいは神かみから来くる。

        2神かみこそわが岩いわ、わが救すくい、

        わが高たかきやぐらである。

        わたしはいたく動うごかされることはない。

        3あなたがたは、いつまで人ひとに押おし迫せまるのか。

        あなたがたは皆みな、傾かたむいた石いしがきのように、

        揺ゆり動うごくまがきのように人ひとを倒たおそうとするのか。

        4彼かれらは人ひとを尊たっとい地位ちいから落おとそうとのみはかり、

        偽いつわりを喜よろこび、その口くちでは祝福しゅくふくし、

        心こころのうちではのろうのである。〔セラ

        5わが魂たましいはもだしてただ神かみをまつ。

        わが望のぞみは神かみから来くるからである。

        6神かみこそわが岩いわ、わが救すくい、

        わが高たかきやぐらである。

        わたしは動うごかされることはない。

        7わが救すくいとわが誉ほまれとは神かみにある。

        神かみはわが力ちからの岩いわ、わが避さけ所どころである。

        8民たみよ、いかなる時ときにも神かみに信頼しんらいせよ。

        そのみ前まえにあなたがたの心こころを注そそぎ出だせ。

        神かみはわれらの避さけ所どころである。〔セラ

        9低ひくい人ひとはむなしく、高たかい人ひとは偽いつわりである。

        彼かれらをはかりにおけば、彼かれらは共ともに息いきよりも軽かるい。

        10あなたがたは、しえたげにたよってはならない。

        かすめ奪うばうことに、むなしい望のぞみをおいてはならない。

        富とみの増まし加くわわるとき、これに心こころをかけてはならない。

        11神かみはひとたび言いわれた、

        わたしはふたたびこれを聞きいた、

        力ちからは神かみに属ぞくすることを。

        12主しゅよ、いつくしみもまたあなたに属ぞくすることを。

        あなたは人ひとおのおののわざにしたがって

        報むくいられるからである。

      

    

  


  


  
    第六十三篇


    
      ユダの野のにあったときによんだダビデの歌うた


      
        1神かみよ、あなたはわたしの神かみ、

        わたしは切せつにあなたをたずね求もとめ、

        わが魂たましいはあなたをかわき望のぞむ。

        水みずなき、かわき衰おとろえた地ちにあるように、

        わが肉体にくたいはあなたを慕したいこがれる。

        2それでわたしはあなたの力ちからと栄さかえとを見みようと、

        聖所せいじょにあって目めをあなたに注そそいだ。

        3あなたのいつくしみは、いのちにもまさるゆえ、

        わがくちびるはあなたをほめたたえる。

        4わたしは生いきながらえる間あいだ、あなたをほめ、

        手てをあげて、み名なを呼よびまつる。

        5 63:6わたしが床とこの上うえであなたを思おもいだし、

        夜よのふけるままにあなたを深ふかく思おもうとき、

        わたしの魂たましいは髄ずいとあぶらとをもって

        もてなされるように飽あき足たり、

        わたしの口くちは喜よろこびのくちびるをもって

        あなたをほめたたえる。

        7あなたはわたしの助たすけとなられたゆえ、

        わたしはあなたの翼つばさの陰かげで喜よろこび歌うたう。

        8わたしの魂たましいはあなたにすがりつき、

        あなたの右みぎの手てはわたしをささえられる。

        9しかしわたしの魂たましいを滅ほろぼそうとたずね求もとめる者ものは

        地ちの深ふかき所ところに行いき、

        10つるぎの力ちからにわたされ、山犬やまいぬのえじきとなる。

        11しかし王おうは神かみにあって喜よろこび、

        神かみによって誓ちかう者ものはみな誇ほこることができる。

        偽いつわりを言いう者ものの口くちはふさがれるからである。

      

    

  


  


  
    第六十四篇


    
      聖歌せいか隊たいの指揮者しきしゃによってうたわせたダビデの歌うた


      
        1神かみよ、わたしが嘆なげき訴うったえるとき、

        わたしの声こえをお聞ききください。

        敵てきの恐おそれからわたしの命いのちをお守まもりください。

        2わたしを隠かくして、悪あくを行おこなう者ものの

        ひそかなはかりごとから免まぬかれさせ、

        不義ふぎを行おこなう者もののはかりごとから免まぬかれさせてください。

        3彼かれらはその舌したをつるぎのようにとぎ、

        苦にがい言葉ことばを矢やのように放はなち、

        4隠かくれた所ところから罪つみなき者ものを射いようとする。

        にわかに彼かれを射いて恐おそれることがない。

        5彼かれらは悪わるい企くわだてを固かたくたもち、

        共ともにはかり、ひそかにわなをかけて言いう、

        「だれがわれらを見破みやぶることができるか。

        6だれがわれらの罪つみをたずね出だすことができるか。

        われらは巧たくみに、

        はかりごとを考かんがえめぐらしたのだ」と。

        人ひとの内うちなる思おもいと心こころとは深ふかい。

        7しかし神かみは矢やをもって彼かれらを射いられる。

        彼かれらはにわかに傷きずをうけるであろう。

        8神かみは彼かれらの舌したのゆえに彼かれらを滅ほろぼされる。

        彼かれらを見みる者ものは皆みなそのこうべを振ふるであろう。

        9その時ときすべての人ひとは恐おそれ、神かみのみわざを宣のべ伝つたえ、

        そのなされた事ことを考かんがえるであろう。

        10正ただしい人ひとは主しゅにあって喜よろこび、かつ主しゅに寄より頼たのむ。

        すべて心こころの直なおき者ものは誇ほこることができる。

      

    

  


  


  
    第六十五篇


    
      聖歌せいか隊たいの指揮者しきしゃによってうたわせたダビデの歌うた、さんび


      
        1神かみよ、シオンにて、あなたをほめたたえることは

        ふさわしいことである。

        人ひとはあなたに誓ちかいを果はたすであろう。

        2 65:3祈いのりを聞きかれる方かたよ、

        すべての肉にくなる者ものは罪つみのゆえにあなたに来くる。

        われらのとががわれらに打うち勝かつとき、

        あなたはこれをゆるされる。

        4あなたに選えらばれ、あなたに近ちかづけられて、

        あなたの大庭おおにわに住すむ人ひとはさいわいである。

        われらはあなたの家いえ、あなたの聖せいなる宮みやの

        恵めぐみによって飽あくことができる。

        5われらの救すくいの神かみよ、

        地ちのもろもろのはてと、遠とおき海うみの望のぞみであるあなたは

        恐おそるべきわざにより、

        救すくいをもってわれらに答こたえられる。

        6あなたは大能たいのうを帯おび、

        そのみ力ちからによって、もろもろの山やまを堅かたく立たたせられる。

        7あなたは海うみの響ひびき、大波おおなみの響ひびき、

        もろもろの民たみの騒さわぎを静しずめられる。

        8それゆえ、地ちのはてに住すむ人々ひとびとも、

        あなたのもろもろのしるしを見みて恐おそれる。

        あなたは朝あさと夕ゆうの出でる所ところをして

        喜よろこび歌うたわせられる。

        9あなたは地ちに臨のぞんで、これに水みずをそそぎ、

        これを大おおいに豊ゆたかにされる。

        神かみの川かわは水みずで満みちている。

        あなたはそのように備そなえして

        彼かれらに穀物こくもつを与あたえられる。

        10あなたはその田たみぞを豊ゆたかにうるおし、

        そのうねを整ととのえ、夕立ゆうだちをもってそれを柔やわらかにし、

        そのもえ出でるのを祝福しゅくふくし、

        11またその恵めぐみをもって年としの冠かんむりとされる。

        あなたの道みちにはあぶらがしたたる。

        12野のの牧場まきばはしたたり、小山こやまは喜よろこびをまとい、

        13牧場まきばは羊ひつじの群むれを着き、

        もろもろの谷たには穀物こくもつをもっておおわれ、

        彼かれらは喜よろこび呼よばわって共ともに歌うたう。

      

    

  


  


  
    第六十六篇


    
      聖歌せいか隊たいの指揮者しきしゃによってうたわせた歌うた、さんび


      
        1全ぜん地ちよ、神かみにむかって喜よろこび呼よばわれ。

        2そのみ名なの栄光えいこうを歌うたえ。

        栄さかえあるさんびをささげよ。

        3神かみに告つげよ。

        「あなたのもろもろのみわざは恐おそるべきかな。

        大おおいなるみ力ちからによって、あなたの敵てきはみ前まえに屈服くっぷくし、

        4全ぜん地ちはあなたを拝おがみ、あなたをほめうたい、

        み名なをほめうたうであろう」と。〔セラ

        5来きて、神かみのみわざを見みよ。

        人ひとの子こらにむかってなされることは恐おそるべきかな。

        6神かみは海うみを変かえて、かわいた地ちとされた。

        人々ひとびとは徒歩とほで川かわを渡わたった。

        その所ところでわれらは神かみを喜よろこんだ。

        7神かみは大能たいのうをもって、とこしえに統すべ治おさめ、

        その目めはもろもろの国民くにたみを監視かんしされる。

        そむく者ものはみずからを高たかくしてはならない。〔セラ

        8もろもろの民たみよ、われらの神かみをほめよ。

        神かみをほめたたえる声こえを聞きこえさせよ。

        9神かみはわれらを生いきながらえさせ、

        われらの足あしのすべるのをゆるされない。

        10神かみよ、あなたはわれらを試こころみ、

        しろがねを練ねるように、われらを練ねられた。

        11あなたはわれらを網あみにひきいれ、

        われらの腰こしに重おもき荷にを置おき、

        12人々ひとびとにわれらの頭あたまの上うえを乗のり越こえさせられた。

        われらは火ひの中なか、水みずの中なかを通とおった。

        しかしあなたはわれらを広ひろい所ところに導みちびき出だされた。

        13わたしは燔祭はんさいをもってあなたの家いえに行いき、

        わたしの誓ちかいをあなたに果はたします。

        14これはわたしが悩なやみにあったとき、

        わたしのくちびるの言いい出だしたもの、

        わたしの口くちが約束やくそくしたものです。

        15わたしは肥こえたものの燔祭はんさいを

        雄羊おひつじのいけにえの煙けむりと共ともにあなたにささげ、

        雄牛おうしと雄おやぎとをささげます。〔セラ

        16すべて神かみを恐おそれる者ものよ、来きて聞きけ。

        神かみがわたしのためになされたことを告つげよう。

        17わたしは声こえをあげて神かみに呼よばわり、

        わが舌したをもって神かみをあがめた。

        18もしわたしが心こころに不義ふぎをいだいていたならば、

        主しゅはお聞ききにならないであろう。

        19しかし、まことに神かみはお聞ききになり、

        わが祈いのりの声こえにみこころをとめられた。

        20神かみはほむべきかな。

        神かみはわが祈いのりをしりぞけず、

        そのいつくしみをわたしから取とり去さられなかった。

      

    

  


  


  
    第六十七篇


    
      聖歌せいか隊たいの指揮者しきしゃによって琴ことにあわせてうたわせた歌うた、さんび


      
        1どうか、神かみがわれらをあわれみ、われらを祝福しゅくふくし、

        そのみ顔かおをわれらの上うえに照てらされるように。〔セラ

        2これはあなたの道みちがあまねく地ちに知しられ、

        あなたの救すくいの力ちからがもろもろの国民くにたみのうちに

        知しられるためです。

        3神かみよ、民たみらにあなたをほめたたえさせ、

        もろもろの民たみにあなたをほめたたえさせてください。

        4もろもろの国民くにたみを楽たのしませ、

        また喜よろこび歌うたわせてください。

        あなたは公平こうへいをもってもろもろの民たみをさばき、

        地ちの上うえなるもろもろの国民くにたみを導みちびかれるからです。〔セラ

        5神かみよ、民たみらにあなたをほめたたえさせ、

        もろもろの民たみにあなたをほめたたえさせてください。

        6地ちはその産物さんぶつを出だしました。

        神かみ、われらの神かみはわれらを祝福しゅくふくされました。

        7神かみはわれらを祝福しゅくふくされました。

        地ちのもろもろのはてにことごとく

        神かみを恐おそれさせてください。

      

    

  


  


  
    第六十八篇


    
      聖歌せいか隊たいの指揮者しきしゃによってうたわせたダビデの歌うた、さんび


      
        1神かみよ、立たちあがって、その敵てきを散ちらし、

        神かみを憎にくむ者ものをみ前まえから逃にげ去さらせてください。

        2煙けむりの追おいやられるように彼かれらを追おいやり、

        ろうの火ひの前まえに溶とけるように

        悪あしき者ものを神かみの前まえに滅ほろぼしてください。

        3しかし正ただしい者ものを喜よろこばせ、

        神かみの前まえに喜よろこび踊おどらせ、喜よろこび楽たのしませてください。

        4神かみにむかって歌うたえ、そのみ名なをほめうたえ。

        雲くもに乗のられる者ものにむかって歌声うたごえをあげよ。

        その名なは主しゅ、そのみ前まえに喜よろこび踊おどれ。

        5その聖せいなるすまいにおられる神かみは

        みなしごの父ちち、やもめの保護ほご者ものである。

        6神かみは寄よるべなき者ものに住すむべき家いえを与あたえ、

        めしゅうどを解といて幸福こうふくに導みちびかれる。

        しかしそむく者ものはかわいた地ちに住すむ。

        7神かみよ、あなたが民たみに先さきだち出でて、

        荒野あらのを進すすみ行いかれたとき、〔セラ

        8シナイの主しゅなる神かみの前まえに、

        イスラエルの神かみなる神かみの前まえに、

        地ちは震ふるい、天てんは雨あめを降ふらせました。

        9神かみよ、あなたは豊ゆたかな雨あめを降ふらせて、

        疲つかれ衰おとろえたあなたの嗣し業ぎょうの地ちを回復かいふくされ、

        10あなたの群むれは、そのうちにすまいを得えました。

        神かみよ、あなたは恵めぐみをもって

        貧まずしい者もののために備そなえられました。

        11主しゅは命令めいれいを下くだされる。

        おとずれを携たずさえた女おんなたちの大おおいなる群むれは言いう、

        12「もろもろの軍勢ぐんぜいの王おうたちは

        逃にげ去さり、逃にげ去さった」と。

        家いえにとどまる女おんなたちは獲物えものを分わける、

        13たとい彼かれらは羊ひつじのおりの中なかにとどまるとも。

        はとの翼つばさは、しろがねをもっておおわれ、

        その羽はねはきらめくこがねをもっておおわれる。

        14全能者ぜんのうしゃがかしこで王おうたちを散ちらされたとき、

        ザルモンに雪ゆきが降ふった。

        15神かみの山やま、バシャンの山やま、

        峰みねかさなる山やま、バシャンの山やまよ。

        16峰みねかさなるもろもろの山やまよ、

        何なにゆえ神かみがすまいにと望のぞまれた山やまをねたみ見みるのか。

        まことに主しゅはとこしえにそこに住すまわれる。

        17主しゅは神かみのいくさ車ぐるま幾いく千万せんまんをもって、

        シナイから聖所せいじょに来こられた。

        18あなたはとりこを率ひきい、

        人々ひとびとのうちから、またそむく者もののうちから

        贈おくり物ものをうけて、高たかい山やまに登のぼられた。

        主しゅなる神かみがそこに住すまわれるためである。

        19日々ひびにわれらの荷にを負おわれる主しゅはほむべきかな。

        神かみはわれらの救すくいである。〔セラ

        20われらの神かみは救すくいの神かみである。

        死しからのがれ得えるのは主しゅなる神かみによる。

        21神かみはその敵てきのこうべを打うち砕くだき、

        おのがとがの中なかに歩あゆむ者ものの

        毛深けぶかい頭あたまのいただきを打うち砕くだかれる。

        22主しゅは言いわれた、

        「わたしはバシャンから彼かれらを携たずさえ帰かえり、

        海うみの深ふかい所ところから彼かれらを携たずさえ帰かえる。

        23あなたはその足あしを彼かれらの血ちに浸ひたし、

        あなたの犬いぬの舌したはその分わけ前まえを

        敵てきから得えるであろう」と。

        24神かみよ、人々ひとびとはあなたのこうごうしい行列ぎょうれつを見みた。

        わが神かみ、わが王おうの、聖所せいじょに進すすみ行ゆかれるのを見みた。

        25歌うたう者ものは前まえに行いき、琴ことをひく者ものはあとになり、

        おとめらはその間あいだにあって手て鼓つづみを打うって言いう、

        26「大おおいなる集会しゅうかいで神かみをほめよ。

        イスラエルの源みなもとから出でた者ものよ、主しゅをほめまつれ」と。

        27そこに彼かれらを導みちびく年とし若わかいベニヤミンがおり、

        その群むれの中なかにユダの君きみたちがおり、

        ゼブルンの君きみたち、ナフタリの君きみたちがいる。

        28神かみよ、あなたの大能たいのうを奮ふるい起おこしてください。

        われらのために事ことをなされた神かみよ、

        あなたの力ちからをお示しめしください。

        29エルサレムにあるあなたの宮みやのために、

        王おうたちはあなたに贈おくり物ものをささげるでしょう。

        30葦あしの中なかに住すむ獣けもの、

        もろもろの民たみの子こ牛うしを率ひきいる雄牛おうしの群むれを

        いましめてください。

        みつぎ物ものをむさぼる者ものたちを足あしの下したに踏ふみつけ、

        戦たたかいを好このむもろもろの民たみを散ちらしてください。

        31青銅せいどうをエジプトから持もちきたらせ、

        エチオピヤには急いそいでその手てを

        神かみに伸のべさせてください。

        32地ちのもろもろの国くによ、神かみにむかって歌うたえ、

        主しゅをほめうたえ。〔セラ

        33いにしえからの天てんの天てんに乗のられる

        主しゅにむかってほめうたえ。

        見みよ、主しゅはみ声こえを出だし、力ちからあるみ声こえを出だされる。

        34力ちからを神かみに帰きせよ。その威光いこうはイスラエルの上うえにあり、

        その力ちからは雲くもの中なかにある。

        35神かみはその聖所せいじょで恐おそるべく、

        イスラエルの神かみはその民たみに力ちからと勢いきおいとを与あたえられる。

        神かみはほむべきかな。

      

    

  


  


  
    第六十九篇


    
      聖歌せいか隊たいの指揮者しきしゃによってゆりの花はなのしらべにあわせてうたわせたダビデの歌うた


      
        1神かみよ、わたしをお救すくいください。

        大水おおみずが流ながれ来きて、わたしの首くびにまで達たっしました。

        2わたしは足あしがかりもない深ふかい泥どろの中なかに沈しずみました。

        わたしは深ふかい水みずに陥おちいり、

        大水おおみずがわたしの上うえを流ながれ過すぎました。

        3わたしは叫さけびによって疲つかれ、わたしののどはかわき、

        わたしの目めは神かみを待まちわびて衰おとろえました。

        4ゆえなく、わたしを憎にくむ者ものは

        わたしの頭あたまの毛けよりも多おおく、

        偽いつわってわたしの敵てきとなり、

        わたしを滅ほろぼそうとする者ものは強つよいのです。

        わたしは盗ぬすまなかった物ものをも

        償つぐなわなければならないのですか。

        5神かみよ、あなたはわたしの愚おろかなことを

        知しっておられます。

        わたしのもろもろのとがは

        あなたに隠かくれることはありません。

        6万軍ばんぐんの神かみ、主しゅよ、あなたを待まち望のぞむ者ものが

        わたしの事ことによって、

        はずかしめられることのないようにしてください。

        イスラエルの神かみよ、あなたを求もとめる者ものが

        わたしの事ことによって、

        恥はじを負おわせられることのないようにしてください。

        7わたしはあなたのためにそしりを負おい、

        恥はじがわたしの顔かおをおおったのです。

        8わたしはわが兄弟きょうだいには、知しらぬ者ものとなり、

        わが母ははの子こらには、のけ者ものとなりました。

        9あなたの家いえを思おもう熱心ねっしんがわたしを食くいつくし、

        あなたをそしる者もののそしりが

        わたしに及およんだからです。

        10わたしが断食だんじきをもってわたしの魂たましいを悩なやませば、

        かえってそれによってそしりをうけました。

        11わたしが荒布あらぬのを衣ころもとすれば、

        かえって彼かれらのことわざとなりました。

        12わたしは門もんに座ざする者ものの話題わだいとなり、

        酔よいどれの歌うたとなりました。

        13しかし主しゅよ、わたしはあなたに祈いのります。

        神かみよ、恵めぐみの時ときに、

        あなたのいつくしみの豊ゆたかなるにより、

        わたしにお答こたえください。

        14あなたのまことの救すくいにより、

        わたしを泥どろの中なかに沈しずまぬよう助たすけ出だしてください。

        わたしを憎にくむ者ものから、

        また深ふかい水みずからわたしを助たすけ出だしてください。

        15大水おおみずがわたしの上うえを流ながれ過すぎることなく、

        淵ふちがわたしをのむことなく、

        穴あながその口くちをわたしの上うえに閉とじることのないように

        してください。

        16主しゅよ、あなたのいつくしみの深ふかきにより、

        わたしにお答こたえください。

        あなたのあわれみの豊ゆたかなるにより、

        わたしを顧かえりみてください。

        17あなたの顔かおをしもべに隠かくさないでください。

        わたしは悩なやんでいるのです。

        すみやかにわたしにお答こたえください。

        18わたしに近ちかく寄よって、わたしをあがない、

        わが敵てきのゆえにわたしをお救すくいください。

        19あなたはわたしの受うけるそしりと、

        恥はじと、はずかしめとを知しっておられます。

        わたしのあだは皆みなあなたの前まえにあります。

        20そしりがわたしの心こころを砕くだいたので、

        わたしは望のぞみを失うしないました。

        わたしは同情どうじょうする者ものを求もとめたけれども、ひとりもなく、

        慰なぐさめる者ものを求もとめたけれども、ひとりも見みませんでした。

        21彼かれらはわたしの食物しょくもつに毒どくを入いれ、

        わたしのかわいた時ときに酢すを飲のませました。

        22彼かれらの前まえの食卓しょくたくを網あみとし、

        彼かれらが犠牲ぎせいをささげる祭まつりを、わなとしてください。

        23彼かれらの目めを暗くらくして見みえなくし、

        彼かれらの腰こしを常つねに震ふるわせ、

        24あなたの憤いきどおりを彼かれらの上うえにそそぎ、

        あなたの激はげしい怒いかりを彼かれらに追おいつかせてください。

        25彼かれらの宿営しゅくえいを荒あらし、

        ひとりもその天幕てんまくに住すまわせないでください。

        26彼かれらはあなたが撃うたれた者ものを迫害はくがいし、

        あなたが傷きずつけられた者ものをさらに苦くるしめるからです。

        27彼かれらに、罰ばつに罰ばつを加くわえ、

        あなたの赦免しゃめんにあずからせないでください。

        28彼かれらをいのちの書かから消けし去さって、

        義人ぎじんのうちに記録きろくされることのないように

        してください。

        29しかしわたしは悩なやみ苦くるしんでいます。

        神かみよ、あなたの救すくいが

        わたしを高たかい所ところに置おかれますように。

        30わたしは歌うたをもって神かみの名なをほめたたえ、

        感謝かんしゃをもって神かみをあがめます。

        31これは雄牛おうしまたは角つのとひずめのある雄牛おうしにまさって

        主しゅを喜よろこばせるでしょう。

        32へりくだる者ものは、これを見みて喜よろこべ。

        神かみを求もとめる者ものよ、あなたがたの心こころを生いきかえらせよ。

        33主しゅは乏とぼしい者ものに聞きき、

        その捕とらわれ人びとをかろしめられないからである。

        34天てんと地ちは主しゅをほめたたえ、

        海うみとその中なかに動うごくあらゆるものは主しゅをほめたたえよ。

        35神かみはシオンを救すくい、

        ユダの町々まちまちを建たて直なおされるからである。

        そのしもべらはそこに住すんでこれを所有しょゆうし、

        36そのしもべらの子孫しそんはこれを継つぎ、

        み名なを愛あいする者ものはその中なかに住すむであろう。

      

    

  


  


  
    第七十篇


    
      聖歌せいか隊たいの指揮者しきしゃによってうたわせたダビデの記念きねんの歌うた


      
        1神かみよ、みこころならばわたしをお救すくいください。

        主しゅよ、すみやかにわたしをお助たすけください。

        2わたしのいのちをたずね求もとめる者ものどもを

        恥はじあわてさせてください。

        わたしのそこなわれることを願ねがう者ものどもを

        うしろに退しりぞかせ、恥はじを負おわせてください。

        3「あはぁ、あはぁ」と言いう者ものどもを

        自分じぶんの恥はじによって恐おそれおののかせてください。

        4すべてあなたを尋たずね求もとめる者ものは

        あなたによって喜よろこび楽たのしむように。

        あなたの救すくいを愛あいする者ものは

        つねに「神かみは大おおいなるかな」ととなえるように。

        5しかし、わたしは貧まずしく、かつ乏とぼしい。

        神かみよ、急いそいでわたしに来きてください。

        あなたはわが助たすけ、わが救主すくいぬしです。

        主しゅよ、ためらわないでください。

      

    

  


  


  
    第七十一篇


    
      1主しゅよ、わたしはあなたに寄より頼たのむ。

      とこしえにわたしをはずかしめないでください。

      2あなたの義ぎをもってわたしを助たすけ、

      わたしを救すくい出だしてください。

      あなたの耳みみを傾かたむけて、わたしをお救すくいください。

      3わたしのためにのがれの岩いわとなり、

      わたしを救すくう堅固けんごな城しろとなってください。

      あなたはわが岩いわ、わが城しろだからです。

      4わが神かみよ、悪あしき者ものの手てからわたしを救すくい、

      不義ふぎ、残忍ざんにんな人ひとの支配しはいから、

      わたしを救すくい出だしてください。

      5主しゅなる神かみよ、あなたはわたしの若わかい時ときからの

      わたしの望のぞみ、わたしの頼たのみです。

      6わたしは生うまれるときからあなたに寄より頼たのみました。

      あなたはわたしを母ははの胎たいから取とり出だされたかたです。

      わたしは常つねにあなたをほめたたえます。

      7わたしは多おおくの人ひとに

      怪あやしまれるような者ものとなりました。

      しかしあなたはわたしの堅固けんごな避さけ所どころです。

      8わたしの口くちはひねもす、あなたをたたえるさんびと、

      頌栄しょうえいとをもって満みたされています。

      9わたしが年老としおいた時とき、わたしを見離みはなさないでください。

      わたしが力ちから衰おとろえた時とき、わたしを見捨みすてないでください。

      10わたしの敵てきはわたしについて語かたり、

      わたしのいのちをうかがう者ものは共ともにはかって、

      11「神かみは彼かれを見捨みすてた。彼かれを助たすける者ものがないから

      彼かれを追おって捕とらえよ」と言いいます。

      12神かみよ、わたしに遠とおざからないでください。

      わが神かみよ、すみやかに来きてわたしを助たすけてください。

      13わたしにあだする者ものを恥はじさせ、滅ほろぼしてください。

      わたしをそこなわんとする者ものを、

      そしりと、はずかしめとをもっておおってください。

      14しかしわたしは絶たえず望のぞみをいだいて、

      いよいよあなたをほめたたえるでしょう。

      15わたしの口くちはひねもすあなたの義ぎと、

      あなたの救すくいとを語かたるでしょう。

      わたしはその数かずを知しらないからです。

      16わたしは主しゅなる神かみの大能たいのうのみわざを携たずさえゆき、

      ただあなたの義ぎのみを、ほめたたえるでしょう。

      17神かみよ、あなたはわたしを若わかい時ときから教おしえられました。

      わたしはなお、

      あなたのくすしきみわざを宣のべ伝つたえます。

      18神かみよ、わたしが年老としおいて、しらがとなるとも、

      あなたの力ちからをきたらんとするすべての代よに

      宣のべ伝つたえるまで、わたしを見捨みすてないでください。

      19神かみよ、あなたの大能たいのうと義ぎとは高たかい天てんにまで及およぶ。

      あなたは大おおいなる事ことをなされました。

      神かみよ、だれかあなたに等ひとしい者ものがあるでしょうか。

      20あなたはわたしを多おおくの重おもい悩なやみに

      あわされましたが、再ふたたびわたしを生いかし、

      地ちの深ふかい所ところから引ひきあげられるでしょう。

      21あなたはわたしの誉ほまれを増まし、

      再ふたたびわたしを慰なぐさめられるでしょう。

      22わが神かみよ、わたしはまた立琴たてごとをもって

      あなたと、あなたのまこととをほめたたえます。

      イスラエルの聖者せいじゃよ、

      わたしは琴ことをもってあなたをほめ歌うたいます。

      23わたしがあなたにむかってほめ歌うたうとき、

      わがくちびるは喜よろこび呼よばわり、

      あなたがあがなわれたわが魂たましいもまた

      喜よろこび呼よばわるでしょう。

      24わたしの舌したもまたひねもす

      あなたの義ぎを語かたるでしょう。

      わたしをそこなわんとした者ものが

      恥はじあわてたからです。

    

  


  


  
    第七十二篇


    
      ソロモンの歌うた


      
        1神かみよ、あなたの公平こうへいを王おうに与あたえ、

        あなたの義ぎを王おうの子こに与あたえてください。

        2彼かれは義ぎをもってあなたの民たみをさばき、

        公平こうへいをもってあなたの貧まずしい者ものをさばくように。

        3もろもろの山やまと丘おかとは義ぎによって

        民たみに平和へいわを与あたえるように。

        4彼かれは民たみの貧まずしい者ものの訴うったえを弁護べんごし、

        乏とぼしい者ものに救すくいを与あたえ、

        しえたげる者ものを打うち砕くだくように。

        5彼かれは日ひと月つきとのあらんかぎり、

        世々よよ生いきながらえるように。

        6彼かれは刈かり取とった牧草まきぐさの上うえに降ふる雨あめのごとく、

        地ちを潤うるおす夕立ゆうだちのごとく臨のぞむように。

        7彼あの世よに義ぎは栄さかえ、

        平和へいわは月つきのなくなるまで豊ゆたかであるように。

        8彼かれは海うみから海うみまで治おさめ、

        川かわから地ちのはてまで治おさめるように。

        9彼かれのあだは彼かれの前まえにかがみ、

        彼かれの敵てきはちりをなめるように。

        10タルシシおよび島々しまじまの王おうたちはみつぎを納おさめ、

        シバとセバの王おうたちは贈おくり物ものを携たずさえて来くるように。

        11もろもろの王おうは彼かれの前まえにひれ伏ふし、

        もろもろの国民くにたみは彼かれに仕つかえるように。

        12彼かれは乏とぼしい者ものをその呼よばわる時ときに救すくい、

        貧まずしい者ものと、助たすけなき者ものとを救すくう。

        13彼かれは弱よわい者ものと乏とぼしい者ものとをあわれみ、

        乏とぼしい者もののいのちを救すくい、

        14彼かれらのいのちを、しえたげと暴力ぼうりょくとからあがなう。

        彼かれらの血ちは彼かれの目めに尊たっとい。

        15彼かれは生いきながらえ、

        シバの黄金おうごんが彼かれにささげられ、

        彼かれのために絶たえず祈いのりがささげられ、

        ひねもす彼かれのために祝福しゅくふくが求もとめられるように。

        16国くにのうちには穀物こくもつが豊ゆたかにみのり、

        その実みはレバノンのように山々やまやまの頂いただきに波打なみうち、

        人々ひとびとは野のの草くさのごとく町々まちまちに栄さかえるように。

        17彼かれの名なはとこしえに続つづき、

        その名声めいせいは日ひのあらん限かぎり、絶たえることのないように。

        人々ひとびとは彼かれによって祝福しゅくふくを得え、

        もろもろの国民くにたみは彼かれをさいわいなる者ものと

        となえるように。

        18イスラエルの神かみ、主しゅはほむべきかな。

        ただ主しゅのみ、くすしきみわざをなされる。

        19その光栄こうえいある名なはとこしえにほむべきかな。

        全ぜん地ちはその栄光えいこうをもって満みたされるように。

        アァメン、アァメン。

        20エッサイの子こダビデの祈いのりは終おわった。

      

    

  


  


  
    第七十三篇


    
      アサフの歌うた


      
        1神かみは正ただしい者ものにむかい、

        心こころの清きよい者ものにむかって、まことに恵めぐみふかい。

        2しかし、わたしは、わたしの足あしがつまずくばかり、

        わたしの歩あゆみがすべるばかりであった。

        3これはわたしが、悪あしき者ものの栄さかえるのを見みて、

        その高たかぶる者ものをねたんだからである。

        4彼かれらには苦くるしみがなく、

        その身みはすこやかで、つやがあり、

        5ほかの人々ひとびとのように悩なやむことがなく、

        ほかの人々ひとびとのように打うたれることはない。

        6それゆえ高慢こうまんは彼かれらの首くび飾かざりとなり、

        暴力ぼうりょくは衣ころものように彼かれらをおおっている。

        7彼かれらは肥こえ太ふとって、その目めはとびいで、

        その心こころは愚おろかな思おもいに満みちあふれている。

        8彼かれらはあざけり、悪意あくいをもって語かたり、

        高たかぶって、しえたげを語かたる。

        9彼かれらはその口くちを天てんにさからって置おき、

        その舌したは地ちをあるきまわる。

        10それゆえ民たみは心こころを変かえて彼かれらをほめたたえ、

        彼かれらのうちにあやまちを認みとめない。

        11彼かれらは言いう、「神かみはどうして知しり得えようか、

        いと高たかき者ものに知識ちしきがあろうか」と。

        12見みよ、これらは悪あしき者ものであるのに、

        常つねに安やすらかで、その富とみが増まし加くわわる。

        13まことに、わたしはいたずらに心こころをきよめ、

        罪つみを犯おかすことなく手てを洗あらった。

        14わたしはひねもす打うたれ、

        朝あさごとに懲こらしめをうけた。

        15もしわたしが「このような事ことを語かたろう」と言いったなら、

        わたしはあなたの子こらの代よを誤あやまらせたであろう。

        16しかし、わたしがこれを知しろうと思おもいめぐらしたとき、

        これはわたしにめんどうな仕事しごとのように思おもわれた。

        17わたしが神かみの聖所せいじょに行いって、

        彼かれらの最後さいごを悟さとり得えたまではそうであった。

        18まことにあなたは彼かれらをなめらかな所ところに置おき、

        彼かれらを滅ほろびに陥おちいらせられる。

        19なんと彼かれらはまたたくまに滅ほろぼされ、

        恐おそれをもって全まったく一掃いっそうされたことであろう。

        20あなたが目めをさまして

        彼かれらの影かげをかろしめられるとき、

        彼かれらは夢ゆめみた人ひとの目めをさました時ときのようである。

        21わたしの魂たましいが痛いたみ、わたしの心こころが刺さされたとき、

        22わたしは愚おろかで悟さとりがなく、

        あなたに対たいしては獣けもののようであった。

        23けれどもわたしは常つねにあなたと共ともにあり、

        あなたはわたしの右みぎの手てを保たもたれる。

        24あなたはさとしをもってわたしを導みちびき、

        その後のちわたしを受うけて栄光えいこうにあずからせられる。

        25わたしはあなたのほかに、だれを天てんにもち得えよう。

        地ちにはあなたのほかに慕したうものはない。

        26わが身みとわが心こころとは衰おとろえる。

        しかし神かみはとこしえにわが心こころの力ちから、わが嗣し業ぎょうである。

        27見みよ、あなたに遠とおい者ものは滅ほろびる。

        あなたは、あなたにそむく者ものを滅ほろぼされる。

        28しかし神かみに近ちかくあることはわたしに良よいことである。

        わたしは主しゅなる神かみをわが避さけ所どころとして、

        あなたのもろもろのみわざを宣のべ伝つたえるであろう。

      

    

  


  


  
    第七十四篇


    
      アサフのマスキールの歌うた


      
        1神かみよ、なぜ、われらをとこしえに捨すてられるのですか。

        なぜ、あなたの牧まきの羊ひつじに怒いかりを燃もやされるのですか。

        2昔むかしあなたが手てに入いれられたあなたの公会こうかい、

        すなわち、あなたの嗣し業ぎょうの部族ぶぞくとなすために

        あがなわれたものを思おもい出だしてください。

        あなたが住すまわれたシオンの山やまを

        思おもい出だしてください。

        3とこしえの滅ほろびの跡あとに、あなたの足あしを向むけてください。

        敵てきは聖所せいじょで、すべての物ものを破壊はかいしました。

        4あなたのあだは聖所せいじょの中なかでほえさけび、

        彼かれらのしるしを立たてて、しるしとしました。

        5彼かれらは上うえの入口いりぐちでは、おのをもって

        木きの格子こうし垣かきを切きり倒たおしました。

        6また彼かれらは手ておのと鎚つちとをもって

        聖所せいじょの彫ほり物ものをことごとく打うち落おとしました。

        7彼かれらはあなたの聖所せいじょに火ひをかけ、

        み名なのすみかをけがして、地ちに倒たおしました。

        8彼かれらは心こころのうちに言いいました、

        「われらはことごとくこれを滅ほろぼそう」と。

        彼かれらは国くにのうちの神かみの会堂かいどうをことごとく焼やきました。

        9われらは自分じぶんたちのしるしを見みません。

        預言者よげんしゃも今いまはいません。

        そしていつまで続つづくのか、われらのうちには、

        知しる者ものがありません。

        10神かみよ、あだはいつまであざけるでしょうか。

        敵てきはとこしえにあなたの名なをののしるでしょうか。

        11なぜあなたは手てを引ひかれるのですか。

        なぜあなたは右みぎの手てを

        ふところに入いれておかれるのですか。

        12神かみはいにしえからわたしの王おうであって、

        救すくいを世よの中なかに行おこなわれた。

        13あなたはみ力ちからをもって海うみをわかち、

        水みずの上うえの龍りゅうの頭あたまを砕くだかれた。

        14あなたはレビヤタンの頭あたまをくだき、

        これを野のの獣けものに与あたえてえじきとされた。

        15あなたは泉いずみと流ながれとを開ひらき、

        絶たえず流ながれるもろもろの川かわをからされた。

        16昼ひるはあなたのもの、夜よるもまたあなたのもの。

        あなたは光ひかりと太陽たいようとを設もうけられた。

        17あなたは地ちのもろもろの境さかいを定さだめ、

        夏なつと冬ふゆとを造つくられた。

        18主しゅよ、敵てきはあなたをあざけり、

        愚おろかな民たみはあなたのみ名なをののしります。

        この事ことを思おもい出だしてください。

        19どうかあなたのはとの魂たましいを

        野のの獣けものにわたさないでください。

        貧まずしい者もののいのちをとこしえに忘わすれないでください。

        20あなたの契約けいやくをかえりみてください。

        地ちの暗くらい所ところは暴力ぼうりょくのすまいで満みちています。

        21しえたげられる者ものを恥はじさせないでください。

        貧まずしい者ものと乏とぼしい者ものとに

        み名なをほめたたえさせてください。

        22神かみよ、起おきてあなたの訴うったえをあげつらい、

        愚おろかな者もののひねもすあなたをあざけるのを

        みこころにとめてください。

        23あなたのあだの叫さけびを忘わすれないでください。

        あなたの敵てきの絶たえずあげる騒さわぎを

        忘わすれないでください。

      

    

  


  


  
    第七十五篇


    
      聖歌せいか隊たいの指揮者しきしゃによって、「滅ほろぼすな」というしらべにあわせてうたわせたアサフの歌うた、さんび


      
        1神かみよ、われらはあなたに感謝かんしゃします。

        われらは感謝かんしゃします。

        われらはあなたのみ名なを呼よび、

        あなたのくすしきみわざを語かたります。

        2定さだまった時ときが来くれば、

        わたしは公平こうへいをもってさばく。

        3地ちとすべてこれに住すむものがよろめくとき、

        わたしはその柱はしらを堅かたくする。〔セラ

        4わたしは、誇ほこる者ものには「誇ほこるな」と言いい、

        悪あしき者ものには「角つのをあげるな、

        5角つのを高たかくあげるな、

        高慢こうまんな態度たいどをもって語かたるな」と言いう。

        6上あげることは東ひがしからでなく、西にしからでなく、

        また荒野あらのからでもない。

        7それはさばきを行おこなわれる神かみであって、

        神かみはこれを下さげ、かれを上あげられる。

        8主しゅの手てには杯さかずきがあって、

        よく混まぜた酒さけがあわだっている。

        主しゅがこれを注そそぎ出だされると、

        地ちのすべての悪あしき者ものは

        これを一滴いってきも残のこさずに飲のみつくすであろう。

        9しかしわたしはとこしえに喜よろこび、

        ヤコブの神かみをほめうたいます。

        10悪あしき者ものの角つのはことごとく切きり離はなされるが

        正ただしい者ものの角つのはあげられるであろう。

      

    

  


  


  
    第七十六篇


    
      聖歌せいか隊たいの指揮者しきしゃによって琴ことにあわせてうたわせたアサフの歌うた、さんび


      
        1神かみはユダに知しられ、

        そのみ名なはイスラエルにおいて偉大いだいである。

        2その幕屋まくやはサレムにあり、

        そのすまいはシオンにある。

        3かしこで神かみは弓ゆみの火矢ひやを折おり、

        盾たてとつるぎと戦たたかいの武器ぶきをこわされた。〔セラ

        4あなたは永久えいきゅうの山々やまやまにまさって

        光栄こうえいあり、威厳いげんがある。

        5雄々おおしい者ものはかすめられ、彼かれらは眠ねむりに沈しずみ、

        いくさびとは皆みなその手てを施ほどこすことができなかった。

        6ヤコブの神かみよ、あなたのとがめによって、

        乗のり手てと馬うまとは深ふかい眠ねむりに陥おちいった。

        7しかし、あなたこそは恐おそるべき方かたである。

        あなたが怒いかりを発はっせられるとき、

        だれがみ前まえに立たつことができよう。

        8 76:9あなたは天てんからさばきを仰おおせられた。

        神かみが地ちのしえたげられた者ものを救すくうために、

        さばきに立たたれたとき、地ちは恐おそれて、沈黙ちんもくした。〔セラ

        10まことに人ひとの怒いかりはあなたをほめたたえる。

        怒いかりの余あまりをあなたは帯おびとされる。

        11あなたがたの神かみ、主しゅに誓ちかいを立たてて、それを償つぐなえ。

        その周囲しゅういのすべての者ものは

        恐おそるべき主しゅに贈おくり物ものをささげよ。

        12主しゅはもろもろの君きみたちのいのちを断たたれる。

        主しゅは地ちの王おうたちの恐おそるべき者ものである。

      

    

  


  


  
    第七十七篇


    
      聖歌せいか隊たいの指揮者しきしゃによってエドトンのしらべにしたがってうたわせたアサフの歌うた


      
        1わたしは神かみにむかい声こえをあげて叫さけぶ。

        わたしが神かみにむかって声こえをあげれば、

        神かみはわたしに聞きかれる。

        2わたしは悩なやみの日ひに主しゅをたずね求もとめ、

        夜よるはわが手てを伸のべてたゆむことなく、

        わが魂たましいは慰なぐさめられるのを拒こばむ。

        3わたしは神かみを思おもうとき、嘆なげき悲かなしみ、

        深ふかく思おもうとき、わが魂たましいは衰おとろえる。〔セラ

        4あなたはわたしのまぶたをささえて閉とじさせず、

        わたしは物言ものいうこともできないほどに悩なやむ。

        5わたしは昔むかしの日ひを思おもい、

        いにしえの年としを思おもう。

        6わたしは夜よる、わが心こころと親したしく語かたり、

        深ふかく思おもうてわが魂たましいを探さぐり、言いう、

        7「主しゅはとこしえにわれらを捨すてられるであろうか。

        ふたたび、めぐみを施ほどこされないであろうか。

        8そのいつくしみはとこしえに絶たえ、

        その約束やくそくは世々よよながくすたれるであろうか。

        9神かみは恵めぐみを施ほどこすことを忘わすれ、怒いかりをもって

        そのあわれみを閉とじられたであろうか」と。〔セラ

        10その時ときわたしは言いう、「わたしの悲かなしみは

        いと高たかき者ものの右みぎの手てが変かわったことである」と。

        11わたしは主しゅのみわざを思おもい起おこす。

        わたしは、いにしえからの

        あなたのくすしきみわざを思おもいいだす。

        12わたしは、あなたのすべてのみわざを思おもい、

        あなたの力ちからあるみわざを深ふかく思おもう。

        13神かみよ、あなたの道みちは聖せいである。

        われらの神かみのように大おおいなる神かみはだれか。

        14あなたは、くすしきみわざを行おこなわれる神かみである。

        あなたは、もろもろの民たみの間あいだに、その大能たいのうをあらわし、

        15その腕うでをもっておのれの民たみをあがない、

        ヤコブとヨセフの子こらをあがなわれた。〔セラ

        16神かみよ、大水おおみずはあなたを見みた。

        大水おおみずはあなたを見みておののき、淵ふちもまた震ふるえた。

        17雲くもは水みずを注そそぎいだし、空そらは雷かみなりをとどろかし、

        あなたの矢やは四方しほうにきらめいた。

        18あなたの雷かみなりのとどろきは、つむじ風かぜの中なかにあり、

        あなたのいなずまは世よを照てらし、地ちは震ふるい動うごいた。

        19あなたの大路おおじは海うみの中なかにあり、

        あなたの道みちは大水おおみずの中なかにあり、

        あなたの足跡あしあとはたずねえなかった。

        20あなたは、その民たみをモーセとアロンの手てによって

        羊ひつじの群むれのように導みちびかれた。

      

    

  


  


  
    第七十八篇


    
      アサフのマスキールの歌うた


      
        1わが民たみよ、わが教おしえを聞きき、

        わが口くちの言葉ことばに耳みみを傾かたむけよ。

        2わたしは口くちを開ひらいて、たとえを語かたり、

        いにしえからの、なぞを語かたろう。

        3これはわれらがさきに聞きいて知しったこと、

        またわれらの先祖せんぞたちが

        われらに語かたり伝つたえたことである。

        4われらはこれを子孫しそんに隠かくさず、主しゅの光栄こうえいあるみわざと、

        その力ちからと、主しゅのなされたくすしきみわざとを

        きたるべき代よに告つげるであろう。

        5主しゅはあかしをヤコブのうちにたて、

        おきてをイスラエルのうちに定さだめて、

        その子孫しそんに教おしえうべきことを

        われらの先祖せんぞたちに命めいじられた。

        6これは次つぎの代よに生うまれる子孫しそんがこれを知しり、

        みずから起おこって、そのまた子孫しそんにこれを伝つたえ、

        7彼かれらをして神かみに望のぞみをおき、

        神かみのみわざを忘わすれず、その戒いましめを守まもらせるためである。

        8またその先祖せんぞたちのようにかたくなで、

        そむく者もののやからとなり、その心こころが定さだまりなく、

        その魂たましいが神かみに忠実ちゅうじつでないやからと

        ならないためである。

        9エフライムの人々ひとびとは武装ぶそうし、弓ゆみを携たずさえたが、

        戦たたかいの日ひに引ひき返かえした。

        10彼かれらは神かみの契約けいやくを守まもらず、

        そのおきてにしたがって歩あゆむことを拒こばみ、

        11神かみがなされた事ことと、

        彼かれらに示しめされたくすしきみわざとを忘わすれた。

        12神かみはエジプトの地ちと、ゾアンの野ので

        くすしきみわざを彼かれらの先祖せんぞたちの前まえに行おこなわれた。

        13神かみは海うみを分わけて彼かれらを通とおらせ、

        水みずを立たたせて山やまのようにされた。

        14昼ひるは雲くもをもって彼かれらを導みちびき、

        夜よるは、よもすがら火ひの光ひかりをもって彼かれらを導みちびかれた。

        15神かみは荒野あらので岩いわを裂さき、

        淵ふちから飲のむように豊ゆたかに彼かれらに飲のませ、

        16また岩いわから流ながれを引ひいて、

        川かわのように水みずを流ながれさせられた。

        17ところが彼かれらはなお神かみにむかって罪つみをかさね、

        荒野あらのでいと高たかき者ものにそむき、

        18おのが欲よくのために食物しょくもつを求もとめて、

        その心こころのうちに神かみを試こころみた。

        19また彼かれらは神かみに逆さからって言いった、

        「神かみは荒野あらのに宴うたげを設もうけることができるだろうか。

        20見みよ、神かみが岩いわを打うたれると、

        水みずはほとばしりいで、流ながれがあふれた。

        神かみはまたパンを与あたえることができるだろうか。

        民たみのために肉にくを備そなえることができるだろうか」と。

        21それゆえ、主しゅは聞きいて憤いきどおられた。

        火ひはヤコブにむかって燃もえあがり、

        怒いかりはイスラエルにむかって立たちのぼった。

        22これは彼かれらが神かみを信しんぜず、

        その救すくいの力ちからを信用しんようしなかったからである。

        23しかし神かみは上うえなる大空おおぞらに命めいじて天てんの戸とを開ひらき、

        24彼かれらの上うえにマナを降ふらせて食たべさせ、

        天てんの穀物こくもつを彼かれらに与あたえられた。

        25人ひとは天使てんしのパンを食たべた。

        神かみは彼かれらに食物しょくもつをおくって飽あき足たらせられた。

        26神かみは天てんに東風ひがしかぜを吹ふかせ、

        み力ちからをもって南風みなみかぜを導みちびかれた。

        27神かみは彼かれらの上うえに肉にくをちりのように降ふらせ、

        翼つばさある鳥とりを海うみの砂すなのように降ふらせて、

        28その宿営しゅくえいのなか、そのすまいのまわりに落おとされた。

        29こうして彼かれらは食たべて、飽あき足たることができた。

        神かみが彼かれらにその望のぞんだものを与あたえられたからである。

        30ところが彼かれらがまだその欲よくを離はなれず、

        食物しょくもつがなお口くちの中なかにあるうちに、

        31神かみの怒いかりが彼かれらにむかって立たちのぼり、

        彼かれらのうちの最もっとも強つよい者ものを殺ころし、

        イスラエルのうちのえり抜ぬきの者ものを打うち倒たおされた。

        32すべてこれらの事ことがあったにもかかわらず、

        彼かれらはなお罪つみを犯おかし、

        そのくすしきみわざを信しんじなかった。

        33それゆえ神かみは彼かれらの日ひを息いきのように消きえさせ、

        彼かれらの年としを恐おそれをもって過すごさせられた。

        34神かみが彼かれらを殺ころされたとき、彼かれらは神かみをたずね、

        悔くいて神かみを熱心ねっしんに求もとめた。

        35こうして彼かれらは、神かみは彼かれらの岩いわ、いと高たかき神かみは

        彼かれらのあがないぬしであることを思おもい出だした。

        36しかし彼かれらはその口くちをもって神かみにへつらい、

        その舌したをもって神かみに偽いつわりを言いった。

        37彼かれらの心こころは神かみにむかって堅実けんじつでなく、

        神かみの契約けいやくに真実しんじつでなかった。

        38しかし神かみはあわれみに富とまれるので、

        彼かれらの不義ふぎをゆるして滅ほろぼさず、

        しばしばその怒いかりをおさえて、

        その憤いきどおりをことごとくふり起おこされなかった。

        39また神かみは、彼かれらがただ肉にくであって、

        過すぎ去されば再ふたたび帰かえりこぬ風かぜであることを

        思おもい出だされた。

        40幾いくたび彼かれらは野ので神かみにそむき、

        荒野あらので神かみを悲かなしませたことであろうか。

        41彼かれらはかさねがさね神かみを試こころみ、

        イスラエルの聖者せいじゃを怒いからせた。

        42彼かれらは神かみの力ちからをも、

        神かみが彼かれらをあだからあがなわれた日ひをも

        思おもい出ださなかった。

        43神かみはエジプトでもろもろのしるしをおこない、

        ゾアンの野のでもろもろの奇跡きせきをおこない、

        44彼かれらの川かわを血ちに変かわらせて、

        その流ながれを飲のむことができないようにされた。

        45神かみははえの群むれを彼かれらのうちに送おくって彼かれらを食くわせ、

        かえるを送おくって彼かれらを滅ほろぼされた。

        46また神かみは彼かれらの作物さくもつを青虫あおむしにわたし、

        彼かれらの勤労きんろうの実みをいなごにわたされた。

        47神かみはひょうをもって彼かれらのぶどうの木きを枯からし、

        霜しもをもって彼かれらのいちじく桑くわの木きを枯からされた。

        48神かみは彼かれらの家畜かちくをひょうにわたし、

        彼かれらの群むれを燃もえるいなずまにわたされた。

        49神かみは彼かれらの上うえに激はげしい怒いかりと、憤いきどおりと、

        恨うらみと、悩なやみと、滅ほろぼす天使てんしの群むれとを放はなたれた。

        50神かみはその怒いかりのために道みちを設もうけ、

        彼かれらの魂たましいを死しから免まぬかれさせず、

        そのいのちを疫病えきびょうにわたされた。

        51神かみはエジプトですべてのういごを撃うち、

        ハムの天幕てんまくで彼かれらの力ちからの初はじめの子こを撃うたれた。

        52こうして神かみはおのれの民たみを羊ひつじのように引ひき出だし、

        彼かれらを荒野あらので羊ひつじの群むれのように導みちびき、

        53彼かれらを安やすらかに導みちびかれたので

        彼かれらは恐おそれることがなかった。

        しかし海うみは彼かれらの敵てきをのみつくした。

        54神かみは彼かれらをその聖地せいちに伴ともない、

        その右みぎの手てをもって獲えたこの山やまに伴ともないこられた。

        55神かみは彼かれらの前まえからもろもろの国民くにたみを追おい出だし、

        その地ちを分わけて嗣し業ぎょうとし、

        イスラエルの諸しょ族ぞくを彼かれらの天幕てんまくに住すまわせられた。

        56しかし彼かれらはいと高たかき神かみを試こころみ、これにそむいて、

        そのもろもろのあかしを守まもらず、

        57そむき去さって、先祖せんぞたちのように真実しんじつを失うしない、

        狂くるった弓ゆみのようにねじれた。

        58彼かれらは高たかき所ところを設もうけて神かみを怒いからせ、

        刻きざんだ像ぞうをもって神かみのねたみを起おこした。

        59神かみは聞きいて大おおいに怒いかり、

        イスラエルを全まったくしりぞけられた。

        60神かみは人々ひとびとのなかに設もうけた幕屋まくやなる

        シロのすまいを捨すて、

        61その力ちからをとりことならせ、

        その栄光えいこうをあだの手てにわたされた。

        62神かみはその民たみをつるぎにわたし、

        その嗣し業ぎょうにむかって大おおいなる怒いかりをもらされた。

        63火ひは彼かれらの若者わかものたちを焼やきつくし、

        彼かれらのおとめたちは婚姻こんいんの歌うたを失うしない、

        64彼かれらの祭司さいしたちはつるぎによって倒たおれ、

        彼かれらのやもめたちは嘆なげき悲かなしむことさえしなかった。

        65そのとき主しゅは眠ねむった者もののさめたように、

        勇士ゆうしが酒さけによって叫さけぶように目めをさまして、

        66そのあだを撃うち退しりぞけ、

        とこしえの恥はじを彼かれらに負おわせられた。

        67神かみはヨセフの天幕てんまくをしりぞけ、

        エフライムの部族ぶぞくを選えらばず、

        68ユダの部族ぶぞくを選えらび、

        神かみの愛あいするシオンの山やまを選えらばれた。

        69神かみはその聖所せいじょを高たかい天てんのように建たて、

        とこしえに基もといを定さだめられた地ちのように建たてられた。

        70神かみはそのしもべダビデを選えらんで、

        羊ひつじのおりから取とり、

        71乳ちちを与あたえる雌めす羊ひつじの番ばんをするところからつれて来きて、

        その民たみヤコブ、その嗣し業ぎょうイスラエルの牧者ぼくしゃとされた。

        72こうして彼かれは直なおき心こころをもって彼かれらを牧ぼくし、

        巧たくみな手てをもって彼かれらを導みちびいた。

      

    

  


  


  
    第七十九篇


    
      アサフの歌うた


      
        1神かみよ、もろもろの異邦人いほうじんはあなたの嗣し業ぎょうの地ちを侵おかし、

        あなたの聖せいなる宮みやをけがし、

        エルサレムを荒塚あらつかとしました。

        2彼かれらはあなたのしもべのしかばねを

        空そらの鳥とりに与あたえてえさとし、

        あなたの聖徒せいとの肉にくを地ちの獣けものに与あたえ、

        3その血ちをエルサレムのまわりに水みずのように流ながし、

        これを葬ほうむる人ひとがありませんでした。

        4われらは隣となり人びとにそしられ、

        まわりの人々ひとびとに侮あなどられ、あざけられる者ものとなりました。

        5主しゅよ、いつまでなのですか。

        とこしえにお怒いかりになられるのですか。

        あなたのねたみは火ひのように燃もえるのですか。

        6どうか、あなたを知しらない異邦人いほうじんと、

        あなたの名なを呼よばない国々くにぐにの上うえに

        あなたの怒いかりを注そそいでください。

        7彼かれらはヤコブを滅ほろぼし、

        そのすみかを荒あらしたからです。

        8われらの先祖せんぞたちの不義ふぎをみこころにとめられず、

        あわれみをもって、すみやかにわれらを

        迎むかえてください。

        われらは、はなはだしく低ひくくされたからです。

        9われらの救すくいの神かみよ、

        み名なの栄光えいこうのためにわれらを助たすけ、

        み名なのためにわれらを救すくい、

        われらの罪つみをおゆるしください。

        10どうして異邦人いほうじんは言いうのでしょう、

        「彼かれらの神かみはどこにいるのか」と。

        あなたのしもべらの流ながされた血ちの報むくいを

        われらのまのあたりになして、

        異邦人いほうじんに知しらせてください。

        11捕とらわれ人びとの嘆なげきを

        あなたのみ前まえにいたらせ、

        あなたの大おおいなる力ちからにより、

        死しに定さだめられた者ものを守まもりながらえさせてください。

        12主しゅよ、われらの隣となり人びとがあなたをそしったそしりを

        七倍ばいにして彼かれらのふところに報むくい返かえしてください。

        13そうすれば、あなたの民たみ、あなたの牧まきの羊ひつじは、

        とこしえにあなたに感謝かんしゃし、

        世々よよあなたをほめたたえるでしょう。

      

    

  


  


  
    第八十篇


    
      聖歌せいか隊たいの指揮者しきしゃによってゆりの花はなのしらべにあわせてうたわせたアサフのあかしの歌うた


      
        1イスラエルの牧者ぼくしゃよ、

        羊ひつじの群むれのようにヨセフを導みちびかれる者ものよ、

        耳みみを傾かたむけてください。

        ケルビムの上うえに座ざせられる者ものよ、

        光ひかりを放はなってください。

        2エフライム、ベニヤミン、マナセの前まえに

        あなたの力ちからを振ふり起おこし、

        来きて、われらをお救すくいください。

        3神かみよ、われらをもとに返かえし、

        み顔かおの光ひかりを照てらしてください。

        そうすればわれらは救すくいをえるでしょう。

        4万軍ばんぐんの神かみ、主しゅよ、

        いつまで、その民たみの祈いのりにむかって

        お怒いかりになるのですか。

        5あなたは涙なみだのパンを彼かれらに食くわせ、

        多おおくの涙なみだを彼かれらに飲のませられました。

        6あなたはわれらを隣となり人びとのあざけりとし、

        われらの敵てきはたがいにあざわらいました。

        7万軍ばんぐんの神かみよ、われらをもとに返かえし、

        われらの救すくわれるため、み顔かおの光ひかりを照てらしてください。

        8あなたは、ぶどうの木きをエジプトから携たずさえ出だし、

        もろもろの国民くにたみを追おい出だして、これを植うえられました。

        9あなたはこれがために地ちを開ひらかれたので、

        深ふかく根ねざして、国くににはびこりました。

        10山々やまやまはその影かげでおおわれ、

        神かみの香柏こうはくはその枝えだでおおわれました。

        11これはその枝えだを海うみにまでのべ、

        その若わか枝えだを大川おおかわにまでのべました。

        12あなたは何なにゆえ、そのかきをくずして

        道みちゆくすべての人ひとにその実みを

        摘つみ取とらせられるのですか。

        13林はやしのいのししはこれを荒あらし、

        野ののすべての獣けものはこれを食たべます。

        14万軍ばんぐんの神かみよ、再ふたたび天てんから見みおろして、

        このぶどうの木きをかえりみてください。

        15あなたの右みぎの手ての植うえられた幹みきと、

        みずからのために強つよくされた枝えだとを

        かえりみてください。

        16彼かれらは火ひをもってこれを焼やき、

        これを切きり倒たおしました。

        彼かれらをみ顔かおのとがめによって滅ほろぼしてください。

        17しかしあなたの手てをその右みぎの手ての人ひとの上うえにおき、

        みずからのために強つよくされた人ひとの子この上うえに

        おいてください。

        18そうすれば、われらはあなたを

        離はなれ退しりぞくことはありません。

        われらを生いかしてください。

        われらはあなたのみ名なを呼よびます。

        19万軍ばんぐんの神かみ、主しゅよ、われらをもとに返かえし、

        み顔かおの光ひかりを照てらしてください。

        そうすればわれらは救すくいをえるでしょう。

      

    

  


  


  
    第八十一篇


    
      聖歌せいか隊たいの指揮者しきしゃによってギテトのしらべにあわせてうたわせたアサフの歌うた


      
        1われらの力ちからなる神かみにむかって高たからかに歌うたえ。

        ヤコブの神かみにむかって喜よろこびの声こえをあげよ。

        2歌うたをうたい、鼓つづみを打うて。

        良よい音ねの琴ことと立琴たてごととをかきならせ。

        3新月しんげつと満月まんげつとわれらの祭まつりの日ひとに

        ラッパを吹ふきならせ。

        4これはイスラエルの定さだめ、

        ヤコブの神かみのおきてである。

        5神かみが出でてエジプトの国くにを攻せめられたとき、

        ヨセフのなかにこれを立たてて、あかしとされた。

        わたしはかしこでまだ知しらなかった言葉ことばを聞きいた、

        6「わたしはあなたの肩かたから重荷おもにをのぞき、

        あなたの手てをかごから免まぬかれさせた。

        7あなたが悩なやんだとき、呼よばわったので

        わたしはあなたを救すくった。

        わたしは雷かみなりの隠かくれた所ところで、あなたに答こたえ、

        メリバの水みずのほとりで、あなたを試こころみた。〔セラ

        8わが民たみよ、聞きけ、わたしはあなたに勧告かんこくする。

        イスラエルよ、あなたがわたしに聞きき従したがうことを望のぞむ。

        9あなたのうちに他たの神かみがあってはならない。

        あなたは外国がいこくの神かみを拝おがんではならない。

        10わたしはエジプトの国くにから、

        あなたをつれ出だしたあなたの神かみ、主しゅである。

        あなたの口くちを広ひろくあけよ、わたしはそれを満みたそう。

        11しかしわが民たみはわたしの声こえに聞きき従したがわず、

        イスラエルはわたしを好このまなかった。

        12それゆえ、わたしは彼かれらを

        そのかたくなな心こころにまかせ、

        その思おもいのままに行いくにまかせた。

        13わたしはわが民たみのわたしに聞きき従したがい、

        イスラエルのわが道みちに歩あゆむことを欲ほっする。

        14わたしはすみやかに彼かれらの敵てきを従したがえ、

        わが手てを彼かれらのあだに向むけよう。

        15主しゅを憎にくむ者ものも彼かれらに恐おそれ従したがい、

        彼かれらの時ときはとこしえに続つづくであろう。

        16わたしは麦むぎの最もっとも良よいものをもってあなたを養やしない、

        岩いわから出でた蜜みつをもってあなたを飽あかせるであろう」。

      

    

  


  


  
    第八十二篇


    
      アサフの歌うた


      
        1神かみは神かみの会議かいぎのなかに立たたれる。

        神かみは神々かみがみのなかで、さばきを行おこなわれる。

        2「あなたがたはいつまで不正ふせいなさばきをなし、

        悪あしき者ものに好意こういを示しめすのか。〔セラ

        3弱よわい者ものと、みなしごとを公平こうへいに扱あつかい、

        苦くるしむ者ものと乏とぼしい者ものの権利けんりを擁護ようごせよ。

        4弱よわい者ものと貧まずしい者ものを救すくい、

        彼かれらを悪あしき者ものの手てから助たすけ出だせ」。

        5彼かれらは知しることなく、悟さとることもなくて、

        暗くらき中なかをさまよう。

        地ちのもろもろの基もといはゆり動うごいた。

        6わたしは言いう、「あなたがたは神かみだ、

        あなたがたは皆みないと高たかき者ものの子こだ。

        7しかし、あなたがたは人ひとのように死しに、

        もろもろの君きみのひとりのように倒たおれるであろう」。

        8神かみよ、起おきて、地ちをさばいてください。

        すべての国民くにたみはあなたのものだからです。

      

    

  


  


  
    第八十三篇


    
      アサフの歌うた、さんび


      
        1神かみよ、沈黙ちんもくを守まもらないでください。

        神かみよ、何なにも言いわずに、黙だまっていないでください。

        2見みよ、あなたの敵てきは騒さわぎたち、

        あなたを憎にくむ者ものは頭あたまをあげました。

        3彼かれらはあなたの民たみにむかって

        巧たくみなはかりごとをめぐらし、

        あなたの保護ほごされる者ものにむかって相あいともに計はかります。

        4彼かれらは言いいます、

        「さあ、彼かれらを断たち滅ほろぼして国くにを立たてさせず、

        イスラエルの名なを

        ふたたび思おもい出ださせないようにしよう」。

        5彼かれらは心こころをひとつにして共ともにはかり、

        あなたに逆さからって契約けいやくを結むすびます。

        6すなわちエドムの天幕てんまくに住すむ者ものとイシマエルびと、

        モアブとハガルびと、

        7ゲバルとアンモンとアマレク、

        ペリシテとツロの住民じゅうみんなどです。

        8アッスリヤもまた彼かれらにくみしました。

        彼かれらはロトの子孫しそんを助たすけました。〔セラ

        9あなたがミデアンにされたように、

        キション川かわでシセラとヤビンにされたように、

        彼かれらにしてください。

        10彼かれらはエンドルで滅ほろぼされ、

        地ちのために肥料ひりょうとなりました。

        11彼かれらの貴人きじんをオレブとゼエブのように、

        そのすべての君きみたちを

        ゼバとザルムンナのようにしてください。

        12彼かれらは言いいました、「われらは神かみの牧場まきばを獲えて、

        われらの所有しょゆうにしよう」と。

        13わが神かみよ、彼かれらを巻まきあげられるちりのように、

        風かぜの前まえのもみがらのようにしてください。

        14林はやしを焼やく火ひのように、

        山やまを燃もやす炎ほのおのように、

        15あなたのはやてをもって彼かれらを追おい、

        つむじかぜをもって彼かれらを恐おそれさせてください。

        16彼かれらの顔かおに恥はじを満みたしてください。

        主しゅよ、そうすれば彼かれらはあなたの名なを求もとめるでしょう。

        17彼かれらをとこしえに恥はじ恐おそれさせ、

        あわて惑まどって滅ほろびうせさせてください。

        18主しゅという名なをおもちになるあなたのみ、

        全ぜん地ちをしろしめすいと高たかき者ものであることを

        彼かれらに知しらせてください。

      

    

  


  


  
    第八十四篇


    
      聖歌せいか隊たいの指揮者しきしゃによってギテトのしらべにあわせてうたわせたコラの子この歌うた


      
        1万軍ばんぐんの主しゅよ、

        あなたのすまいはいかに麗うるわしいことでしょう。

        2わが魂たましいは絶たえいるばかりに主しゅの大庭おおにわを慕したい、

        わが心こころとわが身みは生いける神かみにむかって喜よろこび歌うたいます。

        3すずめがすみかを得え、

        つばめがそのひなをいれる巣すを得えるように、

        万軍ばんぐんの主しゅ、わが王おう、わが神かみよ、

        あなたの祭壇さいだんのかたわらに

        わがすまいを得えさせてください。

        4あなたの家いえに住すみ、

        常つねにあなたをほめたたえる人ひとはさいわいです。〔セラ

        5その力ちからがあなたにあり、

        その心こころがシオンの大路おおじにある人ひとはさいわいです。

        6彼かれらはバカの谷たにを通とおっても、

        そこを泉いずみのある所ところとします。

        また前まえの雨あめは池いけをもってそこをおおいます。

        7彼かれらは力ちからから力ちからに進すすみ、

        シオンにおいて神々かみがみの神かみにまみえるでしょう。

        8万軍ばんぐんの神かみ、主しゅよ、わが祈いのりをおききください。

        ヤコブの神かみよ、耳みみを傾かたむけてください。〔セラ

        9神かみよ、われらの盾たてをみそなわし、

        あなたの油あぶらそそがれた者ものの顔かおをかえりみてください。

        10あなたの大庭おおにわにいる一日にちは、

        よそにいる千日にちにもまさるのです。

        わたしは悪あくの天幕てんまくにいるよりは、

        むしろ、わが神かみの家いえの門守かどもりとなることを願ねがいます。

        11主しゅなる神かみは日ひです、盾たてです。

        主しゅは恵めぐみと誉ほまれとを与あたえ、

        直なおく歩あゆむ者ものに良よい物ものを拒こばまれることはありません。

        12万軍ばんぐんの主しゅよ、あなたに信頼しんらいする人ひとはさいわいです。

      

    

  


  


  
    第八十五篇


    
      聖歌せいか隊たいの指揮者しきしゃによってうたわせたコラの子この歌うた


      
        1主しゅよ、あなたはみ国くににめぐみを示しめし、

        ヤコブの繁栄はんえいを回復かいふくされました。

        2あなたはその民たみの不義ふぎをゆるし、

        彼かれらの罪つみをことごとくおおわれました。〔セラ

        3あなたはすべての怒いかりを捨すて、

        激はげしい憤いきどおりを遠とおざけられました。

        4われらの救すくいの神かみよ、われらを回復かいふくし、

        われらに対たいするあなたの憤いきどおりをおやめください。

        5あなたはとこしえにわれらを怒いかり、

        よろずよまで、あなたの怒いかりを延のばされるのですか。

        6あなたの民たみが、あなたによって喜よろこびを得えるため、

        われらを再ふたたび生いかされないのですか。

        7主しゅよ、あなたのいつくしみをわれらに示しめし、

        あなたの救すくいをわれらに与あたえてください。

        8わたしは主しゅなる神かみの語かたられることを聞ききましょう。

        主しゅはその民たみ、その聖徒せいと、

        ならびにその心こころを主しゅに向むける者ものに、

        平和へいわを語かたられるからです。

        9まことに、その救すくいは神かみを恐おそれる者ものに近ちかく、

        その栄光えいこうはわれらの国くににとどまるでしょう。

        10いつくしみと、まこととは共ともに会あい、

        義ぎと平和へいわとは互たがいに口くちづけし、

        11まことは地ちからはえ、

        義ぎは天てんから見みおろすでしょう。

        12主しゅが良よい物ものを与あたえられるので、

        われらの国くにはその産物さんぶつを出だし、

        13義ぎは主しゅのみ前まえに行いき、

        その足跡あしあとを道みちとするでしょう。

      

    

  


  


  
    第八十六篇


    
      ダビデの祈いのり


      
        1主しゅよ、あなたの耳みみを傾かたむけて、わたしにお答こたえください。

        わたしは苦くるしみかつ乏とぼしいからです。

        2わたしのいのちをお守まもりください。

        わたしは神かみを敬うやまう者ものだからです。

        あなたに信頼しんらいするあなたのしもべをお救すくいください。

        あなたはわたしの神かみです。

        3主しゅよ、わたしをあわれんでください。

        わたしはひねもすあなたに呼よばわります。

        4あなたのしもべの魂たましいを喜よろこばせてください。

        主しゅよ、わが魂たましいはあなたを仰あおぎ望のぞみます。

        5主しゅよ、あなたは恵めぐみふかく、寛容かんようであって、

        あなたに呼よばわるすべての者ものに

        いつくしみを豊ゆたかに施ほどこされます。

        6主しゅよ、わたしの祈いのりに耳みみを傾かたむけ、

        わたしの願ねがいの声こえをお聞ききください。

        7わたしの悩なやみの日ひにわたしはあなたに呼よばわります。

        あなたはわたしに答こたえられるからです。

        8主しゅよ、もろもろの神かみのうちにあなたに等ひとしい者ものはなく、

        また、あなたのみわざに等ひとしいものはありません。

        9主しゅよ、あなたが造つくられたすべての国民くにたみは

        あなたの前まえに来きて、伏ふし拝おがみ、

        み名なをあがめるでしょう。

        10あなたは大おおいなる神かみで、くすしきみわざをなされます。

        ただあなたのみ、神かみでいらせられます。

        11主しゅよ、あなたの道みちをわたしに教おしえてください。

        わたしはあなたの真理しんりに歩あゆみます。

        心こころをひとつにしてみ名なを恐おそれさせてください。

        12わが神かみ、主しゅよ、わたしは心こころをつくしてあなたに感謝かんしゃし、

        とこしえに、み名なをあがめるでしょう。

        13わたしに示しめされたあなたのいつくしみは大おおきく、

        わが魂たましいを陰府よみの深ふかい所ところから助たすけ出だされたからです。

        14神かみよ、高たかぶる者ものはわたしに逆さからって起おこり、

        荒あらぶる者ものの群むれはわたしのいのちを求もとめ、

        彼かれらは自分じぶんの前まえにあなたを置おくことをしません。

        15しかし主しゅよ、あなたはあわれみと恵めぐみに富とみ、

        怒いかりをおそくし、いつくしみと、まこととに

        豊ゆたかな神かみでいらせられます。

        16わたしをかえりみ、わたしをあわれみ、

        あなたのしもべにみ力ちからを与あたえ、

        あなたのはしための子こをお救すくいください。

        17わたしに、あなたの恵めぐみのしるしを

        あらわしてください。

        そうすれば、わたしを憎にくむ者ものどもは

        わたしを見みて恥はじるでしょう。

        主しゅよ、あなたはわたしを助たすけ、

        わたしを慰なぐさめられたからです。

      

    

  


  


  
    第八十七篇


    
      コラの子この歌うた、さんび


      
        1主しゅが基もといをすえられた都みやこは聖せいなる山やまの上うえに立たつ。

        2主しゅはヤコブのすべてのすまいにまさって、

        シオンのもろもろの門もんを愛あいされる。

        3神かみの都みやこよ、あなたについて、

        もろもろの栄光えいこうある事ことが語かたられる。〔セラ

        4わたしはラハブとバビロンを

        わたしを知しる者もののうちに挙あげる。

        ペリシテ、ツロ、またエチオピヤを見みよ。

        「この者ものはかしこに生うまれた」と言いわれる。

        5しかしシオンについては

        「この者ものも、かの者ものもその中なかに生うまれた」と言いわれる。

        いと高たかき者ものみずからシオンを

        堅かたく立たてられるからである。

        6主しゅがもろもろの民たみを登録とうろくされるとき、

        「この者ものはかしこに生うまれた」としるされる。〔セラ

        7歌うたう者ものと踊おどる者ものはみな言いう、

        「わがもろもろの泉いずみはあなたのうちにある」と。

      

    

  


  


  
    第八十八篇


    
      聖歌せいか隊たいの指揮者しきしゃによってマハラテ・レアノテのしらべにあわせてうたわせたコラの子この歌うた、さんび。エズラびとヘマンのマスキールの歌うた


      
        1わが神かみ、主しゅよ、わたしは昼ひる、助たすけを呼よび求もとめ、

        夜よる、み前まえに叫さけび求もとめます。

        2わたしの祈いのりをみ前まえにいたらせ、

        わたしの叫さけびに耳みみを傾かたむけてください。

        3わたしの魂たましいは悩なやみに満みち、

        わたしのいのちは陰府よみに近ちかづきます。

        4わたしは穴あなに下くだる者もののうちに数かぞえられ、

        力ちからのない人ひとのようになりました。

        5すなわち死人しにんのうちに捨すてられた者もののように、

        墓はかに横よこたわる殺ころされた者もののように、

        あなたが再ふたたび心こころにとめられない者もののように

        なりました。

        彼かれらはあなたのみ手てから断たち滅ほろぼされた者ものです。

        6あなたはわたしを深ふかい穴あな、

        暗くらい所ところ、深ふかい淵ふちに置おかれました。

        7あなたの怒いかりはわたしの上うえに重おもく、

        あなたはもろもろの波なみをもって

        わたしを苦くるしめられました。〔セラ

        8あなたはわが知しり人ひとをわたしから遠とおざけ、

        わたしを彼かれらの忌いみきらう者ものとされました。

        わたしは閉とじこめられて、のがれることはできません。

        9わたしの目めは悲かなしみによって衰おとろえました。

        主しゅよ、わたしは日ひごとにあなたを呼よび、

        あなたにむかってわが両手りょうてを伸のべました。

        10あなたは死しんだ者もののために

        奇跡きせきを行おこなわれるでしょうか。

        なき人ひとのたましいは起おきあがって

        あなたをほめたたえるでしょうか。〔セラ

        11あなたのいつくしみは墓はかのなかに、

        あなたのまことは滅ほろびのなかに、

        宣のべ伝つたえられるでしょうか。

        12あなたの奇跡きせきは暗くらやみに、

        あなたの義ぎは忘わすれの国くにに知しられるでしょうか。

        13しかし主しゅよ、わたしはあなたに呼よばわります。

        あしたに、わが祈いのりをあなたのみ前まえにささげます。

        14主しゅよ、なぜ、あなたはわたしを捨すてられるのですか。

        なぜ、わたしにみ顔かおを隠かくされるのですか。

        15わたしは若わかい時ときから苦くるしんで死しぬばかりです。

        あなたの脅おびやかしにあって衰おとろえはてました。

        16あなたの激はげしい怒いかりがわたしを襲おそい、

        あなたの恐おそろしい脅おびやかしがわたしを滅ほろぼしました。

        17これらの事ことがひねもす大水おおみずのようにわたしをめぐり、

        わたしを全まったく取とり巻まきました。

        18あなたは愛あいする者ものと友ともとをわたしから遠とおざけ、

        わたしの知しり人びとを暗くらやみにおかれました。

      

    

  


  


  
    第八十九篇


    
      エズラびとエタンのマスキールの歌うた


      
        1主しゅよ、わたしはとこしえにあなたのいつくしみを歌うたい、

        わたしの口くちをもってあなたのまことを

        よろずよに告つげ知しらせます。

        2あなたのいつくしみはとこしえに堅かたく立たち、

        あなたのまことは天てんのように

        ゆるぐことはありません。

        3あなたは言いわれました、

        「わたしはわたしの選えらんだ者ものと契約けいやくを結むすび、

        わたしのしもべダビデに誓ちかった、

        4『わたしはあなたの子孫しそんをとこしえに堅かたくし、

        あなたの王座おうざを建たてて、よろずよに至いたらせる』」。〔セラ

        5主しゅよ、もろもろの天てんに

        あなたのくすしきみわざをほめたたえさせ、

        聖せいなる者もののつどいで、

        あなたのまことをほめたたえさせてください。

        6大空おおぞらのうちに、

        だれか主しゅと並ならぶものがあるでしょうか。

        神かみの子こらのうちに、

        だれか主しゅのような者ものがあるでしょうか。

        7主しゅは聖せいなる者ものの会議かいぎにおいて恐おそるべき神かみ、

        そのまわりにあるすべての者ものにまさって

        大おおいなる恐おそるべき者ものです。

        8万軍ばんぐんの神かみ、主しゅよ、

        主しゅよ、だれかあなたのように

        大能たいのうのある者ものがあるでしょうか。

        あなたのまことは、あなたをめぐっています。

        9あなたは海うみの荒あれるのを治おさめ、

        その波なみの起おこるとき、これを静しずめられます。

        10あなたはラハブを、殺ころされた者もののように打うち砕くだき、

        あなたの敵てきを力ちからある腕うでをもって散ちらされました。

        11もろもろの天てんはあなたのもの、

        地ちもまたあなたのもの、

        世界せかいとその中なかにあるものとは

        あなたがその基もといをおかれたものです。

        12北きたと南みなみはあなたがこれを造つくられました。

        タボルとヘルモンは、み名なを喜よろこび歌うたいます。

        13あなたは大能たいのうの腕うでをもたれます。

        あなたの手ては強つよく、あなたの右みぎの手ては高たかく、

        14義ぎと公平こうへいはあなたのみくらの基もとい、

        いつくしみと、まことはあなたの前まえに行いきます。

        15祭まつりの日ひの喜よろこびの声こえを知しる民たみはさいわいです。

        主しゅよ、彼かれらはみ顔かおの光ひかりのなかを歩あゆみ、

        16ひねもす、み名なによって喜よろこび、

        あなたの義ぎをほめたたえます。

        17あなたは彼かれらの力ちからの栄光えいこうだからです。

        われらの角つのはあなたの恵めぐみによって

        高たかくあげられるでしょう。

        18われらの盾たては主しゅに属ぞくし、

        われらの王おうはイスラエルの聖者せいじゃに属ぞくします。

        19昔むかしあなたは幻まぼろしをもってあなたの聖徒せいとに告つげて

        言いわれました、

        「わたしは勇士ゆうしに栄冠えいかんを授さづけ、

        民たみの中なかから選えらばれた者ものを高たかくあげた。

        20わたしはわがしもべダビデを得えて、

        これにわが聖せいなる油あぶらをそそいだ。

        21わが手ては常つねに彼かれと共ともにあり、

        わが腕うではまた彼かれを強つよくする。

        22敵てきは彼かれをだますことなく、

        悪あしき者ものは彼かれを卑いやしめることはない。

        23わたしは彼かれの前まえにもろもろのあだを打うち滅ほろぼし、

        彼かれを憎にくむ者ものどもを打うち倒たおす。

        24わがまことと、わがいつくしみは彼かれと共ともにあり、

        わが名なによって彼かれの角つのは高たかくあげられる。

        25わたしは彼かれの手てを海うみの上うえにおき、

        彼かれの右みぎの手てを川かわの上うえにおく。

        26彼かれはわたしにむかい『あなたはわが父ちち、

        わが神かみ、わが救すくいの岩いわ』と呼よぶであろう。

        27わたしはまた彼かれをわがういごとし、

        地ちの王おうたちのうちの最もっとも高たかい者ものとする。

        28わたしはとこしえに、

        わがいつくしみを彼かれのために保たもち、

        わが契約けいやくは彼かれのために堅かたく立たつ。

        29わたしは彼かれの家系かけいをとこしえに堅かたく定さだめ、

        その位くらいを天てんの日ひ数かずのようにながらえさせる。

        30もしその子孫しそんがわがおきてを捨すて、

        わがさばきに従したがって歩あゆまないならば、

        31もし彼かれらがわが定さだめを犯おかし、

        わが戒いましめを守まもらないならば、

        32わたしはつえをもって彼かれらのとがを罰ばっし、

        むちをもって彼かれらの不義ふぎを罰ばっする。

        33しかし、わたしはわがいつくしみを

        彼かれから取とり去さることなく、

        わがまことにそむくことはない。

        34わたしはわが契約けいやくを破やぶることなく、

        わがくちびるから出でた言葉ことばを変かえることはない。

        35わたしはひとたびわが聖せいによって誓ちかった。

        わたしはダビデに偽いつわりを言いわない。

        36彼かれの家系かけいはとこしえに続つづき、

        彼かれの位くらいは太陽たいようのように常つねにわたしの前まえにある。

        37また月つきのようにとこしえに堅かたく定さだめられ、

        大空おおぞらの続つづくかぎり堅かたく立たつ」。〔セラ

        38しかしあなたは、あなたの油あぶらそそがれた者ものを

        捨すててしりぞけ、

        彼かれに対たいして激はげしく怒いかられました。

        39あなたはそのしもべとの契約けいやくを廃棄はいきし、

        彼かれの冠かんむりを地ちになげうって、けがされました。

        40あなたはその城壁じょうへきをことごとくこわし、

        そのとりでを荒あれすたれさせられました。

        41そこを通とおり過すぎる者ものは皆みな彼かれをかすめ、

        彼かれはその隣となり人びとのあざけりとなりました。

        42あなたは彼かれのあだの右みぎの手てを高たかくあげ、

        そのもろもろの敵てきを喜よろこばせられました。

        43まことに、あなたは彼かれのつるぎの刃はをかえして、

        彼かれを戦たたかいに立たたせられなかったのです。

        44あなたは彼かれの手てから王おうのつえを取とり去さり、

        その王座おうざを地ちに投なげすてられました。

        45あなたは彼かれの若わかき日ひをちぢめ、

        恥はじをもって彼かれをおおわれました。〔セラ

        46主しゅよ、いつまでなのですか。

        とこしえにお隠おかくれになるのですか。

        あなたの怒いかりはいつまで火ひのように燃もえるのですか。

        47主しゅよ、人ひとのいのちの、いかに短みじかく、

        すべての人ひとの子こを、いかにはかなく造つくられたかを、

        みこころにとめてください。

        48だれか生いきて死しを見みず、

        その魂たましいを陰府よみの力ちからから

        救すくいうるものがあるでしょうか。〔セラ

        49主しゅよ、あなたがまことをもってダビデに誓ちかわれた

        昔むかしのいつくしみはどこにありますか。

        50 89:51主しゅよ、あなたのしもべがうけるはずかしめを

        みこころにとめてください。

        主しゅよ、あなたのもろもろの敵てきはわたしをそしり、

        あなたの油あぶらそそがれた者ものの足跡あしあとをそしります。

        わたしはもろもろの民たみのそしりを

        わたしのふところにいだいているのです。

        52主しゅはとこしえにほむべきかな。

        アァメン、アァメン。

      

    

  


  


  
    第九十篇


    
      神かみの人ひとモーセの祈いのり


      
        1主しゅよ、あなたは世々よよわれらのすみかで

        いらせられる。

        2山やまがまだ生うまれず、

        あなたがまだ地ちと世界せかいとを造つくられなかったとき、

        とこしえからとこしえまで、

        あなたは神かみでいらせられる。

        3あなたは人ひとをちりに帰かえらせて言いわれます、

        「人ひとの子こよ、帰かえれ」と。

        4あなたの目めの前まえには千年ねんも

        過すぎ去さればきのうのごとく、

        夜よの間まのひと時ときのようです。

        5あなたは人ひとを大水おおみずのように流ながれ去さらせられます。

        彼かれらはひと夜よの夢ゆめのごとく、

        あしたにもえでる青草あおくさのようです。

        6あしたにもえでて、栄さかえるが、

        夕ゆうべには、しおれて枯かれるのです。

        7われらはあなたの怒いかりによって消きえうせ、

        あなたの憤いきどおりによって滅ほろび去さるのです。

        8あなたはわれらの不義ふぎをみ前まえにおき、

        われらの隠かくれた罪つみをみ顔かおの光ひかりのなかにおかれました。

        9われらのすべての日ひは、

        あなたの怒いかりによって過すぎ去さり、

        われらの年としの尽つきるのは、ひと息いきのようです。

        10われらのよわいは七十年ねんにすぎません。

        あるいは健すこやかであっても八十年ねんでしょう。

        しかしその一生いっしょうはただ、ほねおりと悩なやみであって、

        その過すぎゆくことは速はやく、われらは飛とび去さるのです。

        11だれがあなたの怒いかりの力ちからを知しるでしょうか。

        だれがあなたをおそれる恐おそれにしたがって

        あなたの憤いきどおりを知しるでしょうか。

        12われらにおのが日ひを数かぞえることを教おしえて、

        知恵ちえの心こころを得えさせてください。

        13主しゅよ、み心こころを変かえてください。

        いつまでお怒いかりになるのですか。

        あなたのしもべをあわれんでください。

        14あしたに、あなたのいつくしみをもって

        われらを飽あき足たらせ、

        世よを終おわるまで喜よろこび楽たのしませてください。

        15あなたがわれらを苦くるしめられた多おおくの日ひと、

        われらが災わざわいにあった多おおくの年としとに比くらべて、

        われらを楽たのしませてください。

        16あなたのみわざを、あなたのしもべらに、

        あなたの栄光えいこうを、その子こらにあらわしてください。

        17われらの神かみ、主しゅの恵めぐみを、われらの上うえにくだし、

        われらの手てのわざを、われらの上うえに

        栄さかえさせてください。

        われらの手てのわざを栄さかえさせてください。

      

    

  


  


  
    第九十一篇


    
      1いと高たかき者もののもとにある

      隠かくれ場ばに住すむ人ひと、全能者ぜんのうしゃの陰かげにやどる人ひとは

      2主しゅに言いうであろう、「わが避さけ所どころ、わが城しろ、

      わが信頼しんらいしまつるわが神かみ」と。

      3主しゅはあなたをかりゅうどのわなと、

      恐おそろしい疫病えきびょうから助たすけ出だされるからである。

      4主しゅはその羽はねをもって、あなたをおおわれる。

      あなたはその翼つばさの下したに避さけ所どころを得えるであろう。

      そのまことは大盾おおだて、また小盾こだてである。

      5あなたは夜よるの恐おそろしい物ものをも、

      昼ひるに飛とんでくる矢やをも恐おそれることはない。

      6また暗くらやみに歩あるきまわる疫病えきびょうをも、

      真昼まひるに荒あらす滅ほろびをも恐おそれることはない。

      7たとい千人にんはあなたのかたわらに倒たおれ、

      万人にんはあなたの右みぎに倒たおれても、

      その災わざわいはあなたに近ちかづくことはない。

      8あなたはただ、その目めをもって見み、

      悪あしき者ものの報むくいを見みるだけである。

      9あなたは主しゅを避さけ所どころとし、

      いと高たかき者ものをすまいとしたので、

      10災わざわいはあなたに臨のぞまず、

      悩なやみはあなたの天幕てんまくに近ちかづくことはない。

      11これは主しゅがあなたのために天使てんしたちに命めいじて、

      あなたの歩あゆむすべての道みちで

      あなたを守まもらせられるからである。

      12彼かれらはその手てで、あなたをささえ、

      石いしに足あしを打うちつけることのないようにする。

      13あなたはししと、まむしとを踏ふみ、

      若わかいししと、へびとを足あしの下したに踏ふみにじるであろう。

      14彼かれはわたしを愛あいして離はなれないゆえに、

      わたしは彼かれを助たすけよう。

      彼かれはわが名なを知しるゆえに、わたしは彼かれを守まもる。

      15彼かれがわたしを呼よぶとき、わたしは彼かれに答こたえる。

      わたしは彼かれの悩なやみのときに、共ともにいて、

      彼かれを救すくい、彼かれに光栄こうえいを与あたえよう。

      16わたしは長寿ちょうじゅをもって彼かれを満みち足たらせ、

      わが救すくいを彼かれに示しめすであろう。

    

  


  


  
    第九十二篇


    
      安息日あんそくにちの歌うた、さんび


      
        1いと高たかき者ものよ、主しゅに感謝かんしゃし、

        み名なをほめたたえるのは、よいことです。

        2あしたに、あなたのいつくしみをあらわし、

        夜よな夜よな、あなたのまことをあらわすために、

        3十弦じゅうげんの楽器がっきと立琴たてごとを用もちい、

        琴ことのたえなる調しらべを用もちいるのは、よいことです。

        4主しゅよ、あなたはみわざをもって

        わたしを楽たのしませられました。

        わたしはあなたのみ手てのわざを喜よろこび歌うたいます。

        5主しゅよ、あなたのみわざは

        いかに大おおいなることでしょう。

        あなたのもろもろの思おもいは、いとも深ふかく、

        6鈍にぶい者ものは知しることができず、

        愚おろかな者ものはこれを悟さとることができません。

        7たとい、悪あしき者ものは草くさのようにもえいで、

        不義ふぎを行おこなう者ものはことごとく栄さかえても、

        彼かれらはとこしえに滅ほろびに定さだめられているのです。

        8しかし、主しゅよ、あなたはとこしえに

        高たかき所ところにいらせられます。

        9主しゅよ、あなたの敵てき、あなたの敵てきは滅ほろび、

        不義ふぎを行おこなう者ものはことごとく散ちらされるでしょう。

        10しかし、あなたはわたしの角つのを

        野牛のうしの角つののように高たかくあげ、

        新あたらしい油あぶらをわたしに注そそがれました。

        11わたしの目めはわが敵てきの没落ぼつらくを見み、

        わたしの耳みみはわたしを攻せめる悪者わるものどもの

        破滅はめつを聞ききました。

        12正ただしい者ものはなつめやしの木きのように栄さかえ、

        レバノンの香柏こうはくのように育そだちます。

        13彼かれらは主しゅの家いえに植うえられ、

        われらの神かみの大庭おおにわに栄さかえます。

        14彼かれらは年老としおいてなお実みを結むすび、

        いつも生気せいきに満みち、青々あおあおとして、

        15主しゅの正ただしいことを示しめすでしょう。

        主しゅはわが岩いわです。

        主しゅには少すこしの不義ふぎもありません。

      

    

  


  


  
    第九十三篇


    
      1主しゅは王おうとなり、

      威光いこうの衣ころもをまとわれます。

      主しゅは衣ころもをまとい、力ちからをもって帯おびとされます。

      まことに、世界せかいは堅かたく立たって、

      動うごかされることはありません。

      2あなたの位くらいはいにしえより堅かたく立たち、

      あなたはとこしえよりいらせられます。

      3主しゅよ、大水おおみずは声こえをあげました。

      大水おおみずはその声こえをあげました。

      大水おおみずはそのとどろく声こえをあげます。

      4主しゅは高たかき所ところにいらせられて、

      その勢いきおいは多おおくの水みずのとどろきにまさり、

      海うみの大波おおなみにまさって盛さかんです。

      5あなたのあかしはいとも確たしかです。

      主しゅよ、聖せいなることはとこしえまでも

      あなたの家いえにふさわしいのです。

    

  


  


  
    第九十四篇


    
      1あだを報むくいられる神かみ、主しゅよ、

      あだを報むくいられる神かみよ、光ひかりを放はなってください。

      2地ちをさばかれる者ものよ、

      立たって高たかぶる者ものにその受うくべき罰ばつをお与あたえください。

      3主しゅよ、悪あしき者ものはいつまで、

      悪あしき者ものはいつまで勝かち誇ほこるでしょうか。

      4彼かれらは高慢こうまんな言葉ことばを吐はき散ちらし、

      すべて不義ふぎを行おこなう者ものはみずから高たかぶります。

      5主しゅよ、彼かれらはあなたの民たみを打うち砕くだき、

      あなたの嗣し業ぎょうを苦くるしめます。

      6彼かれらはやもめと旅たびびとのいのちをうばい、

      みなしごを殺ころします。

      7彼かれらは言いいます、「主しゅは見みない、

      ヤコブの神かみは悟さとらない」と。

      8民たみのうちの鈍にぶき者ものよ、悟さとれ。

      愚おろかな者ものよ、いつ賢かしこくなるだろうか。

      9耳みみを植うえた者ものは聞きくことをしないだろうか、

      目めを造つくった者ものは見みることをしないだろうか。

      10もろもろの国民くにたみを懲こらす者ものは

      罰ばっすることをしないだろうか、

      人ひとを教おしえる者ものは知識ちしきをもたないだろうか。

      11主しゅは人ひとの思おもいの、むなしいことを知しられる。

      12主しゅよ、あなたによって懲こらされる人ひと、

      あなたのおきてを教おしえられる人ひとはさいわいです。

      13あなたはその人ひとを災わざわいの日ひからのがれさせ、

      悪あしき者もののために穴あなが掘ほられるまで

      その人ひとに平安へいあんを与あたえられます。

      14主しゅはその民たみを捨すてず、

      その嗣し業ぎょうを見捨みすてられないからです。

      15さばきは正義せいぎに帰かえり、

      すべて心こころの正ただしい者ものはそれに従したがうでしょう。

      16だれがわたしのために立たちあがって、

      悪あしき者ものを責せめるだろうか。

      だれがわたしのために立たって、

      不義ふぎを行おこなう者ものを責せめるだろうか。

      17もしも主しゅがわたしを助たすけられなかったならば、

      わが魂たましいはとくに音おとなき所ところに住すんだであろう。

      18しかし「わたしの足あしがすべる」と思おもったとき、

      主しゅよ、あなたのいつくしみは

      わたしをささえられました。

      19わたしのうちに思おもい煩わずらいの満みちるとき、

      あなたの慰なぐさめはわが魂たましいを喜よろこばせます。

      20定さだめをもって危害きがいをたくらむ悪あしき支配者しはいしゃは

      あなたと親したしむことができるでしょうか。

      21彼かれらは相あい結むすんで正ただしい人ひとの魂たましいを責せめ、

      罪つみのない者ものに死しを宣告せんこくします。

      22しかし主しゅはわが高たかきやぐらとなり、

      わが神かみはわが避さけ所どころの岩いわとなられました。

      23主しゅは彼かれらの不義ふぎを彼かれらに報むくい、

      彼かれらをその悪あくのゆえに滅ほろぼされます。

      われらの神かみ、主しゅは彼かれらを滅ほろぼされます。

    

  


  


  
    第九十五篇


    
      1さあ、われらは主しゅにむかって歌うたい、

      われらの救すくいの岩いわにむかって喜よろこばしい声こえをあげよう。

      2われらは感謝かんしゃをもって、み前まえに行いき、

      主しゅにむかい、さんびの歌うたをもって、

      喜よろこばしい声こえをあげよう。

      3主しゅは大おおいなる神かみ、

      すべての神かみにまさって大おおいなる王おうだからである。

      4地ちの深ふかい所ところは主しゅのみ手てにあり、

      山々やまやまの頂いただきもまた主しゅのものである。

      5海うみは主しゅのもの、主しゅはこれを造つくられた。

      またそのみ手てはかわいた地ちを造つくられた。

      6さあ、われらは拝おがみ、ひれ伏ふし、

      われらの造つくり主ぬし、主しゅのみ前まえにひざまずこう。

      7主しゅはわれらの神かみであり、

      われらはその牧まきの民たみ、そのみ手ての羊ひつじである。

      どうか、あなたがたは、

      きょう、そのみ声こえを聞きくように。

      8あなたがたは、メリバにいた時ときのように、

      また荒野あらののマッサにいた日ひのように、

      心こころをかたくなにしてはならない。

      9あの時とき、あなたがたの先祖せんぞたちは

      わたしのわざを見みたにもかかわらず、

      わたしを試こころみ、わたしをためした。

      10わたしは四十年ねんの間あいだ、その代よをきらって言いった、

      「彼かれらは心こころの誤あやまっている民たみであって、

      わたしの道みちを知しらない」と。

      11それゆえ、わたしは憤いきどおって、

      彼かれらはわが安息あんそくに入いることができないと誓ちかった。

    

  


  


  
    第九十六篇


    
      1新あたらしい歌うたを主しゅにむかってうたえ。

      全ぜん地ちよ、主しゅにむかってうたえ。

      2主しゅにむかって歌うたい、そのみ名なをほめよ。

      日ひごとにその救すくいを宣のべ伝つたえよ。

      3もろもろの国くにの中なかにその栄光えいこうをあらわし、

      もろもろの民たみの中なかにそのくすしきみわざをあらわせ。

      4主しゅは大おおいなる神かみであって、いともほめたたうべきもの、

      もろもろの神かみにまさって恐おそるべき者ものである。

      5もろもろの民たみのすべての神かみはむなしい。

      しかし主しゅはもろもろの天てんを造つくられた。

      6誉ほまれと、威厳いげんとはそのみ前まえにあり、

      力ちからと、うるわしさとはその聖所せいじょにある。

      7もろもろの民たみのやからよ、主しゅに帰きせよ、

      栄光えいこうと力ちからとを主しゅに帰きせよ。

      8そのみ名なにふさわしい栄光えいこうを主しゅに帰きせよ。

      供そなえ物ものを携たずさえてその大庭おおにわにきたれ。

      9聖せいなる装よそおいをして主しゅを拝おがめ、

      全ぜん地ちよ、そのみ前まえにおののけ。

      10もろもろの国民くにたみの中なかに言いえ、

      「主しゅは王おうとなられた。

      世界せかいは堅かたく立たって、動うごかされることはない。

      主しゅは公平こうへいをもってもろもろの民たみをさばかれる」と。

      11天てんは喜よろこび、地ちは楽たのしみ、

      海うみとその中なかに満みちるものとは鳴なりどよめき、

      12田畑たはたとその中なかのすべての物ものは大おおいに喜よろこべ。

      そのとき、林はやしのもろもろの木きも

      主しゅのみ前まえに喜よろこび歌うたうであろう。

      13主しゅは来こられる、地ちをさばくために来こられる。

      主しゅは義ぎをもって世界せかいをさばき、

      まことをもってもろもろの民たみをさばかれる。

    

  


  


  
    第九十七篇


    
      1主しゅは王おうとなられた。地ちは楽たのしみ、

      海うみに沿そった多おおくの国々くにぐには喜よろこべ。

      2雲くもと暗くらやみとはそのまわりにあり、

      義ぎと正せいとはそのみくらの基もといである。

      3火ひはそのみ前まえに行いき、

      そのまわりのあだを焼やきつくす。

      4主しゅのいなずまは世界せかいを照てらし、

      地ちは見みておののく。

      5もろもろの山やまは主しゅのみ前まえに、

      全ぜん地ちの主しゅのみ前まえに、ろうのように溶とけた。

      6もろもろの天てんはその義ぎをあらわし、

      よろずの民たみはその栄光えいこうを見みた。

      7すべて刻きざんだ像ぞうを拝おがむ者もの、

      むなしい偶像ぐうぞうをもってみずから誇ほこる者ものは

      はずかしめをうける。

      もろもろの神かみは主しゅのみ前まえにひれ伏ふす。

      8主しゅよ、あなたのさばきのゆえに、

      シオンは聞きいて喜よろこび、ユダの娘むすめたちは楽たのしむ。

      9主しゅよ、あなたは全ぜん地ちの上うえにいまして、いと高たかく、

      もろもろの神かみにまさって大おおいにあがめられます。

      10主しゅは悪あくを憎にくむ者ものを愛あいし、その聖徒せいとのいのちを守まもり、

      これを悪あしき者ものの手てから助たすけ出だされる。

      11光ひかりは正ただしい人ひとのために現あらわれ、

      喜よろこびは心こころの正ただしい者もののためにあらわれる。

      12正ただしき人ひとよ、主しゅによって喜よろこべ、

      その聖せいなるみ名なに感謝かんしゃせよ。

    

  


  


  
    第九十八篇


    
      歌うた


      
        1新あたらしき歌うたを主しゅにむかってうたえ。

        主しゅはくすしきみわざをなされたからである。

        その右みぎの手てと聖せいなる腕うでとは、

        おのれのために勝利しょうりを得えられた。

        2主しゅはその勝利しょうりを知しらせ、

        その義ぎをもろもろの国民くにたみの前まえにあらわされた。

        3主しゅはそのいつくしみと、まこととを

        イスラエルの家いえにむかって覚おぼえられた。

        地ちのもろもろのはては、われらの神かみの勝利しょうりを見みた。

        4全ぜん地ちよ、主しゅにむかって喜よろこばしき声こえをあげよ。

        声こえを放はなって喜よろこび歌うたえ、ほめうたえ。

        5琴ことをもって主しゅをほめうたえ。

        琴ことと歌うたの声こえをもってほめうたえ。

        6ラッパと角笛つのぶえの音おとをもって

        王おうなる主しゅの前まえに喜よろこばしき声こえをあげよ。

        7海うみとその中なかに満みちるもの、

        世界せかいとそのうちに住すむ者ものとは鳴なりどよめけ。

        8大水おおみずはその手てを打うち、

        もろもろの山やまは共ともに主しゅのみ前まえに喜よろこび歌うたえ。

        9主しゅは地ちをさばくために来こられるからである。

        主しゅは義ぎをもって世界せかいをさばき、

        公平こうへいをもってもろもろの民たみをさばかれる。

      

    

  


  


  
    第九十九篇


    
      1主しゅは王おうとなられた。

      もろもろの民たみはおののけ。

      主しゅはケルビムの上うえに座ざせられる。

      地ちは震ふるえよ。

      2主しゅはシオンにおられて大おおいなる神かみ、

      主しゅはもろもろの民たみの上うえに高たかくいらせられる。

      3彼かれらはあなたの大おおいなる恐おそるべきみ名なを

      ほめたたえるであろう。

      主しゅは聖せいでいらせられる。

      4大能たいのうの王おうであり、公義こうぎを愛あいする者ものであるあなたは

      堅かたく公平こうへいを立たて、ヤコブの中なかに正せいと義ぎとを行おこなわれた。

      5われらの神かみ、主しゅをあがめ、

      その足あし台だいのもとで拝おがみまつれ。

      主しゅは聖せいでいらせられる。

      6その祭司さいしの中なかにモーセとアロンとがあった。

      そのみ名なを呼よぶ者ものの中なかにサムエルもあった。

      彼かれらが主しゅに呼よばわると、主しゅは答こたえられた。

      7主しゅは雲くもの柱はしらのうちで彼かれらに語かたられた。

      彼かれらはそのあかしと、

      彼かれらに賜たまわった定さだめとを守まもった。

      8われらの神かみ、主しゅよ、あなたは彼かれらに答こたえられた。

      あなたは彼かれらにゆるしを与あたえられた神かみであったが、

      悪あくを行おこなう者ものには報復ほうふくされた。

      9われらの神かみ、主しゅをあがめ、その聖せいなる山やまで拝おがみまつれ。

      われらの神かみ、主しゅは聖せいでいらせられるからである。

    

  


  


  
    第百篇


    
      感謝かんしゃの供そなえ物もののための歌うた


      
        1全ぜん地ちよ、主しゅにむかって喜よろこばしき声こえをあげよ。

        2喜よろこびをもって主しゅに仕つかえよ。

        歌うたいつつ、そのみ前まえにきたれ。

        3主しゅこそ神かみであることを知しれ。

        われらを造つくられたものは主しゅであって、

        われらは主しゅのものである。

        われらはその民たみ、その牧まきの羊ひつじである。

        4感謝かんしゃしつつ、その門もんに入いり、

        ほめたたえつつ、その大庭おおにわに入いれ。

        主しゅに感謝かんしゃし、そのみ名なをほめまつれ。

        5主しゅは恵めぐみふかく、そのいつくしみはかぎりなく、

        そのまことはよろず代よに及およぶからである。

      

    

  


  


  
    第百一篇


    
      ダビデの歌うた


      
        1わたしはいつくしみと公義こうぎについて歌うたいます。

        主しゅよ、わたしはあなたにむかって歌うたいます。

        2わたしは全まったき道みちに心こころをとめます。

        あなたはいつ、わたしに来こられるでしょうか。

        わたしは直なおき心こころをもって、わが家いえのうちを歩あゆみます。

        3わたしは目めの前まえに卑いやしい事ことを置おきません。

        わたしはそむく者ものの行おこないを憎にくみます。

        それはわたしに付つきまといません。

        4ひがんだ心こころはわたしを離はなれるでしょう。

        わたしは悪わるい事ことを知しりません。

        5ひそかに、その隣となり人びとをそしる者ものを

        わたしは滅ほろぼします。

        高たかぶる目めと高慢こうまんな心こころの人ひとを耐たえ忍しのぶ事ことはできません。

        6わたしは国くにのうちの忠信ちゅうしんな者ものに好意こういを寄よせ、

        わたしと共ともに住すまわせます。

        全まったき道みちを歩あゆむ者ものはわたしに仕つかえるでしょう。

        7欺あざむくことをする者ものは

        わが家いえのうちに住すむことができません。

        偽いつわりを言いう者ものはわが目めの前まえに立たつことができません。

        8わたしは朝あさごとに国くにの悪あしき者ものを

        ことごとく滅ほろぼし、

        不義ふぎを行おこなう者ものをことごとく主しゅの都みやこから断たち除のぞきます。

      

    

  


  


  
    第百二篇


    
      苦くるしむ者ものが思おもいくずおれてその嘆なげきを主しゅのみ前まえに注そそぎ出だすときの祈いのり


      
        1主しゅよ、わたしの祈いのりをお聞ききください。

        わたしの叫さけびをみ前まえに至いたらせてください。

        2わたしの悩なやみの日ひにみ顔かおを隠かくすことなく、

        あなたの耳みみをわたしに傾かたむけ、

        わが呼よばわる日ひに、すみやかにお答こたえください。

        3わたしの日ひは煙けむりのように消きえ、

        わたしの骨ほねは炉ろのように燃もえるからです。

        4わたしの心こころは草くさのように撃うたれて、しおれました。

        わたしはパンを食たべることを忘わすれました。

        5わが嘆なげきの声こえによって

        わたしの骨ほねはわたしの肉にくに着つきます。

        6わたしは荒野あらののはげたかのごとく、

        荒あれた跡あとのふくろうのようです。

        7わたしは眠ねむらずに

        屋根やねにひとりいるすずめのようです。

        8わたしの敵てきはひねもす、わたしをそしり、

        わたしをあざける者ものはわが名なによってのろいます。

        9わたしは灰はいをパンのように食たべ、

        わたしの飲のみ物ものに涙なみだを交まじえました。

        10これはあなたの憤いきどおりと怒いかりのゆえです。

        あなたはわたしをもたげて投なげすてられました。

        11わたしのよわいは夕暮ゆうぐれの日ひ影かげのようです。

        わたしは草くさのようにしおれました。

        12しかし主しゅよ、あなたはとこしえにみくらに座ざし、

        そのみ名なはよろず代よに及およびます。

        13あなたは立たってシオンをあわれまれるでしょう。

        これはシオンを恵めぐまれる時ときであり、

        定さだまった時ときが来きたからです。

        14あなたのしもべはシオンの石いしをも喜よろこび、

        そのちりをさえあわれむのです。

        15もろもろの国民くにたみは主しゅのみ名なを恐おそれ、

        地ちのもろもろの王おうはあなたの栄光えいこうを恐おそれるでしょう。

        16主しゅはシオンを築きずき、

        その栄光えいこうをもって現あらわれ、

        17乏とぼしい者ものの祈いのりをかえりみ、

        彼かれらの願ねがいをかろしめられないからです。

        18きたるべき代よのために、この事ことを書かきしるしましょう。

        そうすれば新あたらしく造つくられる民たみは、

        主しゅをほめたたえるでしょう。

        19主しゅはその聖せいなる高たかき所ところから見みおろし、

        天てんから地ちを見みられた。

        20これは捕とらわれ人びとの嘆なげきを聞きき、

        死しに定さだめられた者ものを解とき放はなち、

        21人々ひとびとがシオンで主しゅのみ名なをあらわし、

        エルサレムでその誉ほまれをあらわすためです。

        22その時ときもろもろの民たみ、もろもろの国くには

        ともに集あつまって、主しゅに仕つかえるでしょう。

        23主しゅはわたしの力ちからを中途ちゅうとでくじき、

        わたしのよわいを短みじかくされました。

        24わたしは言いいました、「わが神かみよ、

        どうか、わたしのよわいの半なかばで

        わたしを取とり去さらないでください。

        あなたのよわいはよろず代よに及およびます」と。

        25あなたはいにしえ、地ちの基もといをすえられました。

        天てんもまたあなたのみ手てのわざです。

        26これらは滅ほろびるでしょう。

        しかしあなたは長ながらえられます。

        これらはみな衣ころものように古ふるびるでしょう。

        あなたがこれらを上着うわぎのように替かえられると、

        これらは過すぎ去さります。

        27しかしあなたは変かわることなく、

        あなたのよわいは終おわることがありません。

        28あなたのしもべの子こらは安やすらかに住すみ、

        その子孫しそんはあなたの前まえに堅かたく立たてられるでしょう。

      

    

  


  


  
    第百三篇


    
      ダビデの歌うた


      
        1わがたましいよ、主しゅをほめよ。

        わがうちなるすべてのものよ、

        その聖せいなるみ名なをほめよ。

        2わがたましいよ、主しゅをほめよ。

        そのすべてのめぐみを心こころにとめよ。

        3主しゅはあなたのすべての不義ふぎをゆるし、

        あなたのすべての病やまいをいやし、

        4あなたのいのちを墓はかからあがないいだし、

        いつくしみと、あわれみとをあなたにこうむらせ、

        5あなたの生いきながらえるかぎり、

        良よき物ものをもってあなたを飽あき足たらせられる。

        こうしてあなたは若返わかがえって、わしのように新あらたになる。

        6主しゅはすべてしえたげられる者もののために

        正義せいぎと公正こうせいとを行おこなわれる。

        7主しゅはおのれの道みちをモーセに知しらせ、

        おのれのしわざをイスラエルの人々ひとびとに知しらせられた。

        8主しゅはあわれみに富とみ、めぐみふかく、

        怒いかること遅おそく、いつくしみ豊ゆたかでいらせられる。

        9主しゅは常つねに責せめることをせず、

        また、とこしえに怒いかりをいだかれない。

        10主しゅはわれらの罪つみにしたがってわれらをあしらわず、

        われらの不義ふぎにしたがって報むくいられない。

        11天てんが地ちよりも高たかいように、

        主しゅがおのれを恐おそれる者ものに賜たまわるいつくしみは大おおきい、

        12東ひがしが西にしから遠とおいように、

        主しゅはわれらのとがをわれらから遠とおざけられる。

        13父ちちがその子こ供どもをあわれむように、

        主しゅはおのれを恐おそれる者ものをあわれまれる。

        14主しゅはわれらの造つくられたさまを知しり、

        われらのちりであることを

        覚おぼえていられるからである。

        15人ひとは、そのよわいは草くさのごとく、

        その栄さかえは野のの花はなにひとしい。

        16風かぜがその上うえを過すぎると、うせて跡あとなく、

        その場所ばしょにきいても、もはやそれを知しらない。

        17しかし主しゅのいつくしみは、とこしえからとこしえまで、

        主しゅを恐おそれる者ものの上うえにあり、その義ぎは子こらの子こに及および、

        18その契約けいやくを守まもり、

        その命令めいれいを心こころにとめて行おこなう者ものにまで及およぶ。

        19主しゅはその玉座ぎょくざを天てんに堅かたくすえられ、

        そのまつりごとはすべての物ものを統すべ治おさめる。

        20主しゅの使つかいたちよ、

        そのみ言葉ことばの声こえを聞きいて、これを行おこなう勇士ゆうしたちよ、

        主しゅをほめまつれ。

        21そのすべての万軍ばんぐんよ、

        そのみこころを行おこなうしもべたちよ、主しゅをほめよ。

        22主しゅが造つくられたすべての物ものよ、

        そのまつりごとの下したにあるすべての所ところで、

        主しゅをほめよ。わがたましいよ、主しゅをほめよ。

      

    

  


  


  
    第百四篇


    
      1わがたましいよ、主しゅをほめよ。

      わが神かみ、主しゅよ、あなたはいとも大おおいにして

      誉ほまれと威厳いげんとを着き、

      2光ひかりを衣ころものようにまとい、天てんを幕まくのように張はり、

      3水みずの上うえにおのが高殿たかどののうつばりをおき、

      雲くもをおのれのいくさ車ぐるまとし、風かぜの翼つばさに乗のりあるき、

      4風かぜをおのれの使者ししゃとし、

      火ひと炎ほのおをおのれのしもべとされる。

      5あなたは地ちをその基もといの上うえにすえて、

      とこしえに動うごくことのないようにされた。

      6あなたはこれを衣ころもでおおうように大水おおみずでおおわれた。

      水みずはたたえて山々やまやまの上うえを越こえた。

      7あなたのとがめによって水みずは退しりぞき、

      あなたの雷かみなりの声こえによって水みずは逃にげ去さった。

      8山やまは立たちあがり、

      谷たにはあなたが定さだめられた所ところに沈しずんだ。

      9あなたは水みずに境さかいを定さだめて、これを越こえさせず、

      再ふたたび地ちをおおうことのないようにされた。

      10あなたは泉いずみを谷たににわき出でさせ、

      それを山々やまやまの間あいだに流ながれさせ、

      11野ののもろもろの獣けものに飲のませられる。

      野ののろばもそのかわきをいやす。

      12空そらの鳥とりもそのほとりに住すみ、

      こずえの間あいだにさえずり歌うたう。

      13あなたはその高殿たかどのからもろもろの山やまに水みずを注そそがれる。

      地ちはあなたのみわざの実みをもって満みたされる。

      14あなたは家畜かちくのために草くさをはえさせ、

      また人ひとのためにその栽培さいばいする植物しょくぶつを与あたえて、

      地ちから食物しょくもつを出ださせられる。

      15すなわち人ひとの心こころを喜よろこばすぶどう酒しゅ、

      その顔かおをつややかにする油あぶら、

      人ひとの心こころを強つよくするパンなどである。

      16主しゅの木きと、主しゅがお植うえになったレバノンの香柏こうはくとは

      豊ゆたかに潤うるおされ、

      17鳥とりはその中なかに巣すをつくり、

      こうのとりはもみの木きをそのすまいとする。

      18高たかき山やまはやぎのすまい、

      岩いわは岩いわだぬきの隠かくれる所ところである。

      19あなたは月つきを造つくって季節きせつを定さだめられた。

      日ひはその入いる時ときを知しっている。

      20あなたは暗くらやみを造つくって夜よるとされた。

      その時とき、林はやしの獣けものは皆みな忍しのび出でる。

      21若わかきししはほえてえさを求もとめ、神かみに食物しょくもつを求もとめる。

      22日ひが出でると退しりぞいて、その穴あなに寝ねる。

      23人ひとは出でてわざにつき、その勤労きんろうは夕ゆうべに及およぶ。

      24主しゅよ、あなたのみわざはいかに多おおいことであろう。

      あなたはこれらをみな知恵ちえをもって造つくられた。

      地ちはあなたの造つくられたもので満みちている。

      25かしこに大おおいなる広ひろい海うみがある。

      その中なかに無数むすうのもの、大小だいしょうの生いき物ものが満みちている。

      26そこに舟ふねが走はしり、

      あなたが造つくられたレビヤタンはその中なかに戯たわむれる。

      27彼かれらは皆みなあなたが時ときにしたがって

      食物しょくもつをお与あたえになるのを期待きたいしている。

      28あなたがお与あたえになると、彼かれらはそれを集あつめる。

      あなたが手てを開ひらかれると、彼かれらは良よい物もので満みたされる。

      29あなたがみ顔かおを隠かくされると、彼かれらはあわてふためく。

      あなたが彼かれらの息いきを取とり去さられると、

      彼かれらは死しんでちりに帰かえる。

      30あなたが霊れいを送おくられると、彼かれらは造つくられる。

      あなたは地ちのおもてを新あらたにされる。

      31どうか、主しゅの栄光えいこうがとこしえにあるように。

      主しゅがそのみわざを喜よろこばれるように。

      32主しゅが地ちを見みられると、地ちは震ふるい、

      山やまに触ふれられると、煙けむりをいだす。

      33わたしは生いきるかぎり、主しゅにむかって歌うたい、

      ながらえる間あいだはわが神かみをほめ歌うたおう。

      34どうか、わたしの思おもいが主しゅに喜よろこばれるように。

      わたしは主しゅによって喜よろこぶ。

      35どうか、罪つみびとが地ちから断たち滅ほろぼされ、

      悪あしき者ものが、もはや、いなくなるように。

      わがたましいよ、主しゅをほめよ。

      主しゅをほめたたえよ。

    

  


  


  
    第百五篇


    
      1主しゅに感謝かんしゃし、そのみ名なを呼よび、

      そのみわざをもろもろの民たみのなかに知しらせよ。

      2主しゅにむかって歌うたえ、主しゅをほめうたえ、

      そのすべてのくすしきみわざを語かたれ。

      3その聖せいなるみ名なを誇ほこれ。

      主しゅを尋たずね求もとめる者ものの心こころを喜よろこばせよ。

      4主しゅとそのみ力ちからとを求もとめよ、

      つねにそのみ顔かおを尋たずねよ。

      5 105:6そのしもべアブラハムの子孫しそんよ、

      その選えらばれた者ものであるヤコブの子こらよ、

      主しゅのなされたくすしきみわざと、

      その奇跡きせきと、そのみ口くちのさばきとを心こころにとめよ。

      7彼かれはわれらの神かみ、主しゅでいらせられる。

      そのさばきは全ぜん地ちにある。

      8主しゅはとこしえに、その契約けいやくをみこころにとめられる。

      これはよろず代よに命めいじられたみ言葉ことばであって、

      9アブラハムと結むすばれた契約けいやく、

      イサクに誓ちかわれた約束やくそくである。

      10主しゅはこれを堅かたく立たてて、ヤコブのために定さだめとし、

      イスラエルのために、とこしえの契約けいやくとして

      11言いわれた、「わたしはあなたにカナンの地ちを与あたえて、

      あなたがたの受うける嗣し業ぎょうの分わけ前まえとする」と。

      12このとき彼かれらの数かずは少すくなくて、数かぞえるに足たらず、

      その所ところで旅たびびととなり、

      13この国くにからかの国くにへ行いき、

      この国くにから他たの民たみへ行いった。

      14主しゅは人ひとの彼かれらをしえたげるのをゆるさず、

      彼かれらのために王おうたちを懲こらしめて、

      15言いわれた、「わが油あぶらそそがれた者ものたちに

      さわってはならない、

      わが預言者よげんしゃたちに害がいを加くわえてはならない」と。

      16主しゅはききんを地ちに招まねき、

      人ひとのつえとするパンをことごとく砕くだかれた。

      17また彼かれらの前まえにひとりをつかわされた。

      すなわち売うられて奴隷どれいとなったヨセフである。

      18彼かれの足あしは足あしかせをもって痛いためられ、

      彼かれの首くびは鉄てつの首輪くびわにはめられ、

      19彼かれの言葉ことばの成なる時ときまで、

      主しゅのみ言葉ことばが彼かれを試こころみた。

      20王おうは人ひとをつかわして彼かれを解とき放はなち、

      民たみのつかさは彼かれに自由じゆうを与あたえた。

      21王おうはその家いえのつかさとして

      その所有しょゆうをことごとくつかさどらせ、

      22その心こころのままに君きみたちを教おしえさせ、

      長老ちょうろうたちに知恵ちえを授さづけさせた。

      23その時ときイスラエルはエジプトにきたり、

      ヤコブはハムの地ちに寄留きりゅうした。

      24主しゅはその民たみを大おおいに増まし加くわえ、

      これをそのあだよりも強つよくされた。

      25主しゅは人々ひとびとの心こころをかえて、その民たみを憎にくませ、

      そのしもべたちを悪賢わるがしこく扱あつかわせられた。

      26主しゅはそのしもべモーセと、

      そのお選えらびになったアロンとをつかわされた。

      27彼かれらはハムの地ちで主しゅのしるしと、

      奇跡きせきとを彼かれらのうちにおこなった。

      28主しゅは暗くらやみをつかわして地ちを暗くらくされた。

      しかし彼かれらはそのみ言葉ことばに従したがわなかった。

      29主しゅは彼かれらの水みずを血ちに変かわらせて、その魚うおを殺ころされた。

      30彼かれらの国くにには、かえるが群むらがり、

      王おうの寝間ねまにまではいった。

      31主しゅが言いわれると、はえの群むれがきたり、

      ぶよが国くにじゅうにあった。

      32主しゅは雨あめにかえて、ひょうを彼かれらに与あたえ、

      きらめくいなずまを彼かれらの国くにに放はなたれた。

      33主しゅは彼かれらのぶどうの木きと、いちじくの木きとを撃うち、

      彼かれらの国くにのもろもろの木きを折おり砕くだかれた。

      34主しゅが言いわれると、いなごがきたり、

      無数むすうの若わかいいなごが来きて、

      35彼かれらの国くにのすべての青物あおものを食くいつくし、

      その地ちの実みを食くいつくした。

      36主しゅは彼かれらの国くにのすべてのういごを撃うち、

      彼かれらのすべての力ちからの初はじめを撃うたれた。

      37そして金銀きんぎんを携たずさえてイスラエルを出でて行いかせられた。

      その部族ぶぞくのうちに、ひとりの倒たおれる者ものもなかった。

      38エジプトは彼かれらの去さるのを喜よろこんだ。

      彼かれらに対たいする恐おそれが彼かれらに臨のぞんだからである。

      39主しゅは雲くもをひろげておおいとし、

      夜よるは火ひをもって照てらされた。

      40また彼かれらの求もとめによって、うずらを飛とびきたらせ、

      天てんから、かてを豊ゆたかに彼かれらに与あたえられた。

      41主しゅが岩いわを開ひらかれると、水みずがほとばしり出でて、

      かわいた地ちに川かわのように流ながれた。

      42これは主しゅがその聖せいなる約束やくそくと、

      そのしもべアブラハムを覚おぼえられたからである。

      43こうして主しゅはその民たみを導みちびいて喜よろこびつつ出でて行いかせ、

      その選えらばれた民たみを導みちびいて歌うたいつつ出でて行いかせられた。

      44主しゅはもろもろの国くにびとの地ちを彼かれらに与あたえられたので、

      彼かれらはもろもろの民たみの勤労きんろうの実みを自分じぶんのものとした。

      45これは彼かれらが主しゅの定さだめを守まもり、

      そのおきてを行おこなうためである。

      主しゅをほめたたえよ。

    

  


  


  
    第百六篇


    
      1主しゅをほめたたえよ。

      主しゅに感謝かんしゃせよ、主しゅは恵めぐみふかく、

      そのいつくしみはとこしえに絶たえることがない。

      2だれが主しゅの大能たいのうのみわざを語かたり、

      その誉ほまれをことごとく言いいあらわすことができようか。

      3公正こうせいを守まもる人々ひとびと、常つねに正義せいぎを行おこなう人ひとはさいわいである。

      4主しゅよ、あなたがその民たみを恵めぐまれるとき、

      わたしを覚おぼえてください。

      あなたが彼かれらを救すくわれるとき、

      わたしを助たすけてください。

      5そうすれば、わたしはあなたの選えらばれた者ものの繁栄はんえいを見み、

      あなたの国民くにたみの喜よろこびをよろこび、

      あなたの嗣し業ぎょうと共ともに誇ほこることができるでしょう。

      6われらは先祖せんぞたちと同おなじく罪つみを犯おかした。

      われらは不義ふぎをなし、悪あしきことを行おこなった。

      7われらの先祖せんぞたちはエジプトにいたとき、

      あなたのくすしきみわざに心こころを留とめず、

      あなたのいつくしみの豊ゆたかなのを思おもわず、

      紅海こうかいで、いと高たかき神かみにそむいた。

      8けれども主しゅはその大能たいのうを知しらせようと、

      み名なのために彼かれらを救すくわれた。

      9主しゅは紅海こうかいをしかって、それをかわかし、

      彼かれらを導みちびいて荒野あらのを行いくように、淵ふちを通とおらせられた。

      10こうして主しゅは彼かれらをあだの手てから救すくい、

      敵てきの力ちからからあがなわれた。

      11水みずが彼かれらのあだをおおったので、

      そのうち、ひとりも生いき残のこった者ものはなかった。

      12このとき彼かれらはそのみ言葉ことばを信しんじ、

      その誉ほまれを歌うたった。

      13しかし彼かれらはまもなくそのみわざを忘わすれ、

      その勧すすめを待またず、

      14野のでわがままな欲望よくぼうを起おこし、

      荒野あらので神かみを試こころみた。

      15主しゅは彼かれらにその求もとめるものを与あたえられたが、

      彼かれらのうちに病気びょうきを送おくって、やせ衰おとろえさせられた。

      16人々ひとびとが宿営しゅくえいのうちでモーセをねたみ、

      主しゅの聖者せいじゃアロンをねたんだとき、

      17地ちが開ひらけてダタンを飲のみ、

      アビラムの仲間なかまをおおった。

      18火ひはまたこの仲間なかまのうちに燃もえ起おこり、

      炎ほのおは悪あしき者ものを焼やきつくした。

      19彼かれらはホレブで子こ牛うしを造つくり、

      鋳物いものの像ぞうを拝おがんだ。

      20彼かれらは神かみの栄光えいこうを

      草くさを食くう牛うしの像ぞうと取とり替かえた。

      21 106:22彼かれらは、エジプトで大おおいなる事ことをなし、

      ハムの地ちでくすしきみわざをなし、

      紅海こうかいのほとりで恐おそるべき事ことをなされた

      救主すくいぬしなる神かみを忘わすれた。

      23それゆえ、主しゅは彼かれらを滅ほろぼそうと言いわれた。

      しかし主しゅのお選えらびになったモーセは

      破やぶれ口くちで主しゅのみ前まえに立たち、

      み怒いかりを引ひきかえして、滅ほろびを免まぬかれさせた。

      24彼かれらは麗うるわしい地ちを侮あなどり、主しゅの約束やくそくを信しんぜず、

      25またその天幕てんまくでつぶやき、

      主しゅのみ声こえに聞きき従したがわなかった。

      26それゆえ、主しゅはみ手てをあげて、彼かれらに誓ちかい、

      彼かれらを荒野あらので倒たおれさせ、

      27またその子孫しそんを、もろもろの国民くにたみのうちに追おい散ちらし、

      もろもろの地ちに彼かれらをまき散ちらそうとされた。

      28また彼かれらはペオルのバアルを慕したって、

      死しんだ者ものにささげた、いけにえを食たべた。

      29彼かれらはそのおこないをもって主しゅを怒いからせたので、

      彼かれらのうちに疫病えきびょうが起おこった。

      30その時ときピネハスが立たって仲裁ちゅうさいにはいったので、

      疫病えきびょうはやんだ。

      31これによってピネハスはよろず代よまで、

      とこしえに義ぎとされた。

      32彼かれらはまたメリバの水みずのほとりで主しゅを怒いからせたので、

      モーセは彼かれらのために災わざわいにあった。

      33これは彼かれらが神かみの霊れいにそむいたとき、

      彼かれがそのくちびるで軽率けいそつなことを言いったからである。

      34彼かれらは主しゅが命めいじられたもろもろの民たみを滅ほろぼさず、

      35かえってもろもろの国民くにたみとまじって

      そのわざにならい、

      36自分じぶんたちのわなとなった偶像ぐうぞうに仕つかえた。

      37彼かれらはそのむすこ、娘むすめたちを悪霊あくれいにささげ、

      38罪つみのない血ち、すなわちカナンの偶像ぐうぞうにささげた

      そのむすこ、娘むすめたちの血ちを流ながした。

      こうして国くには血ちで汚けがされた。

      39このように彼かれらはそのわざによっておのれを汚けがし、

      そのおこないによって姦淫かんいんをなした。

      40それゆえ、主しゅの怒いかりがその民たみにむかって燃もえ、

      その嗣し業ぎょうを憎にくんで、

      41彼かれらをもろもろの国民くにたみの手てにわたされた。

      彼かれらはおのれを憎にくむ者ものに治おさめられ、

      42その敵てきにしえたげられ、

      その力ちからの下したに征服せいふくされた。

      43主しゅはしばしば彼かれらを助たすけられたが、

      彼かれらははかりごとを設もうけてそむき、

      その不義ふぎによって低ひくくされた。

      44それにもかかわらず、主しゅは彼かれらの叫さけびを聞きかれたとき、

      その悩なやみをかえりみ、

      45その契約けいやくを彼かれらのために思おもい出だし、

      そのいつくしみの豊ゆたかなるにより、

      みこころを変かえられ、

      46彼かれらをとりこにした者ものどもによって、

      あわれまれるようにされた。

      47われらの神かみ、主しゅよ、われらを救すくって、

      もろもろの国民くにたみのなかから集あつめてください。

      われらはあなたの聖せいなるみ名なに感謝かんしゃし、

      あなたの誉ほまれを誇ほこるでしょう。

      48イスラエルの神かみ、主しゅは

      とこしえからとこしえまでほむべきかな。

      すべての民たみは「アァメン」ととなえよ。

      主しゅをほめたたえよ。

    

  


  


  
    第百七篇


    
      1「主しゅに感謝かんしゃせよ、主しゅは恵めぐみふかく、

      そのいつくしみはとこしえに絶たえることがない」と、

      2主しゅにあがなわれた者ものは言いえ。

      主しゅは彼かれらを悩なやみからあがない、

      3もろもろの国くにから、

      東ひがし、西にし、北きた、南みなみから彼かれらを集あつめられた。

      4彼かれらは人ひとなき荒野あらのにさまよい、

      住すむべき町まちにいたる道みちを見みいださなかった。

      5彼かれらは飢うえ、またかわき、

      その魂たましいは彼かれらのうちに衰おとろえた。

      6彼かれらはその悩なやみのうちに主しゅに呼よばわったので、

      主しゅは彼かれらをその悩なやみから助たすけ出だし、

      7住すむべき町まちに行いき着つくまで、まっすぐな道みちに導みちびかれた。

      8どうか、彼かれらが主しゅのいつくしみと、

      人ひとの子こらになされたくすしきみわざとのために、

      主しゅに感謝かんしゃするように。

      9主しゅはかわいた魂たましいを満みち足たらせ、

      飢うえた魂たましいを良よき物もので満みたされるからである。

      10暗黒あんこくと深ふかいやみの中なかにいる者もの、

      苦くるしみと、くろがねに縛しばられた者もの、

      11彼かれらは神かみの言葉ことばにそむき、

      いと高たかき者ものの勧すすめを軽かろんじたので、

      12主しゅは重おもい労働ろうどうをもって彼かれらの心こころを低ひくくされた。

      彼かれらはつまずき倒たおれても、助たすける者ものがなかった。

      13彼かれらはその悩なやみのうちに主しゅに呼よばわったので、

      主しゅは彼かれらをその悩なやみから救すくい、

      14暗黒あんこくと深ふかいやみから彼かれらを導みちびき出だして、

      そのかせをこわされた。

      15どうか、彼かれらが主しゅのいつくしみと、

      人ひとの子こらになされたくすしきみわざとのために、

      主しゅに感謝かんしゃするように。

      16主しゅは青銅せいどうのとびらをこわし、

      鉄てつの貫かんの木きを断たち切きられたからである。

      17ある者ものはその罪つみに汚けがれた行おこないによって病やみ、

      その不義ふぎのゆえに悩なやんだ。

      18彼かれらはすべての食物しょくもつをきらって、

      死しの門もんに近ちかづいた。

      19彼かれらはその悩なやみのうちに主しゅに呼よばわったので、

      主しゅは彼かれらをその悩なやみから救すくい、

      20そのみ言葉ことばをつかわして、彼かれらをいやし、

      彼かれらを滅ほろびから助たすけ出だされた。

      21どうか、彼かれらが主しゅのいつくしみと、

      人ひとの子こらになされたくすしきみわざとのために、

      主しゅに感謝かんしゃするように。

      22彼かれらが感謝かんしゃのいけにえをささげ、

      喜よろこびの歌うたをもって、そのみわざを言いいあらわすように。

      23舟ふねで海うみにくだり、大海たいかいで商売しょうばいをする者ものは、

      24主しゅのみわざを見み、

      また深ふかい所ところでそのくすしきみわざを見みた。

      25主しゅが命めいじられると暴風ぼうふうが起たって、海うみの波なみをあげた。

      26彼かれらは天てんにのぼり、淵ふちにくだり、

      悩なやみによってその勇気ゆうきは溶とけ去さり、

      27酔よった人ひとのようによろめき、

      よろめいて途方とほうにくれる。

      28彼かれらはその悩なやみのうちに主しゅに呼よばわったので、

      主しゅは彼かれらをその悩なやみから救すくい出だされた。

      29主しゅがあらしを静しずめられると、

      海うみの波なみは穏おだやかになった。

      30こうして彼かれらは波なみの静しずまったのを喜よろこび、

      主しゅは彼かれらをその望のぞむ港みなとへ導みちびかれた。

      31どうか、彼かれらが主しゅのいつくしみと、

      人ひとの子こらになされたくすしきみわざとのために、

      主しゅに感謝かんしゃするように。

      32彼かれらが民たみの集会しゅうかいで主しゅをあがめ、

      長老ちょうろうの会合かいごうで主しゅをほめたたえるように。

      33主しゅは川かわを野のに変かわらせ、

      泉いずみをかわいた地ちに変かわらせ、

      34肥こえた地ちをそれに住すむ者ものの悪あくのゆえに

      塩しお地ちに変かわらせられる。

      35主しゅは野のを池いけに変かわらせ、かわいた地ちを泉いずみに変かわらせ、

      36飢うえた者ものをそこに住すまわせられる。

      こうして彼かれらはその住すむべき町まちを建たて、

      37畑はたけに種たねをまき、ぶどう畑はたけを設もうけて

      多おおくの収穫しゅうかくを得えた。

      38主しゅが彼かれらを祝福しゅくふくされたので彼かれらは大おおいにふえ、

      その家畜かちくの減へるのをゆるされなかった。

      39彼かれらがしえたげと、悩なやみと、悲かなしみとによって

      減へり、かつ卑いやしめられたとき、

      40主しゅはもろもろの君きみに侮あなどりをそそぎ、

      道みちなき荒あれ地ちにさまよわせられた。

      41しかし主しゅは貧まずしい者ものを悩なやみのうちからあげて、

      その家族かぞくを羊ひつじの群むれのようにされた。

      42正ただしい者ものはこれを見みて喜よろこび、

      もろもろの不義ふぎはその口くちを閉とじた。

      43すべて賢かしこい者ものはこれらの事ことに心こころをよせ、

      主しゅのいつくしみをさとるようにせよ。

    

  


  


  
    第百八篇


    
      ダビデの歌うた、さんび


      
        1神かみよ、わが心こころは定さだまりました。

        わが心こころは定さだまりました。

        わたしは歌うたい、かつほめたたえます。

        わが魂たましいよ、さめよ。

        2立琴たてごとよ、琴ことよ、さめよ。

        わたしはしののめを呼よびさまします。

        3主しゅよ、わたしはもろもろの民たみの中なかであなたに感謝かんしゃし、

        もろもろの国くにの中なかであなたをほめたたえます。

        4あなたのいつくしみは大おおきく、天てんにまでおよび

        あなたのまことは雲くもにまで及およぶ。

        5神かみよ、みずからを天てんよりも高たかくし、

        みさかえを全ぜん地ちの上うえにあげてください。

        6あなたの愛あいされる者ものが助たすけを得えるために、

        右みぎのみ手てをもって救すくいをほどこし、

        わたしに答こたえてください。

        7神かみはその聖所せいじょで言いわれた、

        「わたしは大おおいなる喜よろこびをもってシケムを分わかち、

        スコテの谷たにを分わかち与あたえよう。

        8ギレアデはわたしのもの、

        マナセもわたしのものである。

        エフライムはわたしのかぶと、

        ユダはわたしのつえである。

        9モアブはわたしの足あしだらい、

        エドムにはわたしのくつを投なげる。

        ペリシテについては、かちどきをあげる」。

        10だれがわたしを堅固けんごな町まちに至いたらせるであろうか。

        だれがわたしをエドムに導みちびくであろうか。

        11神かみよ、あなたはわれらを捨すてられたではありませんか。

        神かみよ、あなたはわれらの軍勢ぐんぜいと共ともに出でて行いかれません。

        12われらに助たすけを与あたえて、あだにむかわせてください。

        人ひとの助たすけはむなしいからです。

        13われらは神かみによって勇いさましく働はたらきます。

        われらのあだを踏ふみにじる者ものは神かみだからです。

      

    

  


  


  
    第百九篇


    
      聖歌せいか隊たいの指揮者しきしゃによってうたわせたダビデの歌うた


      
        1わたしのほめたたえる神かみよ、もださないでください。

        2彼かれらは悪あしき口くちと欺あざむきの口くちをあけて、わたしにむかい、

        偽いつわりの舌したをもってわたしに語かたり、

        3恨うらみの言葉ことばをもってわたしを囲かこみ、

        ゆえなくわたしを攻せめるのです。

        4彼かれらはわが愛あいにむくいて、わたしを非難ひなんします。

        しかしわたしは彼かれらのために祈いのります。

        5彼かれらは悪あくをもってわが善ぜんに報むくい、

        恨うらみをもってわが愛あいに報むくいるのです。

        6彼かれの上うえに悪あしき人ひとを立たて、

        訴うったえる者ものに彼かれを訴うったえさせてください。

        7彼かれがさばかれるとき、彼かれを罪つみある者ものとし、

        その祈いのりを罪つみに変かえてください。

        8その日ひを少すくなくし、

        その財産ざいさんをほかの人ひとにとらせ、

        9その子こらをみなしごにし、

        その妻つまをやもめにしてください。

        10その子こらを放浪者ほうろうしゃとして施ほどこしをこわせ、

        その荒あれたすまいから追おい出ださせてください。

        11彼かれが持もっているすべての物ものを債さい主しゅに奪うばわせ、

        その勤労きんろうの実みをほかの人ひとにかすめさせてください。

        12彼かれにいつくしみを施ほどこす者ものはひとりもなく、

        またそのみなしごをあわれむ者ものもなく、

        13その子孫しそんを絶たえさせ、

        その名なを次つぎの代よに消けし去さってください。

        14その父ちちたちの不義ふぎは主しゅのみ前まえに覚おぼえられ、

        その母ははの罪つみを消けし去さらないでください。

        15それらを常つねに主しゅのみ前まえに置おき、

        彼かれの記憶きおくを地ちから断たってください。

        16これは彼かれがいつくしみを施ほどこすことを思おもわず、

        かえって貧まずしい者もの、乏とぼしい者ものを責せめ、

        心こころの痛いためる者ものを殺ころそうとしたからです。

        17彼かれはのろうことを好このんだ。

        のろいを彼かれに臨のぞませてください。

        彼かれは恵めぐむことを喜よろこばなかった。

        恵めぐみを彼かれから遠とおざけてください。

        18彼かれはのろいを衣ころものように着きた。

        のろいを水みずのようにその身みにしみこませ、

        油あぶらのようにその骨ほねにしみこませてください。

        19またそれを自分じぶんの着きる着物きもののようにならせ、

        常つねに締しめる帯おびのようにならせてください。

        20これがわたしを非難ひなんする者ものと、

        わたしに逆さからって悪わるいことを言いう者ものの

        主しゅからうける報むくいとしてください。

        21しかし、わが主しゅなる神かみよ、

        あなたはみ名なのために、わたしを顧かえりみてください。

        あなたのいつくしみの深ふかきにより、

        わたしをお助たすけください。

        22わたしは貧まずしく、かつ乏とぼしいのです。

        わたしの心こころはわがうちに傷きずついています。

        23わたしは夕日ゆうひの影かげのように去さりゆき、

        いなごのように追おい払はらわれます。

        24わたしのひざは断食だんじきによってよろめき、

        わたしの肉にくはやせ衰おとろえ、

        25わたしは彼かれらにそしられる者ものとなりました。

        彼かれらはわたしを見みると、頭あたまを振ふります。

        26わが神かみ、主しゅよ、わたしをお助たすけください。

        あなたのいつくしみにしたがって、

        わたしをお救すくいください。

        27主しゅよ、これがあなたのみ手てのわざであること、

        あなたがそれをなされたことを、

        彼かれらに知しらせてください。

        28彼かれらはのろうけれども、あなたは祝福しゅくふくされます。

        わたしを攻せめる者ものをはずかしめ、

        あなたのしもべを喜よろこばせてください。

        29わたしを非難ひなんする者ものにはずかしめを着きせ、

        おのが恥はじを上着うわぎのようにまとわせてください。

        30わたしはわが口くちをもって大おおいに主しゅに感謝かんしゃし、

        多おおくの人ひとのなかで主しゅをほめたたえます。

        31主しゅは貧まずしい者ものの右みぎに立たって、

        死罪しざいにさだめようとする者ものから

        彼かれを救すくわれるからです。

      

    

  


  


  
    第百十篇


    
      ダビデの歌うた


      
        1主しゅはわが主しゅに言いわれる、

        「わたしがあなたのもろもろの敵てきを

        あなたの足あし台だいとするまで、わたしの右みぎに座ざせよ」と。

        2主しゅはあなたの力ちからあるつえをシオンから出だされる。

        あなたはもろもろの敵てきのなかで治おさめよ。

        3あなたの民たみは、あなたがその軍勢ぐんぜいを

        聖せいなる山々やまやまに導みちびく日ひに

        心こころから喜よろこんでおのれをささげるであろう。

        あなたの若者わかものは朝あさの胎たいから出でる露つゆのように

        あなたに来くるであろう。

        4主しゅは誓ちかいを立たてて、み心こころを変かえられることはない、

        「あなたはメルキゼデクの位くらいにしたがって

        とこしえに祭司さいしである」。

        5主しゅはあなたの右みぎにおられて、

        その怒いかりの日ひに王おうたちを打うち破やぶられる。

        6主しゅはもろもろの国くにのなかでさばきを行おこない、

        しかばねをもって満みたし、

        広ひろい地ちを治おさめる首領しゅりょうたちを打うち破やぶられる。

        7彼かれは道みちのほとりの川かわからくんで飲のみ、

        それによって、そのこうべをあげるであろう。

      

    

  


  


  
    第百十一篇


    
      1主しゅをほめたたえよ。

      わたしは正ただしい者もののつどい、および公会こうかいで、

      心こころをつくして主しゅに感謝かんしゃする。

      2主しゅのみわざは偉大いだいである。

      すべてそのみわざを喜よろこぶ者ものによって尋たずね窮きわめられる。

      3そのみわざは栄光えいこうと威厳いげんとに満みち、

      その義ぎはとこしえに、うせることがない。

      4主しゅはそのくすしきみわざを記念きねんさせられた。

      主しゅは恵めぐみふかく、あわれみに満みちていられる。

      5主しゅはおのれを恐おそれる者ものに食物しょくもつを与あたえ、

      その契約けいやくをとこしえに心こころにとめられる。

      6主しゅはもろもろの国民くにたみの所領しょりょうをその民たみに与あたえて、

      みわざの力ちからをこれにあらわされた。

      7そのみ手てのわざは真実しんじつかつ公正こうせいであり、

      すべてのさとしは確たしかである。

      8これらは世々よよかぎりなく堅かたく立たち、

      真実しんじつと正直しょうじきとをもってなされた。

      9主しゅはその民たみにあがないを施ほどこし、

      その契約けいやくをとこしえに立たてられた。

      そのみ名なは聖せいにして、おそれおおい。

      10主しゅを恐おそれることは知恵ちえのはじめである。

      これを行おこなう者ものはみな良よき悟さとりを得える。

      主しゅの誉ほまれは、とこしえに、うせることはない。

    

  


  


  
    第百十二篇


    
      1主しゅをほめたたえよ。

      主しゅをおそれて、そのもろもろの戒いましめを

      大おおいに喜よろこぶ人ひとはさいわいである。

      2その子孫しそんは地ちにおいて強つよくなり、

      正ただしい者もののやからは祝福しゅくふくを得える。

      3繁栄はんえいと富とみとはその家いえにあり、

      その義ぎはとこしえに、うせることはない。

      4光ひかりは正ただしい者もののために暗黒あんこくの中なかにもあらわれる。

      主しゅは恵めぐみ深ふかく、あわれみに満みち、正ただしくいらせられる。

      5恵めぐみを施ほどこし、貸かすことをなし、

      その事ことを正ただしく行おこなう人ひとはさいわいである。

      6正ただしい人ひとは決けっして動うごかされることなく、

      とこしえに覚おぼえられる。

      7彼かれは悪わるいおとずれを恐おそれず、

      その心こころは主しゅに信頼しんらいしてゆるがない。

      8その心こころは落おち着ついて恐おそれることなく、

      ついにそのあだについての願ねがいを見みる。

      9彼かれは惜おしげなく施ほどこし、貧まずしい者ものに与あたえた。

      その義ぎはとこしえに、うせることはない。

      その角つのは誉ほまれを得えてあげられる。

      10悪あしき者ものはこれを見みて怒いかり、

      歯はをかみならして溶とけ去さる。

      悪あしき者ものの願ねがいは滅ほろびる。

    

  


  


  
    第百十三篇


    
      1主しゅをほめたたえよ。

      主しゅのしもべたちよ、ほめたたえよ。

      主しゅのみ名なをほめたたえよ。

      2今いまより、とこしえに至いたるまで主しゅのみ名なはほむべきかな。

      3日ひのいずるところから日ひの入いるところまで、

      主しゅのみ名なはほめたたえられる。

      4主しゅはもろもろの国民くにたみの上うえに高たかくいらせられ、

      その栄光えいこうは天てんよりも高たかい。

      5われらの神かみ、主しゅにくらぶべき者ものはだれか。

      主しゅは高たかき所ところに座ざし、

      6遠とおく天てんと地ちとを見みおろされる。

      7主しゅは貧まずしい者ものをちりからあげ、

      乏とぼしい者ものをあくたからあげて、

      8もろもろの君きみたちと共ともにすわらせ、

      その民たみの君きみたちと共ともにすわらせられる。

      9また子こを産うまぬ女おんなに家庭かていを与あたえ、

      多おおくの子供こどもたちの喜よろこばしい母ははとされる。

      主しゅをほめたたえよ。

    

  


  


  
    第百十四篇


    
      1イスラエルがエジプトをいで、

      ヤコブの家いえが異い言げんの民たみを離はなれたとき、

      2ユダは主しゅの聖所せいじょとなり、

      イスラエルは主しゅの所領しょりょうとなった。

      3海うみはこれを見みて逃にげ、

      ヨルダンはうしろに退しりぞき、

      4山やまは雄羊おひつじのように踊おどり、

      小山こやまは小羊こひつじのように踊おどった。

      5海うみよ、おまえはどうして逃にげるのか、

      ヨルダンよ、おまえはどうしてうしろに退しりぞくのか。

      6山やまよ、おまえたちはどうして雄羊おひつじのように踊おどるのか、

      小山こやまよ、おまえたちはどうして小羊こひつじのように踊おどるのか。

      7地ちよ、主しゅのみ前まえにおののけ、

      ヤコブの神かみのみ前まえにおののけ。

      8主しゅは岩いわを池いけに変かわらせ、

      石いしを泉いずみに変かわらせられた。

    

  


  


  
    第百十五篇


    
      1主しゅよ、栄光えいこうを

      われらにではなく、われらにではなく、

      あなたのいつくしみと、まこととのゆえに、

      ただ、み名なにのみ帰きしてください。

      2なにゆえ、もろもろの国民くにたみは言いうのでしょう、

      「彼かれらの神かみはどこにいるのか」と。

      3われらの神かみは天てんにいらせられる。

      神かみはみこころにかなうすべての事ことを行おこなわれる。

      4彼かれらの偶像ぐうぞうはしろがねと、こがねで、

      人ひとの手てのわざである。

      5それは口くちがあっても語かたることができない。

      目めがあっても見みることができない。

      6耳みみがあっても聞きくことができない。

      鼻はながあってもかぐことができない。

      7手てがあっても取とることができない。

      足あしがあっても歩あるくことができない。

      また、のどから声こえを出だすこともできない。

      8これを造つくる者ものと、これに信頼しんらいする者ものとはみな、

      これと等ひとしい者ものになる。

      9イスラエルよ、主しゅに信頼しんらいせよ。

      主しゅは彼かれらの助たすけ、また彼かれらの盾たてである。

      10アロンの家いえよ、主しゅに信頼しんらいせよ。

      主しゅは彼かれらの助たすけ、また彼かれらの盾たてである。

      11主しゅを恐おそれる者ものよ、主しゅに信頼しんらいせよ。

      主しゅは彼かれらの助たすけ、また彼かれらの盾たてである。

      12主しゅはわれらをみこころにとめられた。

      主しゅはわれらを恵めぐみ、イスラエルの家いえを恵めぐみ、

      アロンの家いえを恵めぐみ、

      13また、小ちいさい者ものも、大おおいなる者ものも、

      主しゅを恐おそれる者ものを恵めぐまれる。

      14どうか、主しゅがあなたがたを増まし加くわえ、

      あなたがたと、あなたがたの子孫しそんとを

      増まし加くわえられるように。

      15天地てんちを造つくられた主しゅによって

      あなたがたが恵めぐまれるように。

      16天てんは主しゅの天てんである。

      しかし地ちは人ひとの子こらに与あたえられた。

      17死しんだ者ものも、音おとなき所ところに下くだる者ものも、

      主しゅをほめたたえることはない。

      18しかし、われらは今いまより、とこしえに至いたるまで、

      主しゅをほめまつるであろう。

      主しゅをほめたたえよ。

    

  


  


  
    第百十六篇


    
      1わたしは主しゅを愛あいする。

      主しゅはわが声こえと、わが願ねがいとを聞きかれたからである。

      2主しゅはわたしに耳みみを傾かたむけられたので、

      わたしは生いきるかぎり主しゅを呼よびまつるであろう。

      3死しの綱つながわたしを取とり巻まき、

      陰府よみの苦くるしみがわたしを捕とらえた。

      わたしは悩なやみと悲かなしみにあった。

      4その時ときわたしは主しゅのみ名なを呼よんだ。

      「主しゅよ、どうぞわたしをお救すくいください」と。

      5主しゅは恵めぐみふかく、正ただしくいらせられ、

      われらの神かみはあわれみに富とまれる。

      6主しゅは無学むがくな者ものを守まもられる。

      わたしが低ひくくされたとき、主しゅはわたしを救すくわれた。

      7わが魂たましいよ、おまえの平安へいあんに帰かえるがよい。

      主しゅは豊ゆたかにおまえをあしらわれたからである。

      8あなたはわたしの魂たましいを死しから、わたしの目めを涙なみだから、

      わたしの足あしをつまずきから助たすけ出だされました。

      9わたしは生いける者ものの地ちで、主しゅのみ前まえに歩あゆみます。

      10「わたしは大おおいに悩なやんだ」と言いった時ときにもなお信しんじた。

      11わたしは驚おどろきあわてたときに言いった、

      「すべての人ひとは当あてにならぬ者ものである」と。

      12わたしに賜たまわったもろもろの恵めぐみについて、

      どうして主しゅに報むくいることができようか。

      13わたしは救すくいの杯さかずきをあげて、

      主しゅのみ名なを呼よぶ。

      14わたしはすべての民たみの前まえで、

      主しゅにわが誓ちかいをつぐなおう。

      15主しゅの聖徒せいとの死しはそのみ前まえにおいて尊たっとい。

      16主しゅよ、わたしはあなたのしもべです。

      わたしはあなたのしもべ、あなたのはしための子こです。

      あなたはわたしのなわめを解とかれました。

      17わたしは感謝かんしゃのいけにえをあなたにささげて、

      主しゅのみ名なを呼よびます。

      18わたしはすべての民たみの前まえで

      主しゅにわが誓ちかいをつぐないます。

      19エルサレムよ、あなたの中なかで、

      主しゅの家いえの大庭おおにわの中なかで、これをつぐないます。

      主しゅをほめたたえよ。

    

  


  


  
    第百十七篇


    
      1もろもろの国くによ、主しゅをほめたたえよ。

      もろもろの民たみよ、主しゅをたたえまつれ。

      2われらに賜たまわるそのいつくしみは大おおきいからである。

      主しゅのまことはとこしえに絶たえることがない。

      主しゅをほめたたえよ。

    

  


  


  
    第百十八篇


    
      1主しゅに感謝かんしゃせよ、主しゅは恵めぐみふかく、

      そのいつくしみはとこしえに絶たえることがない。

      2イスラエルは言いえ、

      「そのいつくしみはとこしえに絶たえることがない」と。

      3アロンの家いえは言いえ、

      「そのいつくしみはとこしえに絶たえることがない」と。

      4主しゅをおそれる者ものは言いえ、

      「そのいつくしみはとこしえに絶たえることがない」と。

      5わたしが悩なやみのなかから主しゅを呼よぶと、

      主しゅは答こたえて、わたしを広ひろい所ところに置おかれた。

      6主しゅがわたしに味方みかたされるので、

      恐おそれることはない。

      人ひとはわたしに何なにをなし得えようか。

      7主しゅはわたしに味方みかたし、わたしを助たすけられるので、

      わたしを憎にくむ者ものについての願ねがいを見みるであろう。

      8主しゅに寄より頼たのむは人ひとにたよるよりも良よい。

      9主しゅに寄より頼たのむはもろもろの君きみにたよるよりも良よい。

      10もろもろの国民くにたみはわたしを囲かこんだ。

      わたしは主しゅのみ名なによって彼かれらを滅ほろぼす。

      11彼かれらはわたしを囲かこんだ、わたしを囲かこんだ。

      わたしは主しゅのみ名なによって彼かれらを滅ほろぼす。

      12彼かれらは蜂はちのようにわたしを囲かこみ、

      いばらの火ひのように燃もえたった。

      わたしは主しゅのみ名なによって彼かれらを滅ほろぼす。

      13わたしはひどく押おされて倒たおれようとしたが、

      主しゅはわたしを助たすけられた。

      14主しゅはわが力ちから、わが歌うたであって、

      わが救すくいとなられた。

      15聞きけ、勝利しょうりの喜よろこばしい歌うたが正ただしい者ものの天幕てんまくにある。

      「主しゅの右みぎの手ては勇いさましいはたらきをなし、

      16主しゅの右みぎの手ては高たかくあがり、

      主しゅの右みぎの手ては勇いさましいはたらきをなす」。

      17わたしは死しぬことなく、生いきながらえて、

      主しゅのみわざを物語ものがたるであろう。

      18主しゅはいたくわたしを懲こらされたが、

      死しにはわたされなかった。

      19わたしのために義ぎの門もんを開ひらけ、

      わたしはその内うちにはいって、主しゅに感謝かんしゃしよう。

      20これは主しゅの門もんである。

      正ただしい者ものはその内うちにはいるであろう。

      21わたしはあなたに感謝かんしゃします。

      あなたがわたしに答こたえて、わが救すくいとなられたことを。

      22家いえ造つくりらの捨すてた石いしは

      隅すみのかしら石いしとなった。

      23これは主しゅのなされた事ことで

      われらの目めには驚おどろくべき事ことである。

      24これは主しゅが設もうけられた日ひであって、

      われらはこの日ひに喜よろこび楽たのしむであろう。

      25主しゅよ、どうぞわれらをお救すくいください。

      主しゅよ、どうぞわれらを栄さかえさせてください。

      26主しゅのみ名なによってはいる者ものはさいわいである。

      われらは主しゅの家いえからあなたをたたえます。

      27主しゅは神かみであって、われらを照てらされた。

      枝えだを携たずさえて祭まつりの行列ぎょうれつを祭壇さいだんの角つのにまで進すすませよ。

      28あなたはわが神かみ、わたしはあなたに感謝かんしゃします。

      あなたはわが神かみ、わたしはあなたをあがめます。

      29主しゅに感謝かんしゃせよ、主しゅは恵めぐみふかく、

      そのいつくしみはとこしえに

      絶たえることがない。

    

  


  


  
    第百十九篇


    
      アレフ


      
        1おのが道みちを全まったくして、

        主しゅのおきてに歩あゆむ者ものはさいわいです。

        2主しゅのもろもろのあかしを守まもり

        心こころをつくして主しゅを尋たずね求もとめ、

        3また悪あくを行おこなわず、主しゅの道みちに歩あゆむ者ものはさいわいです。

        4あなたはさとしを命めいじて、ねんごろに守まもらせられます。

        5どうかわたしの道みちを堅かたくして、

        あなたの定さだめを守まもらせてください。

        6わたしは、あなたのもろもろの戒いましめに目めをとめる時とき、

        恥はじることはありません。

        7わたしは、あなたの正ただしいおきてを学まなぶとき、

        正ただしい心こころをもってあなたに感謝かんしゃします。

        8わたしはあなたの定さだめを守まもります。

        わたしを全まったくお捨すてにならないでください。

      

    


    
      ベス


      
        9若わかい人ひとはどうしておのが道みちを

        清きよく保たもつことができるでしょうか。

        み言葉ことばにしたがって、

        それを守まもるよりほかにありません。

        10わたしは心こころをつくしてあなたを尋たずね求もとめます。

        わたしをあなたの戒いましめから

        迷まよい出ださせないでください。

        11わたしはあなたにむかって

        罪つみを犯おかすことのないように、

        心こころのうちにみ言葉ことばをたくわえました。

        12あなたはほむべきかな、主しゅよ、

        あなたの定さだめをわたしに教おしえてください。

        13わたしはくちびるをもって、

        あなたの口くちから出でる

        もろもろのおきてを言いいあらわします。

        14わたしは、もろもろのたからを喜よろこぶように、

        あなたのあかしの道みちを喜よろこびます。

        15わたしは、あなたのさとしを思おもい、

        あなたの道みちに目めをとめます。

        16わたしはあなたの定さだめを喜よろこび、

        あなたのみ言葉ことばを忘わすれません。

      

    


    
      ギメル


      
        17あなたのしもべを豊ゆたかにあしらって、

        生いきながらえさせ、

        み言葉ことばを守まもらせてください。

        18わたしの目めを開ひらいて、あなたのおきてのうちの

        くすしき事ことを見みさせてください。

        19わたしはこの地ちにあっては寄留者きりゅうしゃです。

        あなたの戒いましめをわたしに隠かくさないでください。

        20わが魂たましいはつねにあなたのおきてを慕したって、

        絶たえいるばかりです。

        21あなたは、あなたの戒いましめから迷まよい出でる

        高たかぶる者もの、のろわれた者ものを責せめられます。

        22わたしはあなたのあかしを守まもりました。

        彼かれらのそしりと侮あなどりとを

        わたしから取とり去さってください。

        23たといもろもろの君きみが座ざして、

        わたしをそこなおうと図はかっても、

        あなたのしもべは、あなたの定さだめを深ふかく思おもいます。

        24あなたのあかしは、わたしを喜よろこばせ、

        わたしを教おしえさとすものです。

      

    


    
      ダレス


      
        25わが魂たましいはちりについています。

        み言葉ことばに従したがって、わたしを生いき返かえらせてください。

        26わたしが自分じぶんの歩あゆんだ道みちを語かたったとき、

        あなたはわたしに答こたえられました。

        あなたの定さだめをわたしに教おしえてください。

        27あなたのさとしの道みちを

        わたしにわきまえさせてください。

        わたしはあなたのくすしきみわざを深ふかく思おもいます。

        28わが魂たましいは悲かなしみによって溶とけ去さります。

        み言葉ことばに従したがって、わたしを強つよくしてください。

        29偽いつわりの道みちをわたしから遠とおざけ、

        あなたのおきてをねんごろに教おしえてください。

        30わたしは真実しんじつの道みちを選えらび、

        あなたのおきてをわたしの前まえに置おきました。

        31主しゅよ、わたしはあなたのあかしに堅かたく従したがっています。

        願ねがわくは、わたしをはずかしめないでください。

        32あなたがわたしの心こころを広ひろくされるとき、

        わたしはあなたの戒いましめの道みちを走はしります。

      

    


    
      ヘ


      
        33主しゅよ、あなたの定さだめの道みちをわたしに教おしえてください。

        わたしは終おわりまでこれを守まもります。

        34わたしに知恵ちえを与あたえてください。

        わたしはあなたのおきてを守まもり、

        心こころをつくしてこれに従したがいます。

        35わたしをあなたの戒いましめの道みちに導みちびいてください。

        わたしはそれを喜よろこぶからです。

        36わたしの心こころをあなたのあかしに傾かたむけさせ、

        不正ふせいな利得りとくに傾かたむけさせないでください。

        37わたしの目めをほかにむけて、むなしいものを見みさせず、

        あなたの道みちをもって、わたしを生いかしてください。

        38あなたを恐おそれる者ものにかかわる約束やくそくを

        あなたのしもべに堅かたくしてください。

        39わたしの恐おそれるそしりを除のぞいてください。

        あなたのおきては正ただしいからです。

        40見みよ、わたしはあなたのさとしを慕したいます。

        あなたの義ぎをもって、

        わたしを生いかしてください。

      

    


    
      ワウ


      
        41主しゅよ、あなたの約束やくそくにしたがって、

        あなたのいつくしみと、

        あなたの救すくいをわたしに臨のぞませてください。

        42そうすれば、わたしをそしる者ものに、

        答こたえることができます。

        わたしはあなたのみ言葉ことばに信頼しんらいするからです。

        43またわたしの口くちから真理しんりの言葉ことばを

        ことごとく除のぞかないでください。

        わたしの望のぞみはあなたのおきてにあるからです。

        44わたしは絶たえず、とこしえに、

        あなたのおきてを守まもります。

        45わたしはあなたのさとしを求もとめたので、

        自由じゆうに歩あゆむことができます。

        46わたしはまた王おうたちの前まえに

        あなたのあかしを語かたって恥はじることはありません。

        47わたしは、わたしの愛あいするあなたの戒いましめに

        自分じぶんの喜よろこびを見みいだすからです。

        48わたしは、わたしの愛あいするあなたの戒いましめを尊たっとび、

        あなたの定さだめを深ふかく思おもいます。

      

    


    
      ザイン


      
        49どうか、あなたのしもべに言いわれた

        み言葉ことばを思おもい出だしてください。

        あなたはわたしにそれを望のぞませられました。

        50あなたの約束やくそくはわたしを生いかすので、

        わが悩なやみの時ときの慰なぐさめです。

        51高たかぶる者ものは大おおいにわたしをあざ笑わらいます。

        しかしわたしはあなたのおきてを離はなれません。

        52主しゅよ、わたしはあなたの昔むかしからのおきてを思おもい出だして、

        みずから慰なぐさめます。

        53あなたのおきてを捨すてる悪あしき者もののゆえに、

        わたしは激はげしい憤いきどおりを起おこします。

        54あなたの定さだめはわが旅たびの家いえで、

        わたしの歌うたとなりました。

        55主しゅよ、わたしは夜よの間まにあなたのみ名なを思おもい出だして、

        あなたのおきてを守まもります。

        56わたしはあなたのさとしを守まもったことによって、

        この祝福しゅくふくがわたしに臨のぞみました。

      

    


    
      ヘス


      
        57主しゅはわたしの受うくべき分ぶんです。

        わたしはあなたのみ言葉ことばを守まもることを約束やくそくします。

        58わたしは心こころをつくして、あなたの恵めぐみを請こい求もとめます。

        あなたの約束やくそくにしたがって、

        わたしをお恵めぐみください。

        59わたしは、あなたの道みちを思おもうとき、

        足あしをかえして、あなたのあかしに向むかいます。

        60わたしはあなたの戒いましめを守まもるのに、

        すみやかで、ためらいません。

        61たとい、悪あしき者もののなわがわたしを捕とらえても、

        わたしはあなたのおきてを忘わすれません。

        62わたしはあなたの正ただしいおきてのゆえに

        夜半やはんに起おきて、あなたに感謝かんしゃします。

        63わたしは、すべてあなたを恐おそれる者もの、

        またあなたのさとしを守まもる者ものの仲間なかまです。

        64主しゅよ、地ちはあなたのいつくしみで満みちています。

        あなたの定さだめをわたしに教おしえてください。

      

    


    
      テス


      
        65主しゅよ、あなたはみ言葉ことばにしたがって

        しもべをよくあしらわれました。

        66わたしに良よい判断はんだんと知識ちしきとを教おしえてください。

        わたしはあなたの戒いましめを信しんじるからです。

        67わたしは苦くるしまない前まえには迷まよいました。

        しかし今いまはみ言葉ことばを守まもります。

        68あなたは善ぜんにして善ぜんを行おこなわれます。

        あなたの定さだめをわたしに教おしえてください。

        69高たかぶる者ものは偽いつわりをもって

        わたしをことごとくおおいます。

        しかしわたしは心こころをつくして

        あなたのさとしを守まもります。

        70彼かれらの心こころは肥こえ太ふとって脂肪しぼうのようです。

        しかしわたしはあなたのおきてを喜よろこびます。

        71苦くるしみにあったことは、わたしに良よい事ことです。

        これによってわたしはあなたのおきてを

        学まなぶことができました。

        72あなたの口くちのおきては、わたしのためには

        幾いく千の金銀きんぎん貨幣かへいにもまさるのです。

      

    


    
      ヨード


      
        73あなたのみ手てはわたしを造つくり、

        わたしを形かたち造つくりました。

        わたしに知恵ちえを与あたえて、

        あなたの戒いましめを学まなばせてください。

        74あなたを恐おそれる者ものはわたしを見みて喜よろこぶでしょう。

        わたしはみ言葉ことばによって望のぞみをいだいたからです。

        75主しゅよ、わたしはあなたのさばきの正ただしく、

        また、あなたが真実しんじつをもって

        わたしを苦くるしめられたことを知しっています。

        76あなたがしもべに告つげられた約束やくそくにしたがって、

        あなたのいつくしみをわが慰なぐさめとしてください。

        77あなたのあわれみをわたしに臨のぞませ、

        わたしを生いかしてください。

        あなたのおきてはわが喜よろこびだからです。

        78高たかぶる者ものに恥はじをこうむらせてください。

        彼かれらは偽いつわりをもって、わたしをくつがえしたからです。

        しかしわたしはあなたのさとしを深ふかく思おもいます。

        79あなたをおそれる者ものと、

        あなたのあかしを知しる者ものとを

        わたしに帰かえらせてください。

        80わたしの心こころを全まったくして、

        あなたの定さだめを守まもらせてください。

        そうすればわたしは恥はじをこうむることがありません。

      

    


    
      カフ


      
        81わが魂たましいはあなたの救すくいを慕したって絶たえいるばかりです。

        わたしはみ言葉ことばによって望のぞみをいだきます。

        82わたしの目めはあなたの約束やくそくを待まつによって衰おとろえ、

        「いつ、あなたはわたしを慰なぐさめられるのですか」と

        尋たずねます。

        83わたしは煙けむりの中なかの皮かわ袋ぶくろのようになりましたが、

        なお、あなたの定さだめを忘わすれませんでした。

        84あなたのしもべの日ひはどれほど続つづくでしょうか。

        いつあなたは、わたしを迫害はくがいする者ものを

        さばかれるでしょうか。

        85高たかぶる者ものはわたしをおとしいれようと

        穴あなを掘ほりました。

        彼かれらはあなたのおきてに従したがわない人々ひとびとです。

        86あなたの戒いましめはみな真実しんじつです。

        彼かれらは偽いつわりをもってわたしを迫害はくがいします。

        わたしをお助たすけください。

        87彼かれらはこの地ちにおいて、

        ほとんどわたしを滅ほろぼしました。

        しかし、わたしはあなたのさとしを捨すてませんでした。

        88あなたのいつくしみにしたがって

        わたしを生いかしてください。

        そうすればわたしはあなたの口くちから出でる

        あかしを守まもります。

      

    


    
      ラメド


      
        89主しゅよ、あなたのみ言葉ことばは

        天てんにおいてとこしえに堅かたく定さだまり、

        90あなたのまことはよろずよに及およびます。

        あなたが地ちを定さだめられたので、地ちは堅かたく立たっています。

        91これらのものはあなたの仰おおせにより、

        堅かたく立たって今日こんにちに至いたっています。

        よろずのものは皆みなあなたのしもべだからです。

        92あなたのおきてがわが喜よろこびとならなかったならば、

        わたしはついに悩なやみのうちに滅ほろびたでしょう。

        93わたしは常つねにあなたのさとしを忘わすれません。

        あなたはこれをもって、わたしを生いかされたからです。

        94わたしはあなたのものです。

        わたしをお救すくいください。

        わたしはあなたのさとしを求もとめました。

        95悪あしき者ものはわたしを滅ほろぼそうと

        待まち伏ぶせています。

        しかし、わたしはあなたのあかしを思おもいます。

        96わたしはすべての全まったきことに

        限かぎりあることを見みました。

        しかしあなたの戒いましめは限かぎりなく広ひろいのです。

      

    


    
      メム


      
        97いかにわたしはあなたのおきてを

        愛あいすることでしょう。

        わたしはひねもすこれを深ふかく思おもいます。

        98あなたの戒いましめは常つねにわたしと共ともにあるので、

        わたしをわが敵てきにまさって賢かしこくします。

        99わたしはあなたのあかしを深ふかく思おもうので、

        わがすべての師しにまさって知恵ちえがあります。

        100わたしはあなたのさとしを守まもるので、

        老おいた者ものにまさって事ことをわきまえます。

        101わたしはみ言葉ことばを守まもるために、

        わが足あしをとどめて、すべての悪わるい道みちに行いかせません。

        102あなたがわたしを教おしえられたので、

        わたしはあなたのおきてを離はなれません。

        103あなたのみ言葉ことばはいかにわがあごに

        甘あまいことでしょう。

        蜜みつにまさってわが口くちに甘あまいのです。

        104わたしはあなたのさとしによって知恵ちえを得えました。

        それゆえ、わたしは偽いつわりのすべての道みちを憎にくみます。

      

    


    
      ヌン


      
        105あなたのみ言葉ことばはわが足あしのともしび、

        わが道みちの光ひかりです。

        106わたしはあなたの正ただしいおきてを守まもることを誓ちかい、

        かつこれを実行じっこうしました。

        107わたしはいたく苦くるしみました。

        主しゅよ、み言葉ことばに従したがって、わたしを生いかしてください。

        108主しゅよ、わがさんびの供そなえ物ものをうけて、

        あなたのおきてを教おしえてください。

        109わたしのいのちは常つねに危険きけんにさらされています。

        しかし、わたしはあなたのおきてを忘わすれません。

        110悪あしき者ものはわたしのためにわなを設もうけました。

        しかし、わたしはあなたのさとしから迷まよい出でません。

        111あなたのあかしはとこしえにわが嗣し業ぎょうです。

        まことに、そのあかしはわが心こころの喜よろこびです。

        112わたしはあなたの定さだめを終おわりまで、

        とこしえに守まもろうと心こころを傾かたむけます。

      

    


    
      サメク


      
        113わたしは二心ふたごころの者ものを憎にくみます。

        しかしあなたのおきてを愛あいします。

        114あなたはわが隠かくれ場ば、わが盾たてです。

        わたしはみ言葉ことばによって望のぞみをいだきます。

        115悪あくをなす者ものよ、わたしを離はなれ去され、

        わたしはわが神かみの戒いましめを守まもるのです。

        116あなたの約束やくそくにしたがって、

        わたしをささえて、ながらえさせ、

        わが望のぞみについて恥はじることの

        ないようにしてください。

        117わたしをささえてください。

        そうすれば、わたしは安やすらかで、

        常つねにあなたの定さだめに心こころをそそぎます。

        118すべてあなたの定さだめから迷まよい出でる者ものを

        あなたは、かろしめられます。

        まことに、彼かれらの欺あざむきはむなしいのです。

        119あなたは地ちのすべての悪あしき者ものを、

        金かなかすのようにみなされます。

        それゆえ、わたしはあなたのあかしを愛あいします。

        120わが肉にくはあなたを恐おそれるので震ふるえます。

        わたしはあなたのさばきを恐おそれます。

      

    


    
      アイン


      
        121わたしは正ただしく義ぎにかなったことを行おこないました。

        わたしを捨すてて、しえたげる者ものに

        ゆだねないでください。

        122しもべのために保証人ほしょうにんとなって、

        高たかぶる者ものにわたしを、しえたげさせないでください。

        123わが目めはあなたの救すくいと、

        あなたの正ただしい約束やくそくとを待まち望のぞんで衰おとろえます。

        124あなたのいつくしみにしたがって、しもべをあしらい、

        あなたの定さだめを教おしえてください。

        125わたしはあなたのしもべです。

        わたしに知恵ちえを与あたえて、

        あなたのあかしを知しらせてください。

        126彼かれらはあなたのおきてを破やぶりました。

        今いまは主しゅのはたらかれる時ときです。

        127それゆえ、わたしは金きんよりも、

        純金じゅんきんよりもまさってあなたの戒いましめを愛あいします。

        128それゆえ、わたしは、あなたのもろもろの

        さとしにしたがって、正ただしき道みちに歩あゆみ、

        すべての偽いつわりの道みちを憎にくみます。

      

    


    
      ペ


      
        129あなたのあかしは驚おどろくべきものです。

        それゆえ、わが魂たましいはこれを守まもります。

        130み言葉ことばが開あけると光ひかりを放はなって、

        無学むがくな者ものに知恵ちえを与あたえます。

        131わたしはあなたの戒いましめを慕したうゆえに、

        口くちを広ひろくあけてあえぎ求もとめました。

        132み名なを愛あいする者ものに常つねにされるように、

        わたしをかえりみ、わたしをあわれんでください。

        133あなたの約束やくそくにしたがって、わが歩あゆみを確たしかにし、

        すべての不義ふぎに支配しはいされないようにしてください。

        134わたしを人ひとのしえたげからあがなってください。

        そうすればわたしは、あなたのさとしを守まもります。

        135み顔かおをしもべの上うえに照てらし、

        あなたの定さだめを教おしえてください。

        136人々ひとびとがあなたのおきてを守まもらないので、

        わが目めの涙なみだは川かわのように流ながれます。

      

    


    
      ツァデー


      
        137主しゅよ、あなたは正ただしく、

        あなたのさばきは正ただしいのです。

        138あなたの正義せいぎと、この上うえない真実しんじつとをもって

        あなたのあかしを命めいじられました。

        139わたしのあだが、あなたのみ言葉ことばを忘わすれるので、

        わが熱心ねっしんはわたしを滅ほろぼすのです。

        140あなたの約束やくそくはまことに確たしかです。

        あなたのしもべはこれを愛あいします。

        141わたしは取とるにたらない者もので、人ひとに侮あなどられるけれども、

        なお、あなたのさとしを忘わすれません。

        142あなたの義ぎはとこしえに正ただしく、

        あなたのおきてはまことです。

        143悩なやみと苦くるしみがわたしに臨のぞみました。

        しかしあなたの戒いましめはわたしの喜よろこびです。

        144あなたのあかしはとこしえに正ただしいのです。

        わたしに知恵ちえを与あたえて、生いきながらえさせてください。

      

    


    
      コフ


      
        145わたしは心こころをつくして呼よばわります。

        主しゅよ、お答こたえください。

        わたしはあなたの定さだめを守まもります。

        146わたしはあなたに呼よばわります。

        わたしをお救すくいください。

        わたしはあなたのあかしを守まもります。

        147わたしは朝あさ早はやく起おき出でて呼よばわります。

        わたしはみ言葉ことばによって望のぞみをいだくのです。

        148わが目めは夜警やけいの交代こうたいする時ときに先さきだってさめ、

        あなたの約束やくそくを深ふかく思おもいます。

        149あなたのいつくしみにしたがって、

        わが声こえを聞きいてください。

        主しゅよ、あなたの公義こうぎにしたがって、

        わたしを生いかしてください。

        150わたしをしえたげる者ものが

        悪わるいたくらみをもって近ちかづいています。

        彼かれらはあなたのおきてを遠とおくはなれているのです。

        151しかし主しゅよ、あなたは近ちかくいらせられます。

        あなたのもろもろの戒いましめはまことです。

        152わたしは早はやくからあなたのあかしによって、

        あなたがこれをとこしえに

        立たてられたことを知しりました。

      

    


    
      レシ


      
        153わが悩なやみを見みて、わたしをお救すくいください。

        わたしはあなたのおきてを忘わすれないからです。

        154わが訴うったえを弁護べんごして、わたしをあがない、

        あなたの約束やくそくにしたがって、

        わたしを生いかしてください。

        155救すくいは悪あしき者ものを遠とおく離はなれている。

        彼かれらはあなたの定さだめを求もとめないからです。

        156主しゅよ、あなたのあわれみは大おおきい。

        あなたの公義こうぎに従したがって、わたしを生いかしてください。

        157わたしをしえたげる者もの、

        わたしをあだする者ものは多おおい。

        しかしわたしは、あなたのあかしを離はなれません。

        158不信仰ふしんこうな者ものがあなたのみ言葉ことばを守まもらないので、

        わたしは彼かれらを見みて、いとわしく思おもいます。

        159わたしがいかにあなたのさとしを

        愛あいするかをお察さっしください。

        主しゅよ、あなたのいつくしみにしたがって、

        わたしを生いかしてください。

        160あなたのみ言葉ことばの全体ぜんたいは真理しんりです。

        あなたの正ただしいおきてのすべては

        とこしえに絶たえることはありません。

      

    


    
      シン


      
        161もろもろの君きみはゆえなくわたしをしえたげます。

        しかしわが心こころはみ言葉ことばをおそれます。

        162わたしは大おおいなる獲物えものを得えた者もののように

        あなたのみ言葉ことばを喜よろこびます。

        163わたしは偽いつわりを憎にくみ、忌いみきらいます。

        しかしあなたのおきてを愛あいします。

        164わたしはあなたの正ただしいおきてのゆえに、

        一日にちに七たびあなたをほめたたえます。

        165あなたのおきてを愛あいする者ものには大おおいなる平安へいあんがあり、

        何なにものも彼かれらをつまずかすことはできません。

        166主しゅよ、わたしはあなたの救すくいを望のぞみ、

        あなたの戒いましめをおこないます。

        167わが魂たましいは、あなたのあかしを守まもります。

        わたしはいたくこれを愛あいします。

        168わがすべての道みちがあなたのみ前まえにあるので、

        わたしはあなたのさとしと、あかしとを守まもります。

      

    


    
      タウ


      
        169主しゅよ、どうか、わが叫さけびをみ前まえにいたらせ、

        み言葉ことばに従したがって、わたしに知恵ちえをお与あたえください。

        170わが願ねがいをみ前まえにいたらせ、

        み言葉ことばにしたがって、わたしをお助たすけください。

        171あなたの定さだめをわたしに教おしえられるので、

        わがくちびるはさんびを唱となえます。

        172あなたのすべての戒いましめは正ただしいので、

        わが舌したはみ言葉ことばを歌うたいます。

        173わたしはあなたのさとしを選えらびました。

        あなたのみ手てを、常つねにわが助たすけとしてください。

        174主しゅよ、わたしはあなたの救すくいを慕したいます。

        あなたのおきてはわたしの喜よろこびです。

        175わたしを生いかして、

        あなたをほめたたえさせ、

        あなたのおきてを、わが助たすけとしてください。

        176わたしは失うしなわれた羊ひつじのように迷まよい出でました。

        あなたのしもべを捜さがし出だしてください。

        わたしはあなたの戒いましめを忘わすれないからです。

      

    

  


  


  
    第百二十篇


    
      都みやこもうでの歌うた


      
        1わたしが悩なやみのうちに、主しゅに呼よばわると、

        主しゅはわたしに答こたえられる。

        2「主しゅよ、偽いつわりのくちびるから、

        欺あざむきの舌したから、わたしを助たすけ出だしてください」。

        3欺あざむきの舌したよ、おまえに何なにが与あたえられ、

        何なにが加くわえられるであろうか。

        4ますらおの鋭するどい矢やと、

        えにしだの熱あつい炭すみとである。

        5わざわいなるかな、わたしはメセクにやどり、

        ケダルの天幕てんまくのなかに住すんでいる。

        6わたしは久ひさしく平安へいあんを憎にくむ者もののなかに住すんでいた。

        7わたしは平安へいあんを願ねがう、

        しかし、わたしが物言ものいうとき、彼かれらは戦たたかいを好このむ。

      

    

  


  


  
    第百二十一篇


    
      都みやこもうでの歌うた


      
        1わたしは山やまにむかって目めをあげる。

        わが助たすけは、どこから来くるであろうか。

        2わが助たすけは、天てんと地ちを造つくられた主しゅから来くる。

        3主しゅはあなたの足あしの動うごかされるのをゆるされない。

        あなたを守まもる者ものはまどろむことがない。

        4見みよ、イスラエルを守まもる者ものは

        まどろむこともなく、眠ねむることもない。

        5主しゅはあなたを守まもる者もの、

        主しゅはあなたの右みぎの手てをおおう陰かげである。

        6昼ひるは太陽たいようがあなたを撃うつことなく、

        夜よるは月つきがあなたを撃うつことはない。

        7主しゅはあなたを守まもって、すべての災わざわいを免まぬかれさせ、

        またあなたの命いのちを守まもられる。

        8主しゅは今いまからとこしえに至いたるまで、

        あなたの出でると入いるとを守まもられるであろう。

      

    

  


  


  
    第百二十二篇


    
      ダビデがよんだ都みやこもうでの歌うた


      
        1人々ひとびとがわたしにむかって「われらは主しゅの家いえに行いこう」

        と言いったとき、わたしは喜よろこんだ。

        2エルサレムよ、われらの足あしは

        あなたの門もんのうちに立たっている。

        3しげくつらなった町まちのように

        建たてられているエルサレムよ、

        4もろもろの部族ぶぞくすなわち主しゅの部族ぶぞくが、

        そこに上のぼって来きて主しゅのみ名なに感謝かんしゃすることは、

        イスラエルのおきてである。

        5そこにさばきの座ざ、

        ダビデの家いえの王座おうざが設もうけられてあった。

        6エルサレムのために平安へいあんを祈いのれ、

        「エルサレムを愛あいする者ものは栄さかえ、

        7その城壁じょうへきのうちに平安へいあんがあり、

        もろもろの殿とののうちに安全あんぜんがあるように」と。

        8わが兄弟きょうだいおよび友とものために、わたしは

        「エルサレムのうちに平安へいあんがあるように」と言いい、

        9われらの神かみ、主しゅの家いえのために、わたしは

        エルサレムのさいわいを求もとめるであろう。

      

    

  


  


  
    第百二十三篇


    
      都みやこもうでの歌うた


      
        1天てんに座ざしておられる者ものよ、

        わたしはあなたにむかって目めをあげます。

        2見みよ、しもべがその主人しゅじんの手てに目めをそそぎ、

        はしためがその主婦しゅふの手てに目めをそそぐように、

        われらはわれらの神かみ、主しゅに目めをそそいで、

        われらをあわれまれるのを待まちます。

        3主しゅよ、われらをあわれんでください。

        われらをあわれんでください。

        われらに侮あなどりが満みちあふれています。

        4思おもい煩わずらいのない者もののあざけりと、高たかぶる者ものの侮あなどりとは、

        われらの魂たましいに満みちあふれています。

      

    

  


  


  
    第百二十四篇


    
      ダビデがよんだ都みやこもうでの歌うた


      
        1今いま、イスラエルは言いえ、

        主しゅがもしわれらの方ほうにおられなかったならば、

        2人々ひとびとがわれらに逆さからって立たちあがったとき、

        主しゅがもしわれらの方ほうにおられなかったならば、

        3彼かれらの怒いかりがわれらにむかって燃もえたったとき、

        彼かれらはわれらを生いきているままで、のんだであろう。

        4また大水おおみずはわれらを押おし流ながし、

        激流げきりゅうはわれらの上うえを越こえ、

        5さか巻まく水みずはわれらの上うえを越こえたであろう。

        6主しゅはほむべきかな。

        主しゅはわれらをえじきとして

        彼かれらの歯はにわたされなかった。

        7われらは野鳥やちょうを捕とらえるわなをのがれる

        鳥とりのようにのがれた。

        わなは破やぶれてわれらはのがれた。

        8われらの助たすけは天地てんちを造つくられた主しゅのみ名なにある。

      

    

  


  


  
    第百二十五篇


    
      都みやこもうでの歌うた


      
        1主しゅに信頼しんらいする者ものは、動うごかされることなくて、

        とこしえにあるシオンの山やまのようである。

        2山々やまやまがエルサレムを囲かこんでいるように、

        主しゅは今いまからとこしえにその民たみを囲かこまれる。

        3これは悪あしき者もののつえが

        正ただしい者ものの所領しょりょうにとどまることなく、

        正ただしい者ものがその手てを

        不義ふぎに伸のべることのないためである。

        4主しゅよ、善良ぜんりょうな人ひとと、

        心こころの正ただしい人ひととに、さいわいを施ほどこしてください。

        5しかし転てんじて自分じぶんの曲まがった道みちに入いる者ものを

        主しゅは、悪あくを行おこなう者ものと共ともに去さらせられる。

        イスラエルの上うえに平安へいあんがあるように。

      

    

  


  


  
    第百二十六篇


    
      都みやこもうでの歌うた


      
        1主しゅがシオンの繁栄はんえいを回復かいふくされたとき、

        われらは夢ゆめみる者もののようであった。

        2その時ときわれらの口くちは笑わらいで満みたされ、

        われらの舌したは喜よろこびの声こえで満みたされた。

        その時とき「主しゅは彼かれらのために大おおいなる事ことをなされた」と

        言いった者ものが、もろもろの国民くにたみの中なかにあった。

        3主しゅはわれらのために大おおいなる事ことをなされたので、

        われらは喜よろこんだ。

        4主しゅよ、どうか、われらの繁栄はんえいを、

        ネゲブの川かわのように回復かいふくしてください。

        5涙なみだをもって種たねまく者ものは、

        喜よろこびの声こえをもって刈かり取とる。

        6種たねを携たずさえ、涙なみだを流ながして出でて行いく者ものは、

        束たばを携たずさえ、喜よろこびの声こえをあげて帰かえってくるであろう。

      

    

  


  


  
    第百二十七篇


    
      ソロモンがよんだ都みやこもうでの歌うた


      
        1主しゅが家いえを建たてられるのでなければ、

        建たてる者ものの勤労きんろうはむなしい。

        主しゅが町まちを守まもられるのでなければ、

        守まもる者もののさめているのはむなしい。

        2あなたがたが早はやく起おき、おそく休やすみ、

        辛苦しんくのかてを食たべることは、むなしいことである。

        主しゅはその愛あいする者ものに、眠ねむっている時ときにも、

        なくてならぬものを与あたえられるからである。

        3見みよ、子供こどもたちは神かみから賜たまわった嗣し業ぎょうであり、

        胎たいの実みは報むくいの賜物たまものである。

        4壮年そうねんの時ときの子供こどもは勇士ゆうしの手てにある矢やのようだ。

        5矢やの満みちた矢筒やづつを持もつ人ひとはさいわいである。

        彼かれは門もんで敵てきと物言ものいうとき恥はじることはない。

      

    

  


  


  
    第百二十八篇


    
      都みやこもうでの歌うた


      
        1すべて主しゅをおそれ、主しゅの道みちに歩あゆむ者ものはさいわいである。

        2あなたは自分じぶんの手ての勤労きんろうの実みを食たべ、

        幸福こうふくで、かつ安やすらかであろう。

        3あなたの妻つまは家いえの奥おくにいて

        多おおくの実みを結むすぶぶどうの木きのようであり、

        あなたの子供こどもたちは食卓しょくたくを囲かこんで

        オリブの若木わかぎのようである。

        4見みよ、主しゅをおそれる人ひとは、このように祝福しゅくふくを得える。

        5主しゅはシオンからあなたを祝福しゅくふくされるように。

        あなたは世よにあるかぎりエルサレムの繁栄はんえいを見み、

        6またあなたの子こらの子こを見みるであろう。

        どうぞ、イスラエルの上うえに平安へいあんがあるように。

      

    

  


  


  
    第百二十九篇


    
      都みやこもうでの歌うた


      
        1今いまイスラエルは言いえ、

        「彼かれらはわたしの若わかい時ときから、ひどくわたしを悩なやました。

        2彼かれらはわたしの若わかい時ときから、ひどくわたしを悩なやました。

        しかしわたしに勝かつことができなかった。

        3耕たがやす者ものはわたしの背せの上うえをたがやして、

        そのうねみぞを長ながくした」と。

        4主しゅは正ただしくいらせられ、

        悪あしき者もののなわを断たち切きられた。

        5シオンを憎にくむ者ものはみな、

        恥はじを得えて、退しりぞくように。

        6彼かれらを、育そだたないさきに枯かれる

        屋根やねの草くさのようにしてください。

        7これを刈かる者ものはその手てに満みたず、

        これをたばねる者ものはそのふところに満みたない。

        8かたわらを過すぎる者ものは、

        「主しゅの恵めぐみがあなたの上うえにあるように。

        われらは主しゅのみ名なによって

        あなたがたを祝福しゅくふくする」と言いわない。

      

    

  


  


  
    第百三十篇


    
      都みやこもうでの歌うた


      
        1主しゅよ、わたしは深ふかい淵ふちからあなたに呼よばわる。

        2主しゅよ、どうか、わが声こえを聞きき、

        あなたの耳みみをわが願ねがいの声こえに傾かたむけてください。

        3主しゅよ、あなたがもし、もろもろの不義ふぎに

        目めをとめられるならば、

        主しゅよ、だれが立たつことができましょうか。

        4しかしあなたには、ゆるしがあるので、

        人ひとに恐おそれかしこまれるでしょう。

        5わたしは主しゅを待まち望のぞみます、わが魂たましいは待まち望のぞみます。

        そのみ言葉ことばによって、わたしは望のぞみをいだきます。

        6わが魂たましいは夜回よまわりが暁あかつきを待まつにまさり、

        夜回よまわりが暁あかつきを待まつにまさって主しゅを待まち望のぞみます。

        7イスラエルよ、主しゅによって望のぞみをいだけ。

        主しゅには、いつくしみがあり、

        また豊ゆたかなあがないがあるからです。

        8主しゅはイスラエルを

        そのもろもろの不義ふぎからあがなわれます。

      

    

  


  


  
    第百三十一篇


    
      ダビデがよんだ都みやこもうでの歌うた


      
        1主しゅよ、わが心こころはおごらず、わが目めは高たかぶらず、

        わたしはわが力ちからの及およばない大おおいなる事ことと

        くすしきわざとに関係かんけいいたしません。

        2かえって、乳離ちばなれしたみどりごが、

        その母ははのふところに安やすらかにあるように、

        わたしはわが魂たましいを静しずめ、かつ安やすらかにしました。

        わが魂たましいは乳離ちばなれしたみどりごのように、安やすらかです。

        3イスラエルよ、今いまからとこしえに

        主しゅによって望のぞみをいだけ。

      

    

  


  


  
    第百三十二篇


    
      都みやこもうでの歌うた


      
        1主しゅよ、ダビデのために、

        そのもろもろの辛苦しんくをみこころにとめてください。

        2ダビデは主しゅに誓ちかい、

        ヤコブの全能者ぜんのうしゃに誓ちかいを立たてて言いいました、

        3 132:4 132:5「わたしは主しゅのために所ところを捜さがし出だし、

        ヤコブの全能者ぜんのうしゃのためにすまいを求もとめ得えるまでは、

        わが家いえに入いらず、わが寝台しんだいに上のぼらず、

        わが目めに眠ねむりを与あたえず、

        わがまぶたにまどろみを与あたえません」。

        6見みよ、われらはエフラタでそれを聞きき、

        ヤアルの野のでそれを見みとめた。

        7「われらはそのすまいへ行いって、

        その足あし台だいのもとにひれ伏ふそう」。

        8主しゅよ、起おきて、あなたの力ちからのはこと共ともに、

        あなたの安息所あんそくじょにおはいりください。

        9あなたの祭司さいしたちに義ぎをまとわせ、

        あなたの聖徒せいとたちに喜よろこび呼よばわらせてください。

        10あなたのしもべダビデのために、

        あなたの油あぶらそそがれた者ものの顔かおを、

        しりぞけないでください。

        11主しゅはまことをもってダビデに誓ちかわれたので、

        それにそむくことはない。すなわち言いわれた、

        「わたしはあなたの身みから出でた子このひとりを、

        あなたの位くらいにつかせる。

        12もしあなたの子こらがわたしの教おしえる

        契約けいやくと、あかしとを守まもるならば、

        その子こらもまた、とこしえに

        あなたの位くらいに座ざするであろう」。

        13主しゅはシオンを選えらび、

        それをご自分じぶんのすみかにしようと望のぞんで言いわれた、

        14「これはとこしえにわが安息所あんそくじょである。

        わたしはこれを望のぞんだゆえ、ここに住すむ。

        15わたしはシオンの糧食りょうしょくを豊ゆたかに祝福しゅくふくし、

        食物しょくもつをもってその貧まずしい者ものを飽あかせる。

        16またわたしはその祭司さいしたちに救すくいを着きせる。

        その聖徒せいとたちは声こえ高たからかに喜よろこび呼よばわるであろう。

        17わたしはダビデのために

        そこに一つの角つのをはえさせる。

        わたしはわが油あぶらそそがれた者もののために

        一つのともしびを備そなえた。

        18わたしは彼かれの敵てきに恥はじを着きせる。

        しかし彼かれの上うえにはその冠かんむりが輝かがやくであろう」。

      

    

  


  


  
    第百三十三篇


    
      ダビデがよんだ都みやこもうでの歌うた


      
        1見みよ、兄弟きょうだいが和合わごうして共ともにおるのは

        いかに麗うるわしく楽たのしいことであろう。

        2それはこうべに注そそがれた尊たっとい油あぶらがひげに流ながれ、

        アロンのひげに流ながれ、

        その衣ころものえりにまで流ながれくだるようだ。

        3またヘルモンの露つゆがシオンの山やまに下くだるようだ。

        これは主しゅがかしこに祝福しゅくふくを命めいじ、

        とこしえに命いのちを与あたえられたからである。

      

    

  


  


  
    第百三十四篇


    
      都みやこもうでの歌うた


      
        1見みよ、夜よる、主しゅの家いえに立たって

        主しゅに仕つかえるすべてのしもべよ、

        主しゅをほめよ。

        2聖所せいじょにむかってあなたがたの手てをあげ、

        主しゅをほめよ。

        3どうぞ主しゅ、天てんと地ちを造つくられた者もの、

        シオンからあなたを祝福しゅくふくされるように。

      

    

  


  


  
    第百三十五篇


    
      1主しゅをほめたたえよ、

      主しゅのみ名なをほめたたえよ。

      主しゅのしもべたちよ、ほめたたえよ。

      2主しゅの家いえに立たつ者もの、

      われらの神かみの家いえの大庭おおにわに立たつ者ものよ、ほめたたえよ。

      3主しゅは恵めぐみふかい、主しゅをほめたたえよ。

      主しゅは情じょうぶかい、そのみ名なをほめ歌うたえ。

      4主しゅはおのがためにヤコブを選えらび、

      イスラエルを選えらんで、おのれの所有しょゆうとされた。

      5わたしは主しゅの大おおいなることと、

      われらの主しゅのすべての神かみに

      まさることとを知しっている。

      6主しゅはそのみこころにかなう事ことを、

      天てんにも地ちにも、海うみにもすべての淵ふちにも行おこなわれる。

      7主しゅは地ちのはてから雲くもをのぼらせ、

      雨あめのためにいなずまを造つくり、その倉くらから風かぜを出だされる。

      8主しゅは人ひとから獣けものにいたるまで、

      エジプトのういごを撃うたれた。

      9エジプトよ、主しゅはおまえの中なかに、

      しるしと不思議ふしぎとを送おくって、

      パロとそのすべてのしもべとに臨のぞまれた。

      10主しゅは多おおくの国民くにたみを撃うち、

      力ちからある王おうたちを殺ころされた。

      11すなわちアモリびとの王おうシホン、バシャンの王おうオグ、

      ならびにカナンのすべての国々くにぐにである。

      12主しゅは彼かれらの地ちを嗣し業ぎょうとし、

      その民たみイスラエルに嗣し業ぎょうとして与あたえられた。

      13主しゅよ、あなたのみ名なはとこしえに絶たえることがない。

      主しゅよ、あなたの名声めいせいはよろずよに及およぶ。

      14主しゅはその民たみをさばき、

      そのしもべらにあわれみをかけられるからである。

      15もろもろの国民くにたみの偶像ぐうぞうはしろがねと、こがねで、

      人ひとの手てのわざである。

      16それは口くちがあっても語かたることができない。

      目めがあっても見みることができない。

      17耳みみがあっても聞きくことができない。

      またその口くちには息いきがない。

      18これを造つくる者ものと、これに信頼しんらいする者ものとはみな、

      これと等ひとしい者ものになる。

      19イスラエルの家いえよ、主しゅをほめよ。

      アロンの家いえよ、主しゅをほめよ。

      20レビの家いえよ、主しゅをほめよ。

      主しゅを恐おそれる者ものよ、主しゅをほめまつれ。

      21エルサレムに住すまわれる主しゅは、

      シオンからほめたたえらるべきである。

      主しゅをほめたたえよ。

    

  


  


  
    第百三十六篇


    
      1主しゅに感謝かんしゃせよ、主しゅは恵めぐみふかく、

      そのいつくしみはとこしえに絶たえることがない。

      2もろもろの神かみの神かみに感謝かんしゃせよ、

      そのいつくしみはとこしえに絶たえることがない。

      3もろもろの主しゅの主しゅに感謝かんしゃせよ、

      そのいつくしみはとこしえに絶たえることがない。

      4ただひとり大おおいなるくすしきみわざを

      なされる者ものに感謝かんしゃせよ、

      そのいつくしみはとこしえに絶たえることがない。

      5知恵ちえをもって天てんを造つくられた者ものに感謝かんしゃせよ、

      そのいつくしみはとこしえに絶たえることがない。

      6地ちを水みずの上うえに敷しかれた者ものに感謝かんしゃせよ、

      そのいつくしみはとこしえに絶たえることがない。

      7大おおいなる光ひかりを造つくられた者ものに感謝かんしゃせよ、

      そのいつくしみはとこしえに絶たえることがない。

      8昼ひるをつかさどらすために日ひを造つくられた者ものに感謝かんしゃせよ、

      そのいつくしみはとこしえに絶たえることがない。

      9夜よるをつかさどらすために月つきと、

      もろもろの星ほしとを造つくられた者ものに感謝かんしゃせよ、

      そのいつくしみはとこしえに絶たえることがない。

      10エジプトのういごを撃うたれた者ものに感謝かんしゃせよ、

      そのいつくしみはとこしえに絶たえることがない。

      11イスラエルをエジプトびとの中なかから

      導みちびき出だされた者ものに感謝かんしゃせよ、

      そのいつくしみはとこしえに絶たえることがない。

      12強つよい手てと伸のばした腕うでとをもって、

      これを救すくい出だされた者ものに感謝かんしゃせよ、

      そのいつくしみはとこしえに絶たえることがない。

      13紅海こうかいを二つに分わけられた者ものに感謝かんしゃせよ、

      そのいつくしみはとこしえに絶たえることがない。

      14イスラエルにその中なかを通とおらせられた者ものに感謝かんしゃせよ、

      そのいつくしみはとこしえに絶たえることがない。

      15パロとその軍勢ぐんぜいとを紅海こうかいで

      打うち敗やぶられた者ものに感謝かんしゃせよ、

      そのいつくしみはとこしえに絶たえることがない。

      16その民たみを導みちびいて荒野あらのを通とおらせられた者ものに感謝かんしゃせよ、

      そのいつくしみはとこしえに絶たえることがない。

      17大おおいなる王おうたちを撃うたれた者ものに感謝かんしゃせよ、

      そのいつくしみはとこしえに絶たえることがない。

      18名なある王おうたちを殺ころされた者ものに感謝かんしゃせよ、

      そのいつくしみはとこしえに絶たえることがない。

      19アモリびとの王おうシホンを殺ころされた者ものに感謝かんしゃせよ、

      そのいつくしみはとこしえに絶たえることがない。

      20バシャンの王おうオグを殺ころされた者ものに感謝かんしゃせよ、

      そのいつくしみはとこしえに絶たえることがない。

      21彼かれらの地ちを嗣し業ぎょうとして与あたえられた者ものに感謝かんしゃせよ、

      そのいつくしみはとこしえに絶たえることがない。

      22そのしもべイスラエルに嗣し業ぎょうとして

      これを与あたえられた者ものに感謝かんしゃせよ、

      そのいつくしみはとこしえに絶たえることがない。

      23われらが卑いやしかった時ときに

      われらをみこころにとめられた者ものに感謝かんしゃせよ、

      そのいつくしみはとこしえに絶たえることがない。

      24われらのあだからわれらを

      助たすけ出だされた者ものに感謝かんしゃせよ、

      そのいつくしみはとこしえに絶たえることがない。

      25すべての肉にくなる者ものに食物しょくもつを与あたえられる者ものに感謝かんしゃせよ、

      そのいつくしみはとこしえに絶たえることがない。

      26天てんの神かみに感謝かんしゃせよ、

      そのいつくしみはとこしえに絶たえることがない。

    

  


  


  
    第百三十七篇


    
      1われらは

      バビロンの川かわのほとりにすわり、

      シオンを思おもい出だして涙なみだを流ながした。

      2われらはその中なかのやなぎにわれらの琴ことをかけた。

      3われらをとりこにした者ものが、

      われらに歌うたを求もとめたからである。

      われらを苦くるしめる者ものが楽たのしみにしようと、

      「われらにシオンの歌うたを一つうたえ」と言いった。

      4われらは外国がいこくにあって、

      どうして主しゅの歌うたをうたえようか。

      5エルサレムよ、もしわたしがあなたを忘わすれるならば、

      わが右みぎの手てを衰おとろえさせてください。

      6もしわたしがあなたを思おもい出ださないならば、

      もしわたしがエルサレムを

      わが最高さいこうの喜よろこびとしないならば、

      わが舌したをあごにつかせてください。

      7主しゅよ、エドムの人々ひとびとがエルサレムの日ひに、

      「これを破壊はかいせよ、これを破壊はかいせよ、

      その基もといまでも破壊はかいせよ」と

      言いったことを覚おぼえてください。

      8破壊はかい者ものであるバビロンの娘むすめよ、

      あなたがわれらにしたことを、

      あなたに仕返しかえしする人ひとはさいわいである。

      9あなたのみどりごを取とって

      岩いわになげうつ者ものはさいわいである。

    

  


  


  
    第百三十八篇


    
      ダビデの歌うた


      
        1主しゅよ、わたしは心こころをつくしてあなたに感謝かんしゃし、

        もろもろの神かみの前まえであなたをほめ歌うたいます。

        2わたしはあなたの聖せいなる宮みやにむかって伏ふし拝おがみ、

        あなたのいつくしみと、まこととのゆえに、

        み名なに感謝かんしゃします。

        あなたはそのみ名なと、み言葉ことばを

        すべてのものにまさって高たかくされたからです。

        3あなたはわたしが呼よばわった日ひにわたしに答こたえ、

        わが魂たましいの力ちからを増まし加くわえられました。

        4主しゅよ、地ちのすべての王おうはあなたに感謝かんしゃするでしょう。

        彼かれらはあなたの口くちのもろもろの言葉ことばを

        聞きいたからです。

        5彼かれらは主しゅのもろもろの道みちについて歌うたうでしょう。

        主しゅの栄光えいこうは大おおきいからです。

        6主しゅは高たかくいらせられるが低ひくい者ものをかえりみられる。

        しかし高たかぶる者ものを遠とおくから知しられる。

        7たといわたしが悩なやみのなかを歩あるいても、

        あなたはわたしを生いかし、

        み手てを伸のばしてわが敵てきの怒いかりを防ふせぎ、

        あなたの右みぎの手てはわたしを救すくわれます。

        8主しゅはわたしのために、みこころをなしとげられる。

        主しゅよ、あなたのいつくしみは

        とこしえに絶たえることはありません。

        あなたのみ手てのわざを捨すてないでください。

      

    

  


  


  
    第百三十九篇


    
      聖歌せいか隊たいの指揮者しきしゃによってうたわせたダビデの歌うた


      
        1主しゅよ、あなたはわたしを探さぐり、

        わたしを知しりつくされました。

        2あなたはわがすわるをも、立たつをも知しり、

        遠とおくからわが思おもいをわきまえられます。

        3あなたはわが歩あゆむをも、伏ふすをも探さぐり出だし、

        わがもろもろの道みちをことごとく知しっておられます。

        4わたしの舌したに一言いちごんもないのに、

        主しゅよ、あなたはことごとくそれを知しられます。

        5あなたは後うしろから、前まえからわたしを囲かこみ、

        わたしの上うえにみ手てをおかれます。

        6このような知識ちしきはあまりに不思議ふしぎで、

        わたしには思おもいも及およびません。

        これは高たかくて達たっすることはできません。

        7わたしはどこへ行いって、

        あなたのみたまを離はなれましょうか。

        わたしはどこへ行いって、

        あなたのみ前まえをのがれましょうか。

        8わたしが天てんにのぼっても、あなたはそこにおられます。

        わたしが陰府よみに床とこを設もうけても、

        あなたはそこにおられます。

        9わたしがあけぼのの翼つばさをかって海うみのはてに住すんでも、

        10あなたのみ手てはその所ところでわたしを導みちびき、

        あなたの右みぎのみ手てはわたしをささえられます。

        11「やみはわたしをおおい、

        わたしを囲かこむ光ひかりは夜よるとなれ」とわたしが言いっても、

        12あなたには、やみも暗くらくはなく、

        夜よるも昼ひるのように輝かがやきます。

        あなたには、やみも光ひかりも異ことなることはありません。

        13あなたはわが内臓ないぞうをつくり、

        わが母ははの胎内たいないでわたしを組くみ立たてられました。

        14わたしはあなたをほめたたえます。

        あなたは恐おそれるべく、くすしき方かただからです。

        あなたのみわざはくすしく、

        あなたは最もっともよくわたしを知しっておられます。

        15わたしが隠かくれた所ところで造つくられ、

        地ちの深ふかい所ところでつづり合あわされたとき、

        わたしの骨ほねはあなたに隠かくれることがなかった。

        16あなたの目めは、

        まだできあがらないわたしのからだを見みられた。

        わたしのためにつくられたわがよわいの日ひの

        まだ一日にちもなかったとき、

        その日ひはことごとくあなたの書しょにしるされた。

        17神かみよ、あなたのもろもろのみ思おもいは、

        なんとわたしに尊たっといことでしょう。

        その全体ぜんたいはなんと広大こうだいなことでしょう。

        18わたしがこれを数かぞえようとすれば、

        その数かずは砂すなよりも多おおい。

        わたしが目めざめるとき、

        わたしはなおあなたと共ともにいます。

        19神かみよ、どうか悪あしき者ものを殺ころしてください。

        血ちを流ながす者ものをわたしから離はなれ去さらせてください。

        20彼かれらは敵意てきいをもってあなたをあなどり、

        あなたに逆さからって高たかぶり、悪あくを行おこなう人々ひとびとです。

        21主しゅよ、わたしはあなたを憎にくむ者ものを憎にくみ、

        あなたに逆さからって起おこり立たつ者ものを

        いとうではありませんか。

        22わたしは全まったく彼かれらを憎にくみ、

        彼かれらをわたしの敵てきと思おもいます。

        23神かみよ、どうか、わたしを探さぐって、わが心こころを知しり、

        わたしを試こころみて、わがもろもろの思おもいを

        知しってください。

        24わたしに悪あしき道みちのあるかないかを見みて、

        わたしをとこしえの道みちに導みちびいてください。

      

    

  


  


  
    第百四十篇


    
      聖歌せいか隊たいの指揮者しきしゃによってうたわせたダビデの歌うた


      
        1主しゅよ、悪あしき人々ひとびとからわたしを助たすけ出だし、

        わたしを守まもって、

        乱暴らんぼうな人々ひとびとからのがれさせてください。

        2彼かれらは心こころのうちに悪わるい事ことをはかり、

        絶たえず戦たたかいを起おこします。

        3彼かれらはへびのようにおのが舌したを鋭するどくし、

        そのくちびるの下したにはまむしの毒どくがあります。〔セラ

        4主しゅよ、わたしを保たもって、

        悪あしき人ひとの手てからのがれさせ、

        わたしを守まもって、わが足あしをつまずかせようとする

        乱暴らんぼうな人々ひとびとからのがれさせてください。

        5高たかぶる者ものはわたしのためにわなを伏ふせ、

        綱つなをもって網あみを張はり、

        道みちのほとりにわなを設もうけました。〔セラ

        6わたしは主しゅに言いいます、「あなたはわが神かみです。

        主しゅよ、わが願ねがいの声こえに耳みみを傾かたむけてください。

        7わが救すくいの力ちから、主しゅなる神かみよ、

        あなたは戦たたかいの日ひに、わがこうべをおおわれました。

        8主しゅよ、悪あしき人ひとの願ねがいをゆるさないでください。

        その悪あしき計画けいかくをとげさせないでください。〔セラ

        9わたしを囲かこむ者ものがそのこうべをあげるとき、

        そのくちびるの害悪がいあくで彼かれらをおおってください。

        10燃もえる炭すみを彼かれらの上うえに落おとしてください。

        彼かれらを穴あなに投なげ入いれ、

        再ふたたび上あがることのできないようにしてください。

        11悪口わるぐちを言いう者ものを世よに立たたせないでください。

        乱暴らんぼうな人ひとをすみやかに災わざわいに追おい捕とらえさせてください」。

        12わたしは主しゅが苦くるしむ者ものの訴うったえをたすけ、

        貧まずしい者もののために正ただしいさばきを

        行おこなわれることを知しっています。

        13正ただしい人ひとは必かならずみ名なに感謝かんしゃし、

        直なおき人ひとはみ前まえに住すむでしょう。

      

    

  


  


  
    第百四十一篇


    
      ダビデの歌うた


      
        1主しゅよ、わたしはあなたに呼よばわります。

        すみやかにわたしをお助たすけください。

        わたしがあなたに呼よばわるとき、

        わが声こえに耳みみを傾かたむけてください。

        2わたしの祈いのりを、み前まえにささげる薫香くんこうのようにみなし、

        わたしのあげる手てを、

        夕ゆうべの供そなえ物もののようにみなしてください。

        3主しゅよ、わが口くちに門守かどもりを置おいて、

        わがくちびるの戸とを守まもってください。

        4悪あしき事ことにわが心こころを傾かたむけさせず、

        不義ふぎを行おこなう人々ひとびとと共ともに

        悪あしきわざにあずからせないでください。

        また彼かれらのうまき物ものを食たべさせないでください。

        5正ただしい者ものにいつくしみをもってわたしを打うたせ、

        わたしを責せめさせてください。

        しかし悪あしき者ものの油あぶらをわがこうべに

        そそがせないでください。

        わが祈いのりは絶たえず彼かれらの悪あしきわざに

        敵てきしているからです。

        6彼かれらはおのれを罪つみに定さだめる者ものにわたされるとき、

        主しゅのみ言葉ことばのまことなることを学まなぶでしょう。

        7人ひとが岩いわを裂さいて地ちの上うえに打うち砕くだくように、

        彼かれらの骨ほねは陰府よみの口くちにまき散ちらされるでしょう。

        8しかし主しゅなる神かみよ、わが目めはあなたに向むかっています。

        わたしはあなたに寄より頼たのみます。

        わたしを助たすけるものもないままに

        捨すておかないでください。

        9わたしを守まもって、

        彼かれらがわたしのために設もうけたわなと、

        悪あくを行おこなう者もののわなとをのがれさせてください。

        10わたしがのがれると同時どうじに、

        悪あしき者ものをおのれの網あみに陥おちいらせてください。

      

    

  


  


  
    第百四十二篇


    
      ダビデがほら穴あなにいた時ときによんだマスキールの歌うた、祈いのり


      
        1わたしは声こえを出だして主しゅに呼よばわり、

        声こえを出だして主しゅに願ねがい求もとめます。

        2わたしはみ前まえにわが嘆なげきを注そそぎ出だし、

        み前まえにわが悩なやみをあらわします。

        3わが霊れいのわがうちに消きえうせようとする時ときも、

        あなたはわが道みちを知しられます。

        彼かれらはわたしを捕とらえようと

        わたしの行いく道みちにわなを隠かくしました。

        4わたしは右みぎの方ほうに目めを注そそいで見回みまわしたが、

        わたしに心こころをとめる者ものはひとりもありません。

        わたしには避さけ所どころがなく、

        わたしをかえりみる人ひとはありません。

        5主しゅよ、わたしはあなたに呼よばわります。

        わたしは言いいます、「あなたはわが避さけ所どころ、

        生いける者ものの地ちでわたしの受うくべき分ぶんです。

        6どうか、わが叫さけびにみこころをとめてください。

        わたしは、はなはだしく低ひくくされています。

        わたしを責せめる者ものから助たすけ出だしてください。

        彼かれらはわたしにまさって強つよいのです。

        7わたしをひとやから出だし、

        み名なに感謝かんしゃさせてください。

        あなたが豊ゆたかにわたしをあしらわれるので、

        正ただしい人々ひとびとはわたしのまわりに集あつまるでしょう」。

      

    

  


  


  
    第百四十三篇


    
      ダビデの歌うた


      
        1主しゅよ、わが祈いのりを聞きき、

        わが願ねがいに耳みみを傾かたむけてください。

        あなたの真実しんじつと、あなたの正義せいぎとをもって、

        わたしにお答こたえください。

        2あなたのしもべのさばきに

        たずさわらないでください。

        生いける者ものはひとりもみ前まえに義ぎとされないからです。

        3敵てきはわたしをせめ、

        わがいのちを地ちに踏ふみにじり、

        死しんで久ひさしく時ときを経へた者もののように

        わたしを暗くらい所ところに住すまわせました。

        4それゆえ、わが霊れいはわがうちに消きえうせようとし、

        わが心こころはわがうちに荒あれさびれています。

        5わたしはいにしえの日ひを思おもい出だし、

        あなたが行おこなわれたすべての事ことを考かんがえ、

        あなたのみ手てのわざを思おもいます。

        6わたしはあなたにむかって手てを伸のべ、

        わが魂たましいは、かわききった地ちのように

        あなたを慕したいます。〔セラ

        7主しゅよ、すみやかにわたしにお答こたえください。

        わが霊れいは衰おとろえます。

        わたしにみ顔かおを隠かくさないでください。

        さもないと、わたしは穴あなにくだる者もののように

        なるでしょう。

        8あしたに、あなたのいつくしみを聞きかせてください。

        わたしはあなたに信頼しんらいします。

        わが歩あゆむべき道みちを教おしえてください。

        わが魂たましいはあなたを仰あおぎ望のぞみます。

        9主しゅよ、わたしをわが敵てきから助たすけ出だしてください。

        わたしは避さけ所どころを得えるために

        あなたのもとにのがれました。

        10あなたのみむねを行おこなうことを教おしえてください。

        あなたはわが神かみです。

        恵めぐみふかい、みたまをもって

        わたしを平たいらかな道みちに導みちびいてください。

        11主しゅよ、み名なのために、わたしを生いかし、

        あなたの義ぎによって、

        わたしを悩なやみから救すくい出だしてください。

        12また、あなたのいつくしみによって、わが敵てきを断たち、

        わがあだをことごとく滅ほろぼしてください。

        わたしはあなたのしもべです。

      

    

  


  


  
    第百四十四篇


    
      ダビデの歌うた


      
        1わが岩いわなる主しゅはほむべきかな。

        主しゅは、いくさすることをわが手てに教おしえ、

        戦たたかうことをわが指ゆびに教おしえられます。

        2主しゅはわが岩いわ、わが城しろ、

        わが高たかきやぐら、わが救主すくいぬし、

        わが盾たて、わが寄より頼たのむ者ものです。

        主しゅはもろもろの民たみをおのれに従したがわせられます。

        3主しゅよ、人ひとは何なにものなので、あなたはこれをかえりみ、

        人ひとの子こは何なにものなので、

        これをみこころに、とめられるのですか。

        4人ひとは息いきにひとしく、

        その日ひは過すぎゆく影かげにひとしいのです。

        5主しゅよ、あなたの天てんを垂たれてくだり、

        山やまに触ふれて煙けむりを出ださせてください。

        6いなずまを放はなって彼かれらを散ちらし、

        矢やを放はなって彼かれらを打うち敗やぶってください。

        7高たかい所ところからみ手てを伸のべて、わたしを救すくい、

        大水おおみずから、異邦人いほうじんの手てから

        わたしを助たすけ出だしてください。

        8彼かれらの口くちは偽いつわりを言いい、

        その右みぎの手ては偽いつわりの右みぎの手てです。

        9神かみよ、わたしは新あたらしい歌うたをあなたにむかって歌うたい、

        十弦じゅうげんの立琴たてごとにあわせてあなたをほめ歌うたいます。

        10あなたは王おうたちに勝利しょうりを与あたえ、

        そのしもべダビデを救すくわれます。

        11わたしを残忍ざんにんなつるぎから救すくい、

        異邦人いほうじんの手てから助たすけ出だしてください。

        彼かれらの口くちは偽いつわりを言いい、

        その右みぎの手ては偽いつわりの右みぎの手てです。

        12われらのむすこたちはその若わかい時とき、

        よく育そだった草木くさきのようです。

        われらの娘むすめたちは宮みやの建物たてもののために刻きざまれた

        すみの柱はしらのようです。

        13われらの倉くらは満みちて様々さまざまの物ものを備そなえ、

        われらの羊ひつじは野のでちよろずの子こを産うみ、

        14われらの家畜かちくはみごもって子こを産うむに誤あやまることなく、

        われらのちまたには悩なやみの叫さけびがありません。

        15このような祝福しゅくふくをもつ民たみはさいわいです。

        主しゅをおのが神かみとする民たみはさいわいです。

      

    

  


  


  
    第百四十五篇


    
      ダビデのさんびの歌うた


      
        1わが神かみ、王おうよ、わたしはあなたをあがめ、

        世々よよかぎりなくみ名なをほめまつります。

        2わたしは日ひごとにあなたをほめ、

        世々よよかぎりなくみ名なをほめたたえます。

        3主しゅは大おおいなる神かみで、

        大おおいにほめたたえらるべきです。

        その大おおいなることは測はかり知しることができません。

        4この代よはかの代よにむかって

        あなたのみわざをほめたたえ、

        あなたの大能たいのうのはたらきを宣のべ伝つたえるでしょう。

        5わたしはあなたの威厳いげんの光栄こうえいある輝かがやきと、

        あなたのくすしきみわざとを深ふかく思おもいます。

        6人々ひとびとはあなたの恐おそるべきはたらきの勢いきおいを語かたり、

        わたしはあなたの大おおいなることを宣のべ伝つたえます。

        7彼かれらはあなたの豊ゆたかな恵めぐみの思おもい出でを言いいあらわし、

        あなたの義ぎを喜よろこび歌うたうでしょう。

        8主しゅは恵めぐみふかく、あわれみに満みち、

        怒いかることおそく、いつくしみ豊ゆたかです。

        9主しゅはすべてのものに恵めぐみがあり、

        そのあわれみはすべてのみわざの上うえにあります。

        10主しゅよ、あなたのすべてのみわざはあなたに感謝かんしゃし、

        あなたの聖徒せいとはあなたをほめまつるでしょう。

        11彼かれらはみ国くにの栄光えいこうを語かたり、あなたのみ力ちからを宣のべ、

        12あなたの大能たいのうのはたらきと、

        み国くにの光栄こうえいある輝かがやきとを人ひとの子こに知しらせるでしょう。

        13あなたの国くにはとこしえの国くにです。

        あなたのまつりごとはよろずよに

        絶たえることはありません。

        14主しゅはすべて倒たおれんとする者ものをささえ、

        すべてかがむ者ものを立たたせられます。

        15よろずのものの目めはあなたを待まち望のぞんでいます。

        あなたは時ときにしたがって彼かれらに食物しょくもつを与あたえられます。

        16あなたはみ手てを開ひらいて、

        すべての生いけるものの願ねがいを飽あかせられます。

        17主しゅはそのすべての道みちに正ただしく、

        そのすべてのみわざに恵めぐみふかく、

        18すべて主しゅを呼よぶ者もの、誠まことをもって主しゅを呼よぶ者ものに

        主しゅは近ちかいのです。

        19主しゅはおのれを恐おそれる者ものの願ねがいを満みたし、

        またその叫さけびを聞きいてこれを救すくわれます。

        20主しゅはおのれを愛あいする者ものをすべて守まもられるが、

        悪あしき者ものをことごとく滅ほろぼされます。

        21わが口くちは主しゅの誉ほまれを語かたり、

        すべての肉にくなる者ものは世々よよかぎりなく

        その聖せいなるみ名なをほめまつるでしょう。

      

    

  


  


  
    第百四十六篇


    
      1主しゅをほめたたえよ。

      わが魂たましいよ、主しゅをほめたたえよ。

      2わたしは生いけるかぎりは主しゅをほめたたえ、

      ながらえる間あいだは、わが神かみをほめうたおう。

      3もろもろの君きみに信頼しんらいしてはならない。

      人ひとの子こに信頼しんらいしてはならない。

      彼かれらには助たすけがない。

      4その息いきが出でていけば彼かれは土つちに帰かえる。

      その日ひには彼かれのもろもろの計画けいかくは滅ほろびる。

      5ヤコブの神かみをおのが助たすけとし、

      その望のぞみをおのが神かみ、主しゅにおく人ひとはさいわいである。

      6主しゅは天てんと地ちと、海うみと、

      その中なかにあるあらゆるものを造つくり、

      とこしえに真実しんじつを守まもり、

      7しえたげられる者もののためにさばきをおこない、

      飢うえた者ものに食物しょくもつを与あたえられる。

      主しゅは捕とらわれ人びとを解とき放はなたれる。

      8主しゅは盲人もうじんの目めを開ひらかれる。

      主しゅはかがむ者ものを立たたせられる。

      主しゅは正ただしい者ものを愛あいされる。

      9主しゅは寄留きりゅうの他国たこく人じんを守まもり、

      みなしごと、やもめとをささえられる。

      しかし、悪あしき者ものの道みちを滅ほろびに至いたらせられる。

      10主しゅはとこしえに統すべ治おさめられる。

      シオンよ、あなたの神かみはよろず代よまで統すべ治おさめられる。

      主しゅをほめたたえよ。

    

  


  


  
    第百四十七篇


    
      1主しゅをほめたたえよ。

      われらの神かみをほめうたうことはよいことである。

      主しゅは恵めぐみふかい。

      さんびはふさわしいことである。

      2主しゅはエルサレムを築きずき、

      イスラエルの追おいやられた者ものを集あつめられる。

      3主しゅは心こころの打うち砕くだかれた者ものをいやし、

      その傷きずを包つつまれる。

      4主しゅはもろもろの星ほしの数かずを定さだめ、

      すべてそれに名なを与あたえられる。

      5われらの主しゅは大おおいなる神かみ、

      力ちからも豊ゆたかであって、その知恵ちえははかりがたい。

      6主しゅはしえたげられた者ものをささえ、

      悪あしき者ものを地ちに投なげ捨すてられる。

      7主しゅに感謝かんしゃして歌うたえ、

      琴ことにあわせてわれらの神かみをほめうたえ。

      8主しゅは雲くもをもって天てんをおおい、地ちのために雨あめを備そなえ、

      もろもろの山やまに草くさをはえさせ、

      9食物しょくもつを獣けものに与あたえ、

      また鳴なく小こがらすに与あたえられる。

      10主しゅは馬うまの力ちからを喜よろこばれず、

      人ひとの足あしをよみせられない。

      11主しゅはおのれを恐おそれる者ものと

      そのいつくしみを望のぞむ者ものとをよみせられる。

      12エルサレムよ、主しゅをほめたたえよ。

      シオンよ、あなたの神かみをほめたたえよ。

      13主しゅはあなたの門もんの貫かんの木きを堅かたくし、

      あなたのうちにいる子こらを祝福しゅくふくされるからである。

      14主しゅはあなたの国境こっきょうを安やすらかにし、

      最もっとも良よい麦むぎをもってあなたを飽あかせられる。

      15主しゅはその戒いましめを地ちに下くだされる。

      そのみ言葉ことばはすみやかに走はしる。

      16主しゅは雪ゆきを羊ひつじの毛けのように降ふらせ、

      霜しもを灰はいのようにまかれる。

      17主しゅは氷こおりをパンくずのように投なげうたれる。

      だれがその寒さむさに耐たえることができましょうか。

      18主しゅはみ言葉ことばを下くだしてこれを溶とかし、

      その風かぜを吹ふかせられると、もろもろの水みずは流ながれる。

      19主しゅはそのみ言葉ことばをヤコブに示しめし、

      そのもろもろの定さだめと、おきてとを

      イスラエルに示しめされる。

      20主しゅはいずれの国民くにたみをも、

      このようにはあしらわれなかった。

      彼かれらは主しゅのもろもろのおきてを知しらない。

      主しゅをほめたたえよ。

    

  


  


  
    第百四十八篇


    
      1主しゅをほめたたえよ。

      もろもろの天てんから主しゅをほめたたえよ。

      もろもろの高たかき所ところで主しゅをほめたたえよ。

      2その天使てんしよ、みな主しゅをほめたたえよ。

      その万軍ばんぐんよ、みな主しゅをほめたたえよ。

      3日ひよ、月つきよ、主しゅをほめたたえよ。

      輝かがやく星ほしよ、みな主しゅをほめたたえよ。

      4いと高たかき天てんよ、天てんの上うえにある水みずよ、

      主しゅをほめたたえよ。

      5これらのものに主しゅのみ名なをほめたたえさせよ、

      これらは主しゅが命めいじられると造つくられたからである。

      6主しゅはこれらをとこしえに堅かたく定さだめ、

      越こえることのできないその境さかいを定さだめられた。

      7海うみの獣けものよ、すべての淵ふちよ、地ちから主しゅをほめたたえよ。

      8火ひよ、あられよ、雪ゆきよ、霜しもよ、み言葉ことばを行おこなうあらしよ、

      9もろもろの山やま、すべての丘おか、

      実みを結むすぶ木き、すべての香柏こうはくよ、

      10野のの獣けもの、すべての家畜かちく、這はうもの、翼つばさある鳥とりよ、

      11地ちの王おうたち、すべての民たみ、

      君きみたち、地ちのすべてのつかさよ、

      12若わかい男子だんし、若わかい女子じょし、老おいた人ひとと幼おさない者ものよ、

      13彼かれらをして主しゅのみ名なをほめたたえさせよ。

      そのみ名なは高たかく、たぐいなく、

      その栄光えいこうは地ちと天てんの上うえにあるからである。

      14主しゅはその民たみのために一つの角つのをあげられた。

      これはすべての聖徒せいとのほめたたえるもの、

      主しゅに近ちかいイスラエルの人々ひとびとの

      ほめたたえるものである。

      主しゅをほめたたえよ。

    

  


  


  
    第百四十九篇


    
      1主しゅをほめたたえよ。

      主しゅにむかって新あたらしい歌うたをうたえ。

      聖徒せいとのつどいで、主しゅの誉ほまれを歌うたえ。

      2イスラエルにその造つくり主ぬしを喜よろこばせ、

      シオンの子こらにその王おうを喜よろこばせよ。

      3彼かれらに踊おどりをもって主しゅのみ名なをほめたたえさせ、

      鼓つづみと琴こととをもって主しゅをほめ歌うたわせよ。

      4主しゅはおのが民たみを喜よろこび、

      へりくだる者ものを勝利しょうりをもって飾かざられるからである。

      5聖徒せいとを栄光えいこうによって喜よろこばせ、

      その床とこの上うえで喜よろこび歌うたわせよ。

      6そののどには神かみをあがめる歌うたがあり、

      その手てにはもろ刃はのつるぎがある。

      7これはもろもろの国くににあだを返かえし、

      もろもろの民たみを懲こらし、

      8彼かれらの王おうたちを鎖くさりで縛しばり、

      彼かれらの貴人きじんたちを鉄てつのかせで縛しばりつけ、

      9しるされたさばきを彼かれらに行おこなうためである。

      これはそのすべての聖徒せいとに与あたえられる誉ほまれである。

      主しゅをほめたたえよ。

    

  


  


  
    第百五十篇


    
      1主しゅをほめたたえよ。

      その聖所せいじょで神かみをほめたたえよ。

      その力ちからのあらわれる大空おおぞらで主しゅをほめたたえよ。

      2その大能たいのうのはたらきのゆえに主しゅをほめたたえよ。

      そのすぐれて大おおいなることのゆえに

      主しゅをほめたたえよ。

      3ラッパの声こえをもって主しゅをほめたたえよ。

      立琴たてごとと琴こととをもって主しゅをほめたたえよ。

      4鼓つづみと踊おどりとをもって主しゅをほめたたえよ。

      緒琴おごとと笛ふえとをもって主しゅをほめたたえよ。

      5音ねの高たかいシンバルをもって主しゅをほめたたえよ。

      鳴なりひびくシンバルをもって主しゅをほめたたえよ。

      6息いきのあるすべてのものに主しゅをほめたたえさせよ。

      主しゅをほめたたえよ。
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